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　マンハッタンのほぼ中央にある人工的に残された楽園、セントラルパークが、眼下には広がっていた。

　青々とした木々の向こう側を見れば、薄雲がかった空に、ビルが幾重にも聳そびえ立っている。

　最近、クリスはここニューヨーク、セントラルパークと五番街に面している老舗ホテルを定宿としていた。白を基調としたスイートルームは清せい楚そであるが豪ごう奢しやでもあり、古き良き時代のアメリカを感じさせ飽きがこない。

　クリスはバスローブ姿のまま、シャンパンを片手にソファーに座って、景色に目を向けていた。

　金の髪が、壁一面の窓から降り注ぐ太陽の光に照らされて、きらきらと輝いている。長い睫まつげの下に静かに息づくのは美しいエメラルドグリーンの瞳だ。

　男女関係なく、誰もがアメリカ屈指の名門、ロイズ家の次男、クリス・ランドレー・ロイズはすこぶるつきの美貌の持ち主だと賞賛する。そして一度はベッドを共にしてみたい青年だとも囁ささやかれていた。

　しかしクリスにおいてはその評価は退屈なもので、さして興味を惹ひくようなものではなかった。

　元々抱かれる趣味もないので、向こうが秋波を送ってこようが、こちらが抱きたいと思わない限り相手にはしない。よって、実際ベッドを共にする人間は、星の数ほどはいない。確かに人よりは少し多いかもしれないが。

「ねぇ、クリス、早くこっちにおいでよ」

　趣味が高じて宝石商を営んでいるクリスは、昨夜、馴な染じみのオートクチュールの新作発表会に出掛けた。

　顧客の趣味や、どのようなデザインに人気が集まるのかをリサーチして、宝石のデザインに生かすためだ。

　宝石商と言っても、クリスの場合、デザインにも才覚を現し、多くの顧客を持つ宝飾デザイナーとしても活躍している。

　そしてリサーチも兼ねて出掛けたパーティで知り合ったのが、この男性モデルだ。甘いマスクに華きや奢しやな腰の持ち主で、昨晩はクリスを随分と愉たのしませてくれた。

「君の体力にはついていけないな、少しは休ませてくれないか」

　笑顔で奥の寝室にあるキングサイズのベッドに寝転ぶ青年に視線を送る。

「噓うそばっかり。どうせ僕の躰からだに飽きたんでしょ」

「そんな失礼なこと、思わないよ」

「どうだか……」

　青年が子供っぽく頰ほおを膨らませた時だった。いきなり部屋のエントランスのベルが勢いよく鳴らされた。

　クリス専属のコンシェルジュが同じフロアで控えているはずなのに、このベルが鳴らせるのは、クリスの家族か、またはコンシェルジュが逆らえないほどの権力を持った人間だ。

　現在クリスの家族はチューリッヒで休暇を過ごしているはずなので、残る人間は自おのずと限られてくる。

　つい、クリスの眉間に皺しわが寄る。なぜなら、来客の大体の見当はついているからだ。

「また、あいつか……」

　脳裏には黒い艶やかな髪をした野性的な男の顔が浮かぶ。

　鷹たかのように鋭い黒の瞳が印象的で、ミルクコーヒー色の肌が異国情緒を感じさせる。どこか人を食ったような失礼な態度さえ、その男ぶりをさらに上げる要素になってしまっていた。そんな彼は、アルハラーン王国の第六王子だ。

　元々働く必要のないほどの財力があるにもかかわらず、マネーゲームよろしく投資などをして、更に財を増やしているいけ好かない男でもある。

「開けるぞ、クリス」

　それに、こんな風にクリスに対して横柄な言い方をするのも彼しかいない。

　クリスが小さく溜ため息いきを吐ついていると、返事もしていないのにドアが勢いよく開けられる。やはりそこには想像した通りの男、ハリーファ・ビン・サルマーン・アル・バクルが立っていた。

　しっかりした体たい軀くに、どこかの俳優かモデルのように長い四肢。白いアラブの民族衣装が彼を引き立たせる。

「ハリーファ、来る前にアポイントを取ってくれと、以前私は言わなかったか？」

「私とお前の仲に、そんな無粋なルールはいらないと、それこそ以前に言ったと思うが？」

　彼の鋭い瞳が奥の寝室に向けられる。ベッドに真っ裸の男がいれば、何がどうなっているか、説明しなくとも明らかだ。案の定、彼の双そう眸ぼうが細められる。そして鷹おう揚ようにクリスに告げてきた。

「……また、お前はつまらない男を拾ってきたのか」

　お前が引っ掛ける男よりはマシだ、と言ってやりたくなるが、言ったところでこの男が耳を貸すとは思えない。クリスは黙ってシャンパンに口を付けた。

　するとハリーファはもう一度、青年に視線を向け、ぞんざいな様子で口を開いた。

「そこの男、もう用は済んだのだろう？　さっさと帰るがいい。車が必要なら、部屋の外で私の部下が待っている。彼に言って手配してもらえ」

「帰れって……あんた急に来て、何だよ」

「レイズ、イノーベン！」

　ハリーファが名前を呼んだ途端、黒いスーツを身に纏まとった男が二人、さっと現れる。ハリーファの専属ＳＰだ。屈強な男二人を前に、さすがに青年も怖くなったのか、慌ててベッドから下り、衣服を着始める。

　まったく……。この青年ともまた切れるな。

　クリスはそんな吞のん気きなことを考えながら、青年が部屋から出て行く姿を目で追った。

「ハリーファ、君はどれだけ私の恋人を追っ払えば気が済むんだ？」

「恋人？　一夜限りだろうに。それにお前こそ、私の気を惹きたいがために、浮気の真ま似ねごとをどれだけすれば気が済むんだ？」

「自意識過剰だな。悪いが、君の気を惹こうと思ったことなど、生まれてこのかた、一度もないが？」

「お前は意識していないかもしれないが、私は常にお前に誘惑されているぞ？」
















　そう言いながら、ハリーファは断りもなくクリスの隣に座り、その頰に唇を寄せた。そしてそのままバスローブに手を掛けると、肩をはだけさせ、唇から顎、そして首筋に唇を這はわせる。

　クリスはシャンパングラスを片手に、彼の好きなようにさせていたが、彼の唇が肩甲骨に到達したとき、冷ややかな声を出した。

「そこまでだ。私は君に抱かれる気はない」

「お前は私に抱かれたいはずだ」

「夢を見るのは寝ている時だけにしろ」

「いや、あの夜、お前は悦よろこんで抱かれたではないか」

　ハリーファの言葉に、思わずクリスの麗容な眉がぴくりと動いてしまう。この男の言動に翻弄されるなんて真っ平だと思っているのに、つい態度に出してしまった自分の未熟さを苦々しく思うしかない。

　ハリーファもまた、クリスの僅かな変化に気が付いたようで、傲慢な笑みをその口くち許もとにたたえた。

「覚えているだろう？　あの情熱的な夜を───」

　忌々しい記憶が蘇よみがえってくる。この男、ハリーファと再会した時の最悪の記憶だ。クリスはその端整な顔を僅かに歪ゆがめたのだった。





◆◆◆






　あれはちょうど二ヶ月前のモナコだった。学生時代、イギリスの寄宿学校で一緒だったハリーファと偶然、グラン・カジノで再会したのが運の尽きだった。

　プライヴェートルームでバカラを楽しんでいた時に、声を掛けてきたのがハリーファだったのだ。

　学生時代、それほど親しくした覚えもないが、お互い学校では有名人でもあったために、最低限のことは知っていた。

　しかしその程度であったにもかかわらず、ハリーファは久々に親友にでも会ったかのように親しく話しかけてきた。

　そしてそこで魔が差して莫ば迦かな賭けをしてしまったのだ。

「私はバンカーに賭けよう。しかし、もしクリス、お前が勝ったら、この掛け金と同額をお前にも払ってやる」

　ハリーファが掛け金と言ってボードの上に置いたのは百万ドルだった。金持ちには慣れているはずのクリスの取り巻きからもどよめきが起きる。さすがはアラブの王子様というところだろうか。

「なるほど？　で、私が万が一にも負けたら何を希望だ？　百万ドルか？」

「金はいらない。使い切れないほどあるからな。それよりもお前が大切にしているものが欲しい」

「マリブの別荘か？　今あそこが一番気に入っている」

「そんなありふれたものはいらない。欲しいのはお前だ。まずは抱かせろ」

　あまりの唐突な要求に、クリスは鼻で笑ってしまった。

「ふん、性急な求愛は嫌われる元だぞ？」

　しかしハリーファはクリスの態度に気を悪くするでもなく、それに対して、食えない笑みを零こぼした。

「───生あい憎にく、人から嫌われた覚えがない。嫌われるとしたら、私にとって、どうでもいい人間ばかりだから気にしない」

「勝手だな」

「勝手？　そうだな、私には興味のない人間に合わせる理由がないからな。それを勝手というのなら、その通りだ」

「なら、勝手を言う私にも興味がないのだろう？　振り回すのはやめてくれないか」

「お前に勝手を言っているつもりはないが？」

　彼が澄ました顔で答えてくる。

「いきなり抱かせろと告げることのどこが勝手じゃないと？」

　クリスの秀美な眉が少しだけ跳ね上がる。だが、ハリーファはクリスの機嫌をとることよりも、怒らせることを愉しんでいる様子で双眸を細めた。

「いきなりではないだろう？　賭けの結果によって、と言っている」

「何な故ぜ、私の躰を賭けの対象にする？」

「学生時代から、ずっとお前を狙っていたからだ」

「え？」

　クリスがハリーファに視線を移すと、彼の黒い瞳とかち合う。その瞳に気を取られているうちに、ハリーファは優雅な仕草でクリスのネクタイを引き寄せ、そこにキスをしてきた。

　手の甲にされたわけでもないのに、それよりも官能的な痺しびれを感じ、まるで求婚でもされているような錯覚に陥る。

「私に抱かれてみろ。すぐに天国へ連れていってやる」

　彼の男の色香を含んだ黒い瞳が見上げてくる。

「どうして私が君に抱かれなければならないんだ？」

「どうして？　私が抱きたいからだ。そもそも衝動に理由などない」

「はぁ……前々から自分勝手な男だとは思っていたが、ここまでとは……」

　これ見よがしに溜息を吐いてみせるが、彼にはまったく引く様子も見えない。

「それにクリス、これはお前がこの賭けに勝てばいい話だ。それとも賭けをするのが怖いのか？　お前は見たところ、今日は絶好調だ。分が悪いのは私のほうだと思うが？　それでも賭けから逃げると？　そんな興きよう醒ざめな判断はここでは無粋なだけだな」

　興醒めと言われてしまっては後には引けない。それに、ここにいる誰かにロイズ家の次男でもあるクリスが、百万ドルを惜しむばかりに賭けから退いたと、社交界で噂うわさされても堪たまらない。

「……いいだろう。だが私が勝ったら君の百万ドルはいらない。どこかの慈善団体にでも寄付しろ」

「わかった。ならこれは全部寄付しよう」

　そう言うハリーファをちらりと見み遣やると、余裕の笑みを浮かべる顔が目に入った。こういう傲慢な男の鼻をへし折るのもなかなか面白いかもしれない。

　クリスはこっそりとほくそ笑んだ。しかしそれは悔やんでも悔やみきれない、クリスにとっては忌々しい黒星となることを、この時はまだ知らなかった───。







　───信じられなかった。

　バカラとは、プレイヤーとバンカーでの一対一の勝負で、どちらが勝つかを賭けるというシンプルなカードゲームだ。二枚、ないしは三枚のカードの合計数の下一桁が「九」により近いほうが勝ちとなる。

　クリスはそれまでの絶好調を継続し、プレイヤーは三枚目にして「八」という数字を得た。一方、相手側であるバンカーは「二」「八」ときて二枚目までの合計数が「〇ゼロ」となり、その結果、誰もがクリスの勝利を確信していた。それが、バンカーが三枚目でいきなり「九」を引き当てたのだ。

　辺りが騒然とする。クリスも目の前で起きた出来事が、一瞬理解できなかった。

　ハリーファの取り分も百万ドルの約二倍の金額となったが、彼は勝ったにもかかわらず、そのままそこで小切手を切り、全額をどこかのＮＰＯに寄付した。

　彼自身、金に執着するタイプではないようだ。ここで約二倍になった取り分を、嬉き々きとして受け取りでもしたら、所詮それまでの男だと思っただろうが、いい意味でクリスの期待を裏切った。

　そしてクリスはそのままスイートルームに連れ込まれ、豪奢な天蓋付きのベッドで組み敷かれていた。

　絨じゆう毯たんの上には二人分の衣装があちらこちらに散らばっている。

　この部屋までは人の目があったから体裁を保っていたが、ここからはそんなものを気にすることはない。クリスは鷹揚に自分の上に乗る男に口を開いた。

「ハリーファ、こんなことをして、何が面白い。どうせ男を抱くのなら、私のような男を抱くよりも、華奢で可愛かわいい男のほうがいいだろう？」

「華奢で可愛いなら、女でも構わないだろうが。そんな男では、男を抱く意味がない。男らしい男を喘あえがせることが、牡の本能を刺激するんだろう？」

　ハリーファの猛たけ々だけしい牡の顔が優雅な仕草の中に見え隠れする。

　クリスは学生の時、上級生に指南を受けたのを最後に、抱かれる側になったことがない。そのため、今回のようにセックスの上でイニシアチブを握られることには酷ひどく抵抗を覚える。

「なるほど、男を抱いて、優位な立場を感じたいのか？　まるでライオンの縄張り争いのようだな」

　嫌いやみを込めて言ってやると、彼がおや？　というような顔をした。

「優位？　違うな。下手をしたら服従を誓うことになるかもしれない駆け引きだ。屈辱的だが、それが許せる相手なら男女構わない。この私を虜とりこにできる人間がいるなら、いくらでも跪ひざまずいてやろう」

「君が跪く？　想像もできないな。そんな日が来たら、地球も終わりだ。私も火星移住の公募に申し込まなければならないかな？」

「好きに言うがいい。後で酷く啼なかされるのはお前だ」

　そう言うや否や、ハリーファはいきなり激しいキスを仕掛けてきた。歯の隙間からするりと彼の舌が口こう腔こうに滑り込んでくる。

　どうにか抵抗しようと彼の胸を押しやるが、しっかりした胸板に阻まれ、思うように手が動かない。

　っ……この男！

　上から覆おおい被かぶさられ、さらにきつくベッドに四肢を縫いつけられた。ベッドが軋きしむ音と共に、彼が唇の角度を変え、思う存分、クリスの口内を蹂じゆう躙りんする。

　次第に飲み込み切れない唾液がクリスの唇から溢あふれ出してきた。それを追うように、ハリーファの唇が顎へと伝う。

　今にも嚙かみ切られそうな凶猛さを感じる舌で、クリスの喉元を舐なめ上げると、熱い吐息交じりの声で尋ねてきた。

「学生時代、上級生に抱かれたと聞いているが、その後は他の男に抱かれたりしたのか？」

　ハリーファがそんなことを知っているとは思ってもおらず、驚く。

　イギリスにいた時から狙っていたと、先ほど言っていたが、あながち噓ではないのかもしれない。

「それを聞いてどうする」

　下から睨にらみ上げると、ハリーファが愉しそうに双眸を細めた。どうやら軽くサドの気質もありそうだ。

「そうだな、どうもしない。手加減をするつもりもないしな。今のは必要のない質問だったな。ただの嫉妬だ」

　そう答えると、ハリーファはクリスの胸の突起をいやらしく触り始めた。

「っ……」

　ぞくぞくとした刺激が下半身を直撃する。男を抱いていた時は、クリスが相手に与えていたはずの快感だった。

　くそっ……。

　クリスは声を出すまいとして、歯を食い縛った。

　すると今度は乳首にねっとりとした生ぬるい感触を覚える。ハリーファが舌を絡めたのだ。ダイレクトに与えられる刺激にクリスの躰の芯に淫いん靡びな熱が篭る。

　まずい……。

　本能的に感じた。これ以上、彼と肌を重ねれば、想像もつかない失態を犯しそうだ。

　負けを認めるのは悔しいが、後悔先に立たずだ。どうにかなってしまってからでは遅い。男の矜きよう持じに傷はつけたくない。

「ハリーファ、悪いが興が乗らない。今回の賭けは潔く負けを認めよう。だからこれで今夜は終わりにしないか」

「往生際が悪いな。男が一度決めたことを簡単に覆そうとするのはいただけない。諦めろ。諦めて、私を悦ばせる最大限の努力をしろ」

「なぜ、私がそんな努力を……っ……くっ……はあっ……」

　ハリーファが荒々しい空気を纏ったまま、クリスの乳首をキュッと強く摘つまんできた。途端、そこから痺れるような電流が起こり、全身に広がった。

「色っぽいな。もっと啼かせてみたくなる声だ」

「愚弄する気かっ……うっ……」

「とんでもない。可愛すぎて、どこかに閉じ込めて誰にも触れさせたくないくらいの、甘い気持ちが込み上げてきたな」

「くっ……気色悪い。どこが甘い気持ち……だ」

「ここだ」

　ハリーファはクリスの手を摑つかむと、そのまま自分の胸を触らせた。心臓だ。

「やはり思った通りだ。お前は私に生きているという実感をもたらす」

　生きているという実感───？

「抱かれることに慣れていないお前のために、道具を用意した。私が相手のことを気遣い、ここまで心を砕いたのはお前が初めてだ」

「気遣うというのなら、ここで私を解放しろ」

「まだ言うのか。女々しい男だな」

　呆あきれたように言われ、カチンとくる。

「何を……っ……何だ、それは」

　ハリーファの手には、用意したという道具が握られていた。

「知っているだろう？　コックリングとローターだ。ああ、ただ単に私に言わせたかったのか？　羞恥プレイだな」

「そんなことあるわけがない。それに、この私にそんな下げ賎せんな道具を使うというのか！」

「下賎かどうかは自分で確かめればいい。後ろを使うのに慣れていないパートナーが相手なら、こういう道具を使うのも抱く側としてのマナーだろう？」

「そんなマナーは必要ない」

　ああ言えばこう言う男に、クリスは眦まなじりを上げた。

「私が直々に挿いれてやろう」

「やめ……っ……あっ……」

　予あらかじめローターには潤滑油が塗られていたのか、するりとクリスの蕾つぼみの中へ飲み込まれていった。

「な……」

　そのままリングも慣れた手つきで嵌はめられる。

「思った通りだ。君はサド王子だろう！」

「私は、恋人には限りなく優しい王子だ。お前が素直になれば、さらに優しく情熱的に愛してやる」

「な……君の愛なんて結構だ。さっさとこれを外せ！」

「やっとお前を抱く機会に巡り合ったんだ。機会は逃さない。それに最近のこういった道具はかなり進化していて、なかなか莫迦にできないぞ」

「え……っ……く……」

　突然、躰の中に差し込まれた異物がクリスの前立腺を刺激する。ハリーファがスイッチを入れたのだろう。

「はあっ……これは……一体……ああっ……」

　我慢しても嬌きよう声せいが唇から零れてしまう。どうやらただのローターではなさそうだ。微量ながら電気刺激をクリスの敏感な襞ひだに与えてくるのに気付く。そのせいか、末まつ梢しよう神経全体を襲うような直接的な刺激が下肢に生まれ、射精したかのような錯覚を抱かされる。

「あっ……ハリーファ……っ……」

「大丈夫だ、簡単には達いけないように、こちらはリングで締め付けてある。思う存分、愉悦に浸るがいい」

「き……さま……っ……くっ……」

　達けないとわかると、余計達きたくなるのが人間の本能だ。クリスはどうにか外そうと、下肢に手を伸ばした。しかしそれを止められる。

「駄目だな、クリス。これは簡単には外せない。もちろんローターはすぐに抜けるが、抜いたら、私を挿れてもいいという合図だと思うからな」

「莫迦なっ……あっ……」

　ずしりと重い刺激に喉を仰のけ反ぞらせる。そこにハリーファが歯を立て、甘嚙みをする。喉を嚙み切られそうな錯覚にクリスの下半身が大きく勃ち上がり震える。

「あっ……ああっ……」

「この道具を使えば、初心者でも乳首だけで達けるかもしれないな」

　恐ろしいことを耳元で囁かれる。

　それだけは嫌だった。男に抱かれることさえ屈辱だというのに、そんな躰にされたとなったら、しばらく立ち直れそうもない。

「くっ……調子に乗るなよ」

「はっ、調子にも乗るさ。学生時代から狙っていたお前をこの手で抱くのだからな」

　ハリーファがそう言って、クリスの乳首に舌を這わせ、きつく吸った。

「はうっ……」

　毒のある甘い痺れが、じんわりと神経に染み込んでいく。

「やはり感じるのだな？」

　乳首で感じるなんて、最悪だ。

　クリスは自分に無体を働く鬼畜を睨みつけた。すると彼の情欲に濡ぬれた瞳とぶつかる。優秀な牡のフェロモンを纏いながら、わざと音を立ててクリスの胸をしゃぶる姿は、想像以上に扇情的だった。

　まずい、引ひき摺ずられる。

　急いで目を瞑つぶっても、今度は耳から容赦ないいやらしい音が聞こえ、堪えても、堪えても、燃え盛る官能の焰ほのおがクリスの神経を焼き尽そうとしてくる。

　そのまま乳首から鳩尾みぞおち、臍へそを舌で愛あい撫ぶされ、欲望を露あらわにし、頭を擡もたげて震える竿さおの付け根まで彼の唇が落ちていく。ハリーファの唇が触れた先から、まるでピリリと電流が走ったかのように下半身が痺れた。そのたびにリングがきつくクリスを締め付けてくる。

「あっ……」

　金色の淡い茂みに彼が顔を埋める。脚の付け根の柔らかい肉を甘く嚙まれたかと思うと、すぐにこりこりとした袋を口に含まれ、彼の舌の上で転がされる。

「や……めっ……」

　体格もよく、しかも自分を抱こうとしている男など好みではない。好みではないはずなのに、彼から与えられる熱に溺れそうになる自分がいる。

　好みの男を抱いている時でも感じたことがないほどの渇望───。

　こんなの、絶対認められない。

　ハリーファは長い舌でクリスの欲望を愛撫し始める。

「ふっ……」

　屹きつ立りつに絶妙な刺激を与えられ、思わず鼻から息が抜けた。

　今までのどの男よりも大胆で荒々しいが、快感を追い上げるテクニックは群を抜いて上う手まい。もしかしたら、よく人からセックスが上手いと言われている自分といい勝負か、さらに上をいくかもしれない。もちろん認めたくないが───。

　正直に言って気持ちがいいのだ。今までのどんな相手よりも、クリスを快楽の淵ふちへと追いやる。しかし一方、それさえも苛いら立だたしい。

　こんな男を相手に感じるなんて、認めるものか───。

　だが、そう思えば思うほど、心臓がドクンと音を立てて、説明のつかない荒々しい感情がクリスの中に溢れ出す。

　彼がもたらす淫靡な熱に囚とらわれ、理性が愉悦に引き摺り込まれそうになる。

　どうにかして理性を保とうと、クリスは必死で抵抗した。このまま流されてしまったら、ハリーファのテクニックを認めてしまうことになる。

　冷めた顔で、君の愛撫は大したことないな、と見下げてやるつもりだったのに。

　再びハリーファの熱く濡れた鋭い視線とぶつかる。彼が欲情していることはすぐにわかった。

　愉悦の淵へと追い詰められる。

　ローターで攻められている下肢は甘く蕩とろけそうで、彼の腰に足を絡めたくなる。

「降参、って言ってみたらどうだ？　そうしたら、楽にしてやる」

　どうしてこの男は、人の気持ちを逆さか撫なですることを言うのか。

「君こそ、私に挿れたくて堪らないんだろう？　挿れさせてくださいって懇願してみたらどうだ？」

「なかなか言うな」

　彼は何か悪戯いたずらを思いついたかのように瞳を輝かせると、躰をクリスの下半身から起こし、耳元まで這い上がってきた。そしてクリスの耳に舌を差し込み、蜂蜜でも舐め取るように舌先で愛撫する。

　背筋を這い上がる悦楽に、ぶるりと肌を震わせる。途端、彼の吐息が鼓膜を濡らした。

「お願いだ、抱かせてくれ」

「なっ……」

　まさか、本当にそんなことを言われるとは思ってもいなかった。カッと全身に熱が回り、クリスの肌が赤く染まったのを彼の黒い瞳が映し出す。

「さあ、懇願したぞ、挿れさせろ」

「君にはプライドというものがないのか？」

「ある。だがそれはお前に対して使うものじゃない。さっき言っただろう？　私を虜にする人間がいるのなら、いくらでも跪いてやるって、な」

「私が君を虜にするだと？」

「おや？　自信がなかったのか？　お前にしては謙虚だな。世の男や女は全員自分に惚ほれるものだと思ってるんじゃないのか？」

　男っぽい唇が笑みを作る。それだけで彼の色香が倍増した。

「失礼な。そこまで自うぬ惚ぼれていな……あっ……」

　ハリーファの手がリングの嵌はまったクリスの下半身を優しく扱しごき出す。ローターからの微量な電気の刺激もあいまって、凄絶な快感がクリスを猛襲する。

「はあっ……ああっ……」

　すべての熱が一点へと集中する。渦を巻くような快感が、ハリーファの行為によって、濁流となってクリスの下半身に襲い掛かる。

「あああっ……」

　ハリーファが絶妙なタイミングを計って、またクリスの下半身を咥くわえる。敏感な場所に彼の歯が当たって、それさえも快感にすり替わっていく。途方もない甘い愉悦にいたぶられると言ったほうがいいかもしれない。

　最も敏感な裏筋をねっとりと舐め上げられ、先端をきつく吸われる。反射的に溢れ返る喜悦に嬌声を漏らすしかなかった。

　もう、達きたい───。

　しかしリングで締め付けられている下半身には吐精など許されない。

「くっ……リング、外せ！」

「私が達く前にお前が達かないようにしているだけだ。お前が素直に私を受け入れれば、すぐに取ってやる」

　悪魔の囁きだ。

　ハリーファは、そのままクリスの両足首を摑み、左右に大きく広げてきた。

　自然と、ローターのコードが垂れる蕾が彼の前に晒さらされる。

「あっ……」

　クリスは慌てて膝を閉じようとしたが、ハリーファが手際よく腰を進め、膝が閉じられないようにしてきた。

「ハリーファッ！」

「懇願したら抱かせてくれると言ったのは、お前だろう？」

「っ……それは」

　ハリーファはクリスの淫いん猥わいに蠢うごめく蕾に、そっと指を這わせた。

「ローターのお陰か、すっかり蕾も柔らかくなっている」

　ハリーファはゆっくりと指を抜き差しした。

「や……め……」

「やめられないな」

「っ……はああっ……」

　丁寧に解ほぐされる。ローターの刺激もあって、リングで締め付けられているはずの下半身から、ぬめりのある汁が溢れ、シーツに染みを作り始めていた。

　悪態を吐きたいのに、口を開けば嬌声が零れそうで、それさえもできない。

「挿れてほしいか？」

「っ……あ……」

　ローターを引き抜かれ、ずっしりと質量を伴った熱い欲望が押し当てられる。猛々しいほどの凶暴さだ。

　しかしそれを中に挿れて、擦り上げて欲しいと心の奥で期待する自分がいるのに気付かずにいられなかった。

「あ……」

　それでも欲しいとは言いたくない。彼に無理やり挿れられたというスタンスなら、どうにか受け入れられる。

「もう一度問うが、挿れて欲しいか？」

　入口を彼の屹立でぐりぐりと擦られる。これでは生殺しだ。この男の言動はすべて計算されているに違いない。

　クリスは意地悪な男を睨み上げた。彼もまた下半身をこんなに膨らませているというのに、浮かべる笑みには、まだ余裕があるように感じられる。
















「もう少し、一人で我慢するか？　お前が悶もだえる姿をゆっくり観賞するのも、なかなか面白そうだしな」

　恐ろしい言葉に震え上がる。しかしその震えは瞬く間に神経を伝い、クリスの全身に広がった。ただでさえ快感で充じゆう溢いつした血肉が、その痺れを敏感に察知し、過剰に反応し始める。途端、官能的な疼とう痛つうが全身から湧き起こった。一気に愉悦で燃え上がるような錯覚に陥り、神経という神経が快楽に蝕むしばまれる。

「あっ……くっ……」

　とうとうクリスは白旗を上げた。

「くっ……挿れろっ！　さっさと挿れて、私を満足させろ！」

「これはまた命令口調とは……まあ、今夜はそれで許してやるか」

　彼がニヤリと口許を歪めたのをはっきりと目にする。すべてが彼の思いのままにされたのだと、改めて悔しさが込み上げた。

「きさま……」

「クリス、覚えていろよ？　お前が私を欲したんだ」

「っ……この……策略家がっ」

「恋のためには男は策略家にも、愛を語る吟遊詩人にもなるさ」

「なにが吟遊詩人……っ……ああっ……」

　いきなりクリスを熱く滾たぎった楔くさびが貫く。ハリーファが己を挿入したのだ。強引に狭い場所を押し拓ひらいていく。

「あああっ……」

　男を受け入れるという久々の感触に鳥肌が立った。

「ああっ……はあっ……」

「私が欲しいと言ってみろ。更なる快楽を与えてやるぞ」

　クリスの理性が振り切れる。もうこうなったらどうにでもなれ、という投げやりな気持ちが本能を突き動かす。

「あ……もっと……、もっと欲しい、奥まで……っ」

　早く達きたくて淫らなことを口にしてしまう。奥まで突かれ、それを逃すまいと貪欲に締め付けると、強烈な熱に爛ただれた蜜襞を力強く擦り上げられ、更なる快感が膨れ上がった。

　もう何も考えられなかった。早く達きたくて堪らなかった。

　何度も卑ひ猥わいな言葉を言わせられ、そのたびに穿うがたれることに至福の悦びを感じる。

「ああっ……ハリーファッ……ふ、深い……っ……くっ……」

　快感に肌が粟あわ立だつ。

　ハリーファの腰の動きがより激しくなる。

「はっ……やはり思った以上にいいな、私に貪欲に吸い付いてくる」

「言う……なっ……」

「どの男を抱くよりもいい……。相手がお前だからか？」

「そんなこと……知る……か……っう……」

「この私が簡単に溺れそうになるとは……くっ」

　ハリーファがこれでもかと大きくグラインドし、中を擦り上げてくる。

「んっ……はあっ……んっ……あああっ……」

　刹那、目の前が真っ白になった。

「あああああっ……」

　前をリングで締め付けられているため、吐精はできなかったが、それと同等な感覚が躰中を駆け巡る。

　膿うんだような熱に翻弄されながら、自分を組み敷くハリーファと視線がかち合う。

「クリス、やはりお前は私に抱かれ、愛めでられるのが似合うな」

「っ……冗談も……ほどほど……に、しろ……あっ……」

　腰を軽く揺すられ、また声を上げてしまう。

「冗談？　これが冗談でないことを、今夜はしっかりお前に教えてやろう。それこそ手取り足取りな」

　彼の獰どう猛もうな視線に、クリスは眩め暈まいを覚えたのだった───。





◆◆◆






　───思い出したくもない。

　今となっては、とても信じられない夜だった。

　あの後、クリスはリングを外されることなく、何度も射精を許されず達かされた。最後にやっとリングを外されたが、今度は射精がなかなか止まらず、大変な目に遭った。

　しかし一番ショックなのは、他ならぬ自分の態度だ。奥へと打ち込まれる熱い楔を、途中から嫌がることなく受け入れ、何度も彼を誘惑してしまったのだ。

　あの怪しいローターがいけなかった。あんなのを仕掛けられたら、どんな貞淑な人間だって陥落させられる。

　そう思わなければ、クリスは自分のプライドを保てない。

　この私が男に喘がされるなど───。

　自分は男を愛でる側の人間だ。愛でられる側の人間ではない。

「何が、あの情熱的な夜を───だ。私は君の策略に嵌った哀れな男に過ぎない。情熱的であるものか」

　クリスは自分のバスローブに触れていた男の手を軽く払った。しかしハリーファは懲りもせずに、今度はバスローブから露になったクリスの首筋に唇を這わせる。

「まあ、いい。クリス、お前が私を貪欲に求めたのは事実だからな」

　その言葉に、じろりと隣に座っているハリーファを睨みつけると、扇情的な瞳が見つめ返してくる。

「お前を抱いて、私は初めて生きていると実感した。無味乾燥な日常に、クソつまらない付き合い。何も心に響いてこず、私はもはや死んだ人間と変わらないと思っていた。そしてこれが死ぬまでずっと続くものだと諦めてもいた」

　彼の黒く澄んだ瞳がクリスを射抜いてくる。その力強い瞳に、視線が外せなくなる。

「だが、お前をこの腕に抱き、その狭く狂おしい蕾に己を挿入した瞬間、血肉が震えるような衝撃を覚えたよ。そうだな、初めて生きていることを実感したと言うべきか」

「ハリーファ、君の発言は、まるで初めての恋に浮かれている青臭いガキのものにしか聞こえないが？」

　揶や揄ゆを込めて言ってやったのに、彼は少しだけ驚いたような表情をし、そしてそんなあり得ないことを認めた。

「なるほど、そうかもな。確かに、これほどの情欲を抱いた人間はお前が初めてだ。初恋という言葉に近いな。そうか、初恋か」

　呆れて思わず彼をじっと見てしまう。だがそこには真摯な瞳をした男がいた。

「お前だけが私をこの世に繫つなぎとめる。お前を抱いている時だけが、私に生をもたらす。すべてがお前に繫がっていく」

　ハリーファがクリスのバスローブのあわせに手を滑り込ませ、素肌を弄いじってきた。

「クリス、この思いを何と名づけるか知っているか？」

　彼の熱い吐息が首筋にかかる。認めたくないが、躰の芯が少しだけ疼うずくのがわかった。

「さあ」

　感じたのを悟られるわけにはいかず、素っ気無く答えると、彼の唇が鎖骨へと移る。先ほど手を払ったというのに、再びバスローブの肩をはだけさせた。

「執着───」

　快楽に濡れた声で告げながら、ハリーファの指先がクリスの乳首を見つけて、その先端をきゅっと抓つねってくる。反射的に表情を歪めると、何を企たくらんでいるのか、彼がフッと双眸を細めた。

「あるいは───」

　指に続いて彼の熱い舌先がクリスの乳頭に絡みつく。そしてキスマークをつけるかのように音を立てて吸い、唇が乳頭に触れるほど近くで囁いてきた。

「───純愛」

　瞬間、クリスの胸に鳥が羽ばたいたようなざわめきが起こった。

　こんな子供騙だましのような言葉に自分の心が動かされるなんてあり得ない。

　この恋の駆け引きには絶対負けてはならない───。

　クリスは心の内で舌打ちをすると、無表情で答えた。

「それこそ、クソつまらない感情だな。私の心が震えるほどのものでないと、動く食指も動かなくなるぞ？」

　胸に舌を這わせるハリーファの顎を軽く持ち上げ、やめさせる。そして自分から彼の唇にキスを落としてやった。

　彼の唇が傲慢な笑みを浮かべたのを唇越しに感じる。しかし、これでクリスが落ちたと思ってもらっては困る。何でもないように話題をするりと変えた。

「それで、ハリーファ、君も夕方からの上院議員のパーティに出席するんだろう？」

「別に欠席しても構わない」

「仕事をする上で、顔を繫いでおくには損のない相手だが？」

　クリスはソファーから立ち上がると、彼の目の前で挑発するように、バスローブを脱いだ。

　降り注ぐ陽の光に照らされた裸体は、ギリシャの彫刻のように完璧で美しいものだ。

「シャワーを浴びてくる」

「それだけ私を挑発するのなら、素直に抱かれろ」

　ソファーにふん反りかえって、どこまでも偉そうに告げる彼に、誰をも魅了するような特別な笑顔をわざと向けてやった。

「君を抱かせてくれるなら、いつでもお相手するよ」

　ハリーファが苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をしたのに満足感を覚え、クリスはシャワールームへと入った。
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　どんよりとした寒空の下、ニューヨークのどの街角を歩いても、このシーズン、軽快なクリスマスソングが耳に入る。

　この極寒の中でも、ストリートは芸術性溢あふれるデコレーションで輝きに満ち満ちていた。まさに光の洪水だ。

　クリスマスソングに釣られ、ショップを飾るイルミネーションをふと見上げると、憂鬱さを忘れ、その飾りつけの美しさに一瞬心を奪われる。

　それは、冬になると氷点下にもなる寒さに、やや暗くなりがちなニューヨーカーの心を華やいだものにさせてくれた。

　街がそんなクリスマスムードに包まれる中、クリス・ランドレー・ロイズは、溜ため息いき交じりにリビングに飾られた大きなもみの木に目を遣やった。

　枝ぶりが気に入って、母がわざわざカナダから取り寄せた、高さ三メートルはありそうなもみの木である。いわゆるクリスマスツリーで、ニューヨークの一等地にあるペントハウスに相応ふさわしいものだ。

　クリスの家、アメリカ屈指の名門、ロイズ家に代々伝わっている大切なオーナメントはもちろんのこと、今年の流行の飾りつけもしたクリスマスツリーは家族の目を愉たのしませてくれる───くれるはずだが、クリスはうんざりした気持ちになりながら、ツリーを見つめていた。

　理由は簡単だ。朝から母に捕まり、目の前のテーブルにたくさんの身上書を並べられたからだ。もれなく名のある家のご令嬢の写真がついている。

「この間のパーティで、貴方あなたとご挨拶を交わしたお嬢様方を興信所で調べさせてみたの。どの方も、我が家のお嫁さんとして申し分のないお嬢様だったわ」

　クリスはその麗容な眉を僅かに歪ゆがめた。

「母さん、私はまだ結婚する気はないと、前にも言いましたよね？」

　クリスは金の絹糸のように滑らかな髪を片手で搔かき上げ、母に反論した。

「あら、する気が今はなくても、もしかしたらこの中のお嬢様の一人に、貴方の運命の相手がいるかもしれないでしょう？」

　母がにっこりと食えない笑みを向けてくる。豊かなブロンドの髪を綺き麗れいに結い上げ、五十歳になっても抜群のプロポーションと美しさで社交界を賑にぎわすだけあり、とても二十四歳の息子がいるようには見えない。ちなみにクリスは次男なので、兄、ジョージの年齢を考慮すれば、二十六歳の息子がいるようには尚なお更さら見えない。

　そんな母親に似ていると言われているクリスは、ビスクドールのような滑らかな肌に、母譲りの金髪と深い緑色の瞳が美しく映える美丈夫で、男女関係なくもてる。

　パーティでも性別問わず多くの人間から艶めいた誘いが掛かるが、男性からの誘いのほうが多く、そしてそれは大抵断ることになる。男が駄目なのではない。立場の相違だ。

　クリスの容姿からして、クリスを抱きたいと告げる人間からの誘いが多い。しかし、クリス自身は抱く側専門で、しかも好みのタイプでなければまったく食指が動かない。それゆえに、勝手にクリスを抱こうとする男などはもっての外だった。

　───あの男のように。

　急に、不遜な笑みを浮かべた男の顔を思い出し、クリスは眉間に皺しわが寄りそうになるのを堪えた。

　カフェオレ色の肌を持った忌々しい男の顔を速攻で脳裏から追い出し、母の話に集中する。

「ねえ、この方はどう？　海運王のお孫さんなのよ。彼女と結婚すれば、うちのロイズ家の苦手な中東方面でのパイプが少し太くなるの。いい縁談じゃないかしら」

　中東方面と聞いて、またもやあの男の顔が浮かび上がり、眉間に皺を寄せたくなる。

「母さん、私はロイズの傘下には入らないとも前から伝えてありますよね？」

　ロイズ家は代々不動産で大きくなった名門である。それをさらに一九六〇年代頃に、莫ばく大だいな資金を元に異業種企業を多数買収し、コングロマリットの長おさとして成功させ、その後、時代とともに企業形態を変え、現在はロイズコンチェルンとして経済界に大きな影響を与えている一族となっている。

　兄は後継者となるべく、既に祖父や父の下で働いているが、次男であるクリスは、今のところ好き勝手にさせてもらっている。

　現在、クリスは自分のブランドを立ち上げ、宝石商を営んでいる。最初は実家への反発の意味もあったが、元々デザイナーとしての才能の上に商才もあったのか、今は世界中のセレブからも認められているジュエリー・デザイナーとしても名を広め、家からは独立しているつもりでいる。

　つもりでいる、としか言えないのは、家の力が強大ゆえに、祖父や父の気持ち一つで、いつでもクリスの立ち上げた会社が乗っ取られる可能性がなきにしもあらずだからだ。

　どんなに事業を大きくしても、家からは逃げられない。

　だが、そうやって、いつまで経たってもロイズ家の呪縛から逃れられないジレンマに、クリスが抗あらがっていたのは、もうかなり昔の話だ。今はそんな青い時代からは卒業し、家とは上う手まく折り合いをつけている。

　結局、家の力を使えるところは使って、あとは歯向かわないようにしていれば、自分の人生は安泰だということを理解したと言ったほうが早いかもしれない。

　そういうこともあって、実家から要請があったものは、大抵のことは協力するようにしている。しかし、結婚だけは別だ。この若さで家のために結婚しろと言われて、素直に頷うなずけるわけがない。

　クリスは、話は終わったとばかりにソファーから立ち上がろうとした。すると母が、呆あきれた様子で小さく溜息を吐ついた。

「クリス、貴方、女の子にはもてるかもしれないけど、本当は相手の女の子に胸がときめくなんていうシチュエーションに出会ったことないんでしょう？」

「そんなことはありませんよ」

「あら、そうかしら。貴方が夢中になるのは、恋じゃなくて、恋の駆け引き。ゲームのようなところじゃないのかしら？」

　さすが母親だ、と言うべきだろうか。息子のことを見ていないようで、よく見ている。

　クリスが言葉に窮していると、母がまるでチェスでチェックメイトを決めたかのような勝ち誇った笑みを浮かべた。

「クリス、そういうのを恋愛不感症って言うんですよ」

「別に、今はまだ恋よりももっと楽しいことがあるだけですよ」

「そうね、そう言っているうちが花だけど、貴方みたいな人は、早く結婚して子供をつくって、責任を果たしてから遊んでもらわないと、いつまでもふらふらしている、ろくでなしタイプになるわ」

「実の息子に向かって、ろくでなしタイプとは酷ひどいですね、母さん」

　その通りだからクリスは苦笑するしかない。母も歯はに衣きぬ着せぬ言葉でさらに続けてくる。

「事実は事実ですもの。そう言われたくないのなら、この中のお嬢様と婚約なさい」

「嫌ですね。男にだって、少しは恋のロマンを感じてみたいという夢があるんですよ。それに、こんなレストランのメニューを見て注文するように、女性を選ぶなんて失礼じゃないですか？」

　今度こそクリスはソファーから立ち上がった。

「では仕事に遅れますので、これで失礼します」

「なら、この海運王のお孫さん……」

　最後のごり押しとばかりに、母が一枚の身上書を手にとる。しかしクリスもはっきりと断った。

「婚約はしません。セッティングされてもお会いしませんから、恥をかくのはロイズ家になりますよ」

「もう、クリスったら……」

　母が唇を尖とがらせ、文句を言おうとするのを横目で見ながら、足早にリビングから逃げる。これ以上ここにいたら、無理やり婚約を承諾させられそうだ。

　婚約───。

　二十四歳になれば、当然これからもそういう話は出てくるだろう。それはきっとあの男も同じだ。

「ま、あいつ、ハリーファよりは早く結婚してやる」

　クリスは踵きびすを返し、エントランスへと向かった。
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　クリスは大学時代に、既にネットでアンティーク・ジュエリーの販売に携わっていた。次第にその繊細なデザインの魅力に取り付かれ、気付いた時には、自分もデザイン画を描いていた。

　しばらくして、ツテを頼って工房を訪ねたのをきっかけに、自分のデザインしたジュエリーを実際に形にすることができ、クリスは一種の高揚を覚えた。

　今思えば、初めて自分が夢中になれるものを見つけた瞬間だった。

　それからジュエリーに関することすべてが楽しくて、情熱を注いでいるうちに、とうとう自分でブランドを持つほどになってしまっていた。

『ＡアＤダＭマＳス』。ダイヤモンドの語源になるギリシャ語で『侵しえぬ』を意味する言葉を、クリスはそのままブランド名にした。

　そうして自分のブランドを立ち上げて、これでそろそろ熱も冷めるかと思っていたが、そうではなかった。

　儲もうけなど度外視し、どちらかというと趣味と税金対策のつもりで始めた店のはずなのに、いつの間にか戦略を立て、顧客を増やすことにも興味を覚えてしまい、本気で経営をしてしまっていた。

　おかげで、クリスのジュエリーは、世界中のセレブからも人気があるブランドへと成長している。そしてクリスも今なお、情熱を注ぎ続けていた。

　学生時代、大人になっても働かずに遊んで暮らそうと思っていたクリスだが、実際、蓋を開けてみれば、もしかしたら他の人間より働いているのではないかと思えるほど、精力的に経営に乗り出し、デザイナーとしての責務も果たしている。

「まさかの過労死も、あり得るかもしれないな」

「何か仰おつしやいましたか？　クリス様」

　リムジンの後部ドアを開けてくれた高級アパートメント専属のドアマンが、クリスの独り言が聞こえたようで、聞き返してくる。

「いや、なんでもない。ミスター・リーガン」

　クリスは彼にさり気なくチップを渡すと、そのままリムジンに乗り込んだ。するとすぐに運転手が声を掛けてくる。

「クリス様、おはようございます。本日は少し道が混雑しておりますので、お店まで十五分ほどお時間がかかりますが宜よろしいでしょうか？」

「構わない」

　クリスの言葉にリムジンが滑るように発車する。車内のテレビには既にワールドニュースが映っていた。革張りのソファーの上にはタブレットが置かれ、クリスが車内で世界情勢などをチェックできるようになっている。欧米の経済はもちろんのこと、アラブ圏やアジア、アフリカなどの情勢もチェックしているのだ。経済新聞もこのタブレットを使って五誌ほど購読している。

　すべては世界中の顧客との会話の中で、話題に事欠かないようにするためだ。

　セレブを相手に宝石を売っているということは、彼らの事業に対してもある程度の知識が必要である。そのため、毎日こまめにできるだけ多くの情報を入手するのが、クリスの朝一番の仕事でもある。

　タブレットを見つめていると、ふいにテレビの画面から聞きたくない名前が流れてきた。思わず視線を画面に向けてしまう。

『本日のゲストは世界的投資家であり、アルハラーン王国の第六王子でもある、ハリーファ・ビン・サルマーン・アル・バクル殿下にお越しいただきました』

　画面の向こう側に、相変わらずふてぶてしい顔つきをした男が、紹介と共に現れて、中央の椅子に座った。インタビュアーの女性が、男の登場に色めき立っているのが、画面からも伝わってくる。

　ハリーファ・ビン・サルマーン・アル・バクル。クリスのイギリスの寄宿学校時代の同級生であり、そしてクリスを抱いた数少ない男の一人である。

　四ヶ月程前に、モナコのグラン・カジノで再会し、そこで莫ば迦かな賭けをして、抱かれてしまったのだ。

　少年時代はまだしも、成人してから男に抱かれたのは、この男一人だけで、クリスにとっては、今思い出しても表情が歪むほどの忌々しい記憶になっている。

　できれば記憶だけでなく、彼もろとも抹殺したい。そうしないのは、クリスの理性的且つ常識的判断と、相手は絶対暗殺はできないだろうアラブの王子様だからだ。

　クリスは画面に映るハリーファをきつく睨にらみつけた。一方、ハリーファはその男前の顔に、誰をも虜とりこにするような笑みを浮かべ、インタビュアーの質問を受けていた。

『王子の市場の読みは投資家なら誰でも憧れる素晴らしいものです。頃合を見定め、高い精度で未来を予測するのは誰にでもできることではありません。それこそ売り時などのタイミングを見誤ると莫大な損害が出ます。王子は常にそれを回避し、完璧に市場を把握しているように見えるのですが、何かタイミングを摑つかむコツなどあるのでしょうか？』

　ハリーファは先ほどとは違う、少し不敵な様子で双そう眸ぼうを細めた。

『我々は時間情報が脆ぜい弱じやくだということに気付くべきですね』

『それはどういうことでしょうか？』

　インタビュアーが少々食いつき気味で質問する。テレビを観みているクリスはクリスで、ハリーファが自分の投資のテクニックを他人に簡単に教えるわけがないのに……と冷めた気持ちで成り行きを見つめていた。

『簡単に言えば、我々が成し遂げるべき課題に対して、常に必要とする情報が抜け落ちている。特に時間という目に見えないものは、我々のフォーカスから無意識にすぐに外されるという点に留意しておかなければならないということでしょうか』

『時間、ですか……』

『タイミングのミスはランダムではありません。ミスは起こるべくして起こる。ただ己の盲点を突かれただけです。その盲点を埋めることは個々の努力であって運とは関係ない。運が悪い。それは負けた者、情報収集を怠った者の言い訳でしかありません』

『では、やはり情報収集という地道な努力の上に成り立っているわけですね』

『ええ、ただ、世の中はあまりに複雑多岐になっていますから、そこから必要な情報を抽出することが大切です』

　そう言い終えると、ハリーファが彼にはとても似つかわしくない、清すが々すがしい笑みをインタビュアーの女性に向けた。画面に映る彼女が頰ほおを赤らめ、息を吞んだのがわかる。

　フン、結局は煙に巻いたな、ハリーファ……。

　クリスは目を眇すがめた。

　自分の魅力を充分に知っているハリーファは、それを前面に出し、インタビュアーや、カメラの向こう側にいる女性視聴者を誑たぶらかしただけだ。やはり質問の核には触れずに、表面的なことを、さもそれらしく言ったに過ぎない。

『では、ＣＭを挟みまして、王子に今後の投資の見通し、及び、今までの輝かしい経歴について詳しくお話をお伺いしようと思い……ブチッ』

　クリスは思わずテレビのスイッチを切っていた。

「莫迦莫迦しい。今朝は女性をターゲットにした企画だったのか？」

「昨今、こういった番組は視聴率を上げるために、女性を取り込むことに力を入れていらっしゃるとお聞きしますが、これもその一環でございましょうか」

「そうだな、ハリーファを起用するあたり、企画の趣旨が丸わかりだ」

　運転手のコーリンが話し掛けてきたということは、仕事場にもう着くということなのだろう。

　クリスはもう一度ネクタイの歪みを確認すると、スーツのジャケットを羽織った。するとコーリンが再び声を掛けてきた。

「クリス様、到着いたしました」
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　クリスが手がけている宝飾店『ＡＤＭＳ』はニューヨーク五番街から一本入った通りに面している。名だたるブランドの宝庫、五番街通りには、父が持つビルがあり、そこに店を構えればいいとも言われたが、敢あえて辞退した。戦略的に面白くないからだ。

　最初からそんな一等地に店を出しても親の七光りだと思われるだけで、ブランドイメージも損なわれる。それよりも、『のし上がる』みたいな、少しワイルドでハングリーな姿勢を見せ、顧客になってくれた人間に期待させるのも、一種のパフォーマンスだと捉えた。

　扱う物は優雅にそして情熱的に。ノーブルに潜むパッションをコンセプトに、ジュエリーアクセサリーを展開している。

　そう言いながらも一族の力も必要な時は使った。コネを使ってハリウッド女優らに、『ＡＤＭＳ』のアクセサリーをつけて、名のあるパーティに出席してもらったこともある。

　ファッション界に影響を与える女優が身につけたものはすべて話題になる。当時、特に見たこともないブランドであった『ＡＤＭＳ』は、瞬く間に多くのファッション誌に取り上げられるようになった。

　またある時は世界的に有名なアスリートに『ＡＤＭＳ』のアクセサリーをつけてもらった。ハリウッドの女優たちがつけるものとは、またデザインを変え、クールさを前面に打ち出したものだ。

　多くの世代や趣味が多様化した顧客にアピールするために、様々な分野の著名人を広告塔に使い、さりげなく日常のシーンに紛れ込ませ、口コミを狙った。

　セレブ相手には、あからさまな宣伝は興きよう醒ざめされるだけだ。まずは口コミ、裏情報などに敏感な彼らに興味を持たせる宣伝方法に徹した。

　もちろんクリスには自分のジュエリーにそれだけの自信があったからこその戦略だ。

　手間を惜しまず、ＴＰＯに合わせた最高のデザインで自分を引き立たせるジュエリー。主役はあくまでも人間であり続けなければならない。

　その絶妙なバランスを構築させることこそ、クリスの愉しみであり、最も夢中になれる要素が詰まっていた。

『ＡＤＭＳ』はビルの一階を店舗として、二階をオフィスとして借りている。クリスはリムジンを降りると、そのまま裏口から二階へと上がった。

「オーナー、ジェノバの工房から、デザインの確認のメールが入っています」

「ありがとう。ミス・マリーン」

　オフィスに入った途端、秘書からクリスに声が掛かる。自分のデスクのＰＣを立ち上げ、昨日までの受注と工房の工程を確認しながら、ジェノバからのメールもチェックする。

　デザインには妥協しない。しかし工房の職人が要する時間に対しては最大限に譲歩をするのがクリスのスタイルだ。

　職人の意見を聞きながら、できれば自分が工房の傍そばでオフィスを構えたいくらいなのだが、そうなると他のことで便宜性が悪く、ここニューヨークで店を持つことで妥協した。

　工房第一と考えているのもあり、クリスはイタリアとアメリカを頻繁に行き来している。

「オーナー」

「どうした？」

　メールに返信しながら、ちらりと秘書を見上げる。

「あの……お客様です」

「お客様？」

　秘書の言いにくそうな様子から、何となく客が誰なのか予測が付きそうで、クリスはその綺麗な眉を少しばかり歪めた。

「……ハリーファ様がいらっしゃっています」

「ハリーファか……はぁ……」

　思った通りの名前で、思わず溜息が出てしまった。

「客として来ているのか？」

「はい。カフスボタンをお探しで、オーナーに選んでいただきたいと……」

「自分で選べばいいものを……」

　秘書の言葉に、つい愚痴が出てしまった。しかし自分の好き嫌いで客を追い返すわけにはいかない。ここはビジネスだと割り切る。

「仕方ない。特別室にお連れしてくれ。あれでも一応彼は我が店にとっては上客だ。あ、あと、いつも通り飲み物には気をつけてくれないかな。彼は昼間はアルコールを飲まないから」

　ハリーファの国は戒律が厳しくないほうであるが、昼間の飲酒は禁じられている。一応ではあるが。

「ミネラルウォーターで宜しいでしょうか」

「無難な選択だ。それでお願いする」

　クリスの店には、世界で一番高価だと有名なブランドのミネラルウォーターを常備している。それならあの男も何も言うまい。

「かしこまりました」

　秘書が去って行くのを横目で見ながら、クリスは再び小さく溜息を吐いたのだった。







　クリスが特別室に入ると、イタリア製の応接セットのソファーに、優雅に足を組み、どう見てもどこかの王族にしか見えない（実際王族なのだが）、それくらい強いオーラを放つ男、ハリーファが座っていた。

　今日は民族衣装のトーブでなく、仕立てのいい三みつ揃ぞろいのスーツを着ている。そのためか、モデルか俳優のように四肢が長く、全体的にバランスのいい体たい軀くをしているのが、いつもより際立つ。

　その上、夜空に似た深い黒髪に、鷹たかのように鋭い黒の瞳が印象的で、彼から自然と溢れてくる牡おすのフェロモンを感じずにはいられない。

　そういった男の色香の部分があるのと同時に、ふとした表情から、どこか危険な香りを感じさせることもあり、目が離せない魅力があるのは認めざるを得なかった。

　容姿には多少自信があるクリスと並んでも、ハリーファは遜色のない男だ。女性に人気があるのも頷ける。

　それだけでも忌々しいのに、さらにハリーファは、許せないことにクリスよりも体格がいい。

　そのスーツの下には、アラブ特有のミルクコーヒー色の張りのある美しい筋肉が隠れていることを既にクリスは知っている。いや、無理やり知らされた───。

　四ヶ月前、モナコで賭けに負け、抱かれた一夜のことを思い出しそうになり、クリスは慌てて頭を切り替えた。いつまでも引ひき摺ずっているのは、負けを認めたようなものだ。もっと堂々としなければならない。

　クリスはハリーファの前に、わざとふてぶてしく座った。他の上客に対しては絶対にこんな態度はとらないが、ハリーファは別だ。

「今日はカフスボタンを探しに来たと聞いたが？」

　クリスはそれまでの雑念を振り払い、本題に入った。

「そんなもの、お前をここに呼び出すための口実だろう」

　ソファーの背せ凭もたれに大きく凭れかかり、悪びれもせずそんなことを告げてくるハリーファを、クリスは誰もが見み惚とれるほど澄んだ緑の瞳で睨み上げた。

「ハリーファ、君は月に何度、この店へ来るつもりだ？」

　彼の薄い唇が不敵な笑みを刻む。

「お前が私を寝室に入れてくれれば、ここにはもう来ないが？」

「却下だ。どうして君を寝室に入れないといけないんだ。ま、君が私にどうしても抱かれたいというのなら、元同級生として、情けで抱いてやらないでもないが？　私の趣味は華きや奢しやで品のいい男性だが、君で我慢してやる」

「私は華奢ではないが、品のいい男だ」

　どこが、と思わず心の中で突っ込むクリスである。しかし目の前の男は、さも当然といった様子で言葉を続けてきた。

「前にも言っただろう？　クリス、お前は私に抱かれるのが一番似合っている。無理して他の男を抱く必要はない」

　開いた口が塞がらないとはこのことだ。毎度思うが、この男の頭の中は一体どうなっているのか、まったく理解できない。

「無理なんてしていない。それにしても、君には以前から酷い妄想癖があることは知っていたが、そろそろ本気で病院へ行ったほうがいいかもしれないな。いい病院を紹介しようか？」

「お前が二十四時間、看病してくれるのなら、それもいいかもしれないな。二人だけで部屋に篭こもって爛ただれた一日を過ごすのも退廃的でいい」

　いきなりテーブルの上に置いていた手をハリーファに摑み上げられる。驚いて彼を見返せば、彼が鋭い双眸を更に細め、クリスを見つめてくる。

　いつも思うのだが、この男に見据えられると、自分が猛獣の餌にでもなったような気分になる。一瞬でも気を抜くと、喉を嚙かみ切られそうだ。

「そんなに色っぽい目で私を誘うな」

　摑んでいたクリスの手を、ハリーファは自分の口くち許もとに引き寄せ、その甲に口付けてきた。

　獰どう猛もうであった獣が、突然凄すご腕うでのジゴロのような色香を溢れさせ、獲物を陥落させる。そんな様子が目に見えるようだ。きっと多くの男女が彼のこのギャップにまいり、ベッドの上で食われたことであろう。

　クリスも例外ではなく、不覚にも彼の仕草にどきっとしたが、どうにかポーカーフェイスを保ち冷静さを装った。

「誘っていないし。それに、君が入院しても見舞いに行く時間さえ惜しい。ましてや看病など誰がするか」

　とられた手を奪い返し、相手にしていられないとばかりにハリーファから視線を外した。しかしすぐに次の彼の言葉に、クリスは視線を戻さずにはいられなかった。

「クリス、照れなくともいい。私とお前の仲だろう？」

「照れていない。それに君とはいかなる持続的関係も持った覚えはない」

「ふーん。お前は恋人ではない男と寝ても、あんなに感じるのか？　モナコの夜は何度も私に中を擦られて達いったよな」

　思い出したくないことを口にされ、顔が歪みそうになる。

「怪しい玩がん具ぐのせいだ。大体、抱かれることで、私が感じるわけがない」

「なのに、抱かれて感じたわけだ。それは玩具おもちやのせいだけじゃないだろう？　ああ、私のテクニックが凄かったと、褒めているのか？」

　呆れて物が言えない。しかしここで言い返さなければ肯定したと、この超絶前向き男は思うに違いないので、どうにか口を開いた。

「ハリーファ、その自信過剰を少しは治したほうがいいと思うが？」

「お前ももう少し素直になったほうがいいぞ。そのほうが私もお前に愛されている実感が湧く」

「愛していないから、そんなもの湧かさなくてもいい」

　すると、彼がニヤリと笑う。どうやら冗談だったようだ。この男の言うことはどこまでが冗談で、どこからが本気なのかわからない。

　全部冗談だと受け止めていても、後で痛い目に遭いそうで気が抜けない。

　しかしそういう関係は嫌いではなかった。むしろ緊張感のあるゲームのようで、どこかで愉しんでいる自分がいるのも確かだ。

　恋の駆け引きは得意だ。スリリングであればあるほど燃える。

　相手を口説き、ベッドまで連れ込むプロセスを堪能しつつ、余裕のない相手に愛を囁ささやき、とろとろに躰からだを蕩とろけさせ、愉悦の海に溺れさせる。相手の躰の隅々まで征服するのだ。

　プライドの高い男であるほど、組み伏せば征服欲は増す。女性相手では得られない別の高揚感が躰中に染み渡る。

　普段はとても聞けないような甘い声で喘あえがせ、また、ねだることを強制的にさせるシチュエーションに、己の快感が沸き立つのを否めない。自分が牡であることを改めて認識する瞬間だ。

　ハリーファなら、組み伏す相手として申し分ない。しかしいかんせん、宗旨が合わない。ハリーファもクリスも男を抱く側で、二人ともこれだけは絶対譲れない条件だった。

　まったくもったいない話だな───。

　クリスは自分の前に座る不遜な態度を崩さないハリーファに目を向けた。

　なんだかんだと言っても、抱いてみたい男の一人ではある。外見は好みから外れるが、それ以上に駆け引きは愉しそうでモチベーションが上がる。

　きっと簡単には抱かせてくれない。だからこそ彼が動こうとする一歩先を予測して、彼が逃げられないところまで追い込み、そしてその躰の奥まで己の欲望を穿うがってみたい。

　ふてぶてしい男の表情が悔しそうに歪むのを見るのも気持ちがよさそうだ。

『貴方が夢中になるのは、恋じゃなくて、恋の駆け引き。ゲームのようなところじゃないのかしら？』

　今朝言われた母の言葉が脳裏に浮かぶ。確かにそうだ。何としてでもハリーファに勝ちたいと思うのは、ゲームの感覚と一緒だ。

『胸がときめくなんていうシチュエーションに出会ったことないんでしょう？』

　これに対しては反論したい。いくらなんでもそんな木で偶くの坊ぼうみたいな人生を送ってきたつもりはない。ときめきくらいは体験している。

　そう思い至って、ふとクリスは思考を止めた。

　体験している───が、実はいつだったか覚えがないのに気付いたからだ。最近ではないことだけはわかる。

　学生時代だった、か───？

　記憶を辿たどっていくと、クリスがイギリスの寄宿学校へ留学していた時まで遡った。

　そうしているうちに、初めてハリーファに出会った時のことを思い出した。
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　イギリスで最も美しいと言われる春の季節、クリスが留学していた名門寄宿学校に、ちょっとした騒ぎが起こっていた。

　春学期、いきなりハリーファが転入してきたのだ。

「彼、アルハラーン王国の第六王子なんだって。こんな春に転入って、意味ありげだよね」

「何かあったみたいだけど、うちの父さんが、もう早速情報入手していてさ、昨夜電話が掛かってきて、とにかくハリーファ殿下と知り合いになっておけって言ってきたよ」

「これから先のことを考えたら、学生時代に彼と太いパイプを持っておいたほうが何かと都合がいいしね」

　将来家業を継ぐ予定の学生などは、そういう理由もあって、すぐさま季節はずれの転入生、ハリーファに取り入った。瞬く間に彼の周囲はシンパで固められ、学校でもちょっとした一大派閥になっていった。

　金持ちの子息が多い学校でも、ハリーファは王族ならではの独特なオーラを放ち、さらに誰もが魅了されてしまう容貌であるがため、さながらハーレムのように彼の傍には常に綺麗な男子学生が群がっていた。

　一方、クリスもその美貌で、学校には親衛隊ができるほどの人気ぶりだった。やはりクリスを中心として派閥ができており、クリス好みの華奢な男子学生もたくさんいた。

　しかししばらくして、そのクリスを、ハリーファが自分のハーレムに入れたがっているという根も葉もない噂うわさが立つようになった。

　抱かれる趣味はないクリスにとって、それはあり得ない話であったが、それぞれの信奉者がその噂を信じ、段々と派閥同士が険悪なムードになっていった。そして、いつの間にかクリスとハリーファとの間には見えない壁のようなものが出来上がってしまった。

　そのため、クリスはハリーファと直接話をする機会もなく、しばらくそのまま過ごしていた。







　消灯時、午後九時五分。学園内にある聖堂の鐘が鳴り始める。

　初夏である今、消灯時といってもまだ外は明るい。

　クリスは成績優秀な学生にだけ与えられる個室をそっと抜け出した。

　一般の学生は二人部屋なので、消灯後、なかなか抜け出すことが難しいが、クリスは個室ゆえに点呼が終わった後、好き勝手によく抜け出していた。

　先ほどまでぱらぱらと小雨の降っていた空は、既に雲もなく、夕ゆう陽ひのオレンジ色に染まっている。イギリスではよくある天気だ。一日数回は小雨がぱらつき、そして晴れ上がる。

　雨に濡ぬれて染みのようにまだらになっている石畳をクリスは足早に駆けた。

　校内を囲む木々の葉が雨で綺麗になったのか、濃い緑色を発し、本格的な夏の訪れが近いことを教えてくれる。

　雨が降り、少しひんやりとした空気の中、クリスは立ち止まって深呼吸をした。爽やかな緑の香りが鼻を擽くすぐってくる。都会ではあまり感じられないデリケートな香りだ。

　ここ、ロンドン中心部から車で一時間ほど離れた郊外に位置する寄宿学校は、都会からは切り離され、見事といえるほどの田園風景に囲まれているのどかな田舎にある。

　しかし田舎といっても、イギリス有数の学園都市でもあるので、生活に困るというほどではない。

　そこに各国の富裕層の子息が寝食を共にし、規律正しい生活をしていた。ここでの交友関係は成人した後でも続くことが多く、将来のためにこの学校に子供を入れたがる親は多い。

　ほとんどの学生はこの後、オックスフォード、ハーバードなど名だたる大学へと進学していく。クリスもこのままイギリスにとどまり、オックスフォード大学へ進むつもりであった。

　淡い蜜色の石でできた建物を横切り、クリスはまだ夕陽が差し込むカレッジ・ホールに忍び込んだ。

　このカレッジ・ホールの上にある展望台からの眺めが好きで、週に何度かはパソコンを手に通っていた。

　美しい星空の下で星を見つつ、ゆっくりとアンティーク・ジュエリーをネットで物色するのも、クリスの密ひそかな愉しみの一つなのだ。

　クリスはいつも通り、展望台へ続く階段を上り、屋上のドアを開けた。

　途端、目の前を滑らかな白い布がひらひらと舞うのが見えた。

　え───？

　クリスの足が自然と止まる。

　展望台には、そろそろ濃紺に染まりつつあるオレンジの空を背景に、白いアラブの民族衣装、トーブを纏まとった男が立っていた。

「ハ、ハリーファ……」

　驚いて、うっかり声を出してしまう。するとクリスの声に、ハリーファの黒く澄んだ瞳がこちらへと向けられた。

「っ……」

　彼と視線が合った刹那、彼の瞳に吸い込まれそうな錯覚を覚える。同時にぐっと胸を鷲わし摑づかみされたような感覚にも陥った。

　な、なんだ───？

　よくわからない症状に動揺していると、彼が近づいてきた。そして手が届くほどの距離に近づいた時、彼が止まった。

「お前がここによく来ると聞いていた」

　それは待っていた、ということだろうか。

「……私に何か用でもあったのか？」

　こうやって近くで話すのも初めてだ。以前から大きい男だとは思っていたが、クリスが少しだけ目線を上げなくてはならないことから、ハリーファがクリスよりも背が高いことを改めて知る。

「いや、もう帰るところだ。失礼する」

　彼の言葉を聞いて、用があるのかと思っていたが、別にクリスを待っていたのではないようだ。

　クリスの横をハリーファがゆっくりと通り過ぎていく。瞬間、強い風が吹きつけ、ハリーファの白い衣装が、紺に染まりつつある空に音を立てて翻った。

　再び彼と視線が絡み合う。夜の帳とばりのように深い黒色をした彼の瞳が僅かに細められた。

「ここで鷹たか狩がりができないのが、残念だ」

「鷹狩り？　ああ、君の国では鷹狩りはステイタスの一つだったな」

　クリスがそう答えると、ハリーファが面白げに吐息だけで笑ってきた。その様子が気にかかり、クリスは再び彼に声を掛けた。

「ハリーファ？」

「美しい獲物が目の前にいても狩れないのだからな」

「え……」
















　ハリーファはそのままクリスに背を向けると、振り返ることなく、展望台から去っていった。

　美しい獲物───？

　自分のことだろうか？

　クリスの拳にグッと力が入る。

「失礼な男だ」

　きっと莫迦にされたのだろう。お前など取るに足らない、狩ろうと思えば簡単に狩れると言われたような気がした。

　対立している派閥同士、たぶんハリーファ自身もクリス同様、うんざりしているに違いない。だから、こちらに仕掛けてくるなと牽けん制せいされたのだ。

「こっちこそ、迷惑被っているんだからな！」

　クリスはもうハリーファの姿が見えないにもかかわらず、彼に対して文句を口にしたのだった。

　まだこの時は、本当に自分の躰が彼に狙われているなどと、クリスはまったく気付いていなかった。
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　ノックの音で、クリスは昔の記憶から我に返った。

「飲み物とカフスボタンをお持ちしました」

　スタッフが特別室に入ってくる。カフスボタンは、ここに来る前にハリーファに似合いそうなものをクリス自らが幾つか選び、持ってくるように指示してあったものだ。

　何気なくハリーファに視線を向けると、相変わらず人の悪い笑みを浮かべている。

　どれくらい私はぼうっとしていたんだろう……。

　ほんの数秒だったかもしれないが、ハリーファに隙を見せてしまったことが悔やまれる。バツの悪い思いをしていると、目の前にミネラルウォーターと一緒にカフスボタンが入った美しい装飾のジュエリーボックスが並べられる。

　すべてをセッティングし終わると、スタッフはクリスとハリーファを残して、部屋から出て行った。

　基本、ハリーファが客の場合はクリスが対応し、他のスタッフは部屋に入らないのが暗黙の了解になっている。

　クリスにとっては、はた迷惑な話だが、上客であるハリーファの要望をまったく無視するわけにもいかず、ある程度条件を吞んで、こういう形になった。

　最初はハリーファのホテルまでクリスが一人で出向くことを条件に入れられたが、さすがにそれは下心が見えすぎなので却下した結果だ。

　スタッフが姿を消すと、ハリーファがソファーから立ち上がり、クリスの隣に座りなおしてきた。膝に手を置いてきたので、軽く彼の手の甲を叩たたいて、膝から下ろさせる。

　クリスはじろりと横目で睨むが、彼は何もなかったかのように涼しい顔をしている。そしてテーブルの上に置かれたジュエリーボックスを顎で開けろと指示してきた。

　どこの王子様だ、と悪態を吐こうと思ったが、ハリーファは正真正銘の王子様なので、ぐっと言葉を吞み込む。

　クリスは白い手袋を嵌はめ、丁寧にジュエリーボックスの蓋を開けた。

　このボックスも十七世紀、フランスの貴族が実際使っていたもので、アンティーク好きのクリスが探して手に入れたものだ。この中に、ハリーファに選んでもらおうと、クリスがデザインしたカフスボタンが並べられていた。

　どれも少し派手なものだが、ハリーファほどゴージャスな男ならこれくらいつけても、いや、これくらいつけていなければ、彼を引き立たせることはできないだろう。

　デザインには自信がある。クリスはどうだ、とばかりにハリーファに見せた。彼の目が少しだけ眇められる。

「クリス、これらはお前が私に選んだのか？」

「ああ、君に一番似合いそうもないのを持ってきてやった」

　もちろん冗談だ。クリスは『ＡＤＭＳ』のオーナー兼デザイナーだ。相手がどんなにいけ好かない男でも、その男に似合うだろうと思うものしか勧めない。

「フン、どれもまあまあだな」

　文句を言わないということは、気に入ったということだ。この男の口から『まあまあ』という言葉が引き出せたことに、クリスは満足感を覚えた。

　それに、いつもは民族衣装を着ていることが多いハリーファが、今日はスーツで現れた。先ほどカフスボタンは口実だと言っていたが、彼のこの服装から考えれば、買う気はあることがわかる。

　クリスが幾つか選よりすぐったカフスボタンのうちから、さらにハリーファにより似合うと思われるものを選んでいると、ハリーファがいきなり話題を変えてきた。

「ああ、そうだ。お前が来年の三月に開く『ジューン・ブライド』向けのコレクションあったよな？」

「ああ、『ＡＤＭＳ』春コレのことか？」

　クリスは年に二回、三月と九月に『ＡＤＭＳ』ジュエリー・コレクションと称して、顧客向けにパーティを開催している。

　そのときに、特別限定品として、普段発表しているデザインとは別に、春、三月には、ジューン・ブライドのイメージから恋人同士向けのものを、秋の九月は、クリスマスをテーマに華やかなものを発表している。

　毎回、限定物で三セットずつしか販売しないため、かなりの人気商品で、どれもほぼ即日完売となる。

「それがどうした？」

　何となくいい予感がせず、クリスはカフスボタンから顔を上げ、ハリーファに視線を向けた。彼の瞳とかち合う。その瞳は何か企たくらんでいるような色を帯びていた。こういう顔のときのハリーファはろくでもないことを考えている。

　クリスは気を引き締め、彼の言葉を待った。ハリーファの唇の端が僅かに持ち上がる。

「お前が起用しようとしていたモデル、ジェインだったか？　あれ、オートクチュールのモデルに推薦しておいたから、たぶん交渉しても無駄だぞ。一年間専属らしいからな」

「なっ!?」

　クリスは思わず大きな声を上げてしまった。いい予感はしていなかったが、そこを突いてくるとは思ってもいなかった。

「ハリーファ！　君は何を理由に私の仕事の邪魔をしようとしているんだっ？　ジェインは、私がずっと狙っていたモデルなんだぞ！　それをわかっていて、横よこ槍やりを入れようとしているのか？」

「ああ、わかっている。だからこそ、邪魔をしたに決まっている」

　威張って答えてくる彼に摑みかかりたくなるのを、理性を総動員して押し留とどめる。

「どうしてっ」

「あの男はお前の尻を狙っている」

「はあっ!?」

　一瞬呆あつ気けにとられる。しかし、じわりじわりとこの男の莫迦さ加減に腹が立ってきた。

　信じられない───！

「私が男に抱かれるというのか！　あり得ない」

「私には抱かれたではないか。四ヶ月前だったか？」

　またもや思い出したくないことを言われ、クリスの端整な顔が歪みそうになる。

　しかし、あの時のことをまだ引き摺っているとは思われたくなくて平然と返した。

「煩うるさいな。大体、あれは賭けで負けて、仕方なく抱かれてやったんだ。むしろ逃げることなく、堂々と君を受け止めてやった私の度量の広さを褒め称たたえるべきだ」

「ああ、その通りだな。褒め称えよう。本当に素晴らしい夜だった。あんなに具合のいい名器はないな。私が挿いれると、お前の中が絡みつくように……」

　え？

「……ぎゅうぎゅうと搾り取ろうとして、蠢うごめくんだ。どこを触っても官能的に腰を動かして私を……」

　なっ……。

「……貪りつくす。普段の澄ましたお前からではとても想像もつかない貪欲な姿は、卑ひ猥わいさを通り越して芸術……」

　待てっ！

「……だな。それに奥を突くたびに、お前がもっと激しく突いてとか言ってくるから、かなり燃えた夜だった。お前との相性は最高によかったし、濡れ具合も……」

「待てっ、もう褒めなくていい！　それ以上、口を開くな」

　やっとの思いで震える喉から声を絞り出す。しかしハリーファの言葉は止まらなかった。

「……まさにお前は私のベターハーフ……」

「誰がベターハーフだっ！」

「お前のことだ」

　真面目な顔をしてきっぱりと答えられ、一瞬返す言葉を見失う。

「……ハリーファ、私は君のその厚顔無恥さを見習うべきなのか？」

「厚顔無恥などではないぞ。私はデリケートな男だ」

　どこまで冗談で言っているのかわからないが、突っ込まずにはいられない。

「英語の発音、または意味の解釈が間違っているぞ。デリケートは少なくとも君を修飾する言葉ではない」

　クリスの言葉に、ハリーファがムッと口を歪ませる。しかしクリスはさらに続けた。

「それに、どうして私が尻を狙われなければならないんだ」

　確かにモデルのジェインとは、まだベッドを共にしていないが、恋のゲームを始めたばかりだ。それを思うと、ハリーファの勘はかなり鋭い。

　しかし、どちらがどの役目かは、まだはっきりさせていないし、クリスとしてはタチ役を譲る気は毛頭ない。もしジェインがクリスを抱こうとしてくるのなら、そこでゲームはジ・エンドにする。

「そんな締まった尻をタキシードの下に隠して、飢えた男の前を歩くお前が無防備すぎるからだ」

　眩め暈まいがしそうだ。

「そんなこと思うのは君だけだ。悪いが、私は高等科から君に抱かれるまで、一度たりとも男に抱かれたことはないからな」

「中等科時代は抱かれたってことか」

「そこは突っ込むな。誰だって教えを乞う時期があるだろう？」

　するとハリーファが『私はなかったがな』と口にし、フンと自慢げに笑った。

「ま、それは許してやろう。中等科なら逃げられないときもあっただろうからな。そこを責めるほど私も狭量ではないつもりだ」

「どうして君に許されなければならないのか、意味がわからないぞ」

「しかし、お前がそう言うたびに、男は私だけだと、さりげなく貞操を誓ってくれているように聞こえるぞ？　意外とお前は貞淑なんだな」

　からかわれているのはわかっているが、クリスをわざわざ挑発するような言葉ばかりを選んで話してくることが癪しやくに障る。

「誰が誰に貞操を誓っているだと？　寝言は寝てから言ってもらえないか」

「じゃあ、今から一緒に寝るか？」

　ああ言えばこう言うだ。この男の口はクリスよりも達者だ。同じオックスフォード大学にも通ったが、確かハリーファは大学の弁論大会でも優勝していた覚えがある。

「冗談を言いに来たのなら、帰ってもらうぞ。こっちだって忙しいんだ」

　早々に白旗を上げて、話を本題に戻す。このまま続けていたら、きっとセクハラ発言の嵐だ。

「まったく、お前は軽い挨拶をする時間もないのか？　世界中に、一分でも私と話がしたいという人間がたくさんいるというのにな」

　そう言いながらハリーファがクリスの肩に凭もたれかかってくる。同時に微かすかにムスク系の香りがクリスの鼻を掠かすめた。不覚にも一瞬だけ、官能的な刺激を覚える。

　このタラシがっ！

　自分のことは棚に上げ、クリスはハリーファを心の中で罵倒しながら、冷たくあしらった。

「……お喋しやべりがしたいなら、そういう人間と話せばいいだろう？　私は忙しい」

　邪険にハリーファの肩を押し返すが、今度は腰を抱き寄せられ、耳元で囁かれる。

「確かに。だが、私はお喋りがしたいんじゃない。お前だから話がしたいだけだ」

　熱を秘めた瞳で訴えられても、ハリーファがクリスを抱く気でいる限り、応える気はない。冷ややかな目で見つめていると、ハリーファが小さく溜息を吐いた。

「……仕方ない。本題に入ろう」

「早く入ってくれ」

　クリスが腰に回された手を軽く押し退のけると、今度は簡単に離れた。ハリーファはそのままソファーにふんぞり返る。

「クリス、お前、結婚の話が持ち上がっているそうじゃないか？」

　ハリーファの問いかけに、クリスの口端がぴくりと動く。

「……そ、それが本題なのか？」

　本題というにはあまりにもくだらない内容に呆れ返る、が───。

「ああ、大事な話だ」

　至極真面目に頷かれ、クリスもそれ以上はハリーファを茶化すことができなくなってしまった。仕方なくソファーに座りなおして、ハリーファの話に付き合った。

「まったく……もうお前の耳に入ったのか。私自身、今朝、母に言われたばかりだぞ」

　ハリーファの情報網の凄さに舌を巻く。

「お前の母親が少し前から動いていたからな」

　ハリーファがテーブルの上にあったグラスを手にとった。ワイルドな見かけとは反対に優雅な仕草でグラスを傾ける。

「で、クリス。まさか結婚する前提で誰かと付き合うことになってないだろうな」

　なってない。と即答したいところだが、なんともハリーファの言い方が気に食わないので、つい、反抗的な物言いになってしまった。

「君の許しがなければ私は結婚してはいけないように聞こえるが？」

「お前はまさか、私の許しがいらないとでも思っているのか？」

　許可をとるのが当然のように即答され、クリスは一瞬、自分がおかしいのかと思ったが、すぐに首を軽く横に振り、我に返った。

　いらないに決まっているだろ───！

　自慢のポーカーフェイスもハリーファを前にしては総崩れだ。クリスは心の内で『冷静になれ』と唱えつつ、隣に座るハリーファに向き直った。

「どうして君の許しがいるんだ」

「恋人の浮気は、それなりに寛大に接するが、結婚は絶対許さない」

　ただでさえ鋭いハリーファの双眸がさらに細められる。しかしこれで怯ひるんでいては、クリスの立場は益ます々ます悪くなるばかりだ。ここはしっかりと反論しなければならない。

　ハリーファの冗談を適当に流していると、彼にとって都合のいいことは本気だと思っていたなどと嘯うそぶき、物事を強引に進めてしまう狡ずるい男だ。クリスも何度も痛い目に遭っている。

　しかもその強引さを貫けるだけの力も持っているので、厄介なことこの上ない。

　クリスも名家の出身であるが、ハリーファは自身も名だたる投資家であり、さらに一国の王子、しかも合衆国政府が親睦を深めている石油産出国の王族なのだ。とてもクリスがどうにかできるレベルではない。

「ハリーファ、前にも言ったと思うが、君とは恋人でもないし、浮気は寛大に接すると言いながら、いや、恋人でないのだから浮気でもなんでもないが……」

　一語一句気をつけて発言しなければ、また揚げ足をとられて、莫迦なことを言われかねない。クリスは慎重に言葉を続けた。

「……私が一度ベッドを共にした人間は、君が必ず手を回し、二度と寝ることはできないようにしている。一体、これのどこが寛大なんだ？」

「一国の王子である私の恋人を寝取るというのは死刑に値するところを、注意するだけで見逃してやっている」

「何度も言っているが、私と君は恋人ではない」

「男に抱かれないはずのお前が、私にだけその躰を許したのだ。それともお前は恋人でもない男に、抱かれてもいい男だったのか？　実は抱かれるのも好きだ、なんて言うんじゃないだろうな」

　抱く、抱かれるの話で迫られると論破されそうな予感がひしひしとしてくる。クリスは先手を打つがごとく反論した。

「ハリーファ、いいか、私と君はイギリスの寄宿学校で一緒だったが、ほとんど話をしたこともないし、大学も一緒だったがあまり接点がなかった。それを四ヶ月前に偶然モナコで出会って、莫迦な賭けをして、負けて私が抱かれただけだ。私と君の関係はそれだけだ。それ以外、何もない」

　どうだ、これで理解したか！　と強気で言い返すが、ハリーファは優しげにクリスを見つめてきた。

「四ヶ月前は偶然ではない。お前がいると知っていたからモナコへ行き、バカラで賭けを申し出た」

「なんだって？」

　初めて聞く話だ。しかし、それはあの出会いは、最初から仕組まれていたという事実にも繫つながる。

「言っただろう？　お前にずっと恋焦がれていたと」

　確かにモナコの夜でそんなことを言っていた。そのことを思い出し、クリスの胸が僅かにざわめく。

　本来なら恋の駆け引きをするのには最高の相手だ。ハリーファならクリスを退屈させることなく、ウィットに富んだ会話で愉しませてくれるだろう。

　しかし、いかんせん、二人とも男を抱く側の人間、タチだ。相あい容いれぬ関係である。

「私に君が恋焦がれるのは勝手だが、このままでは世界中から私と寝る相手がいなくなりそうな勢いなんだぞ。まったく迷惑だ」

「私とセックスすれば、すべて解決だ。他の男などいるまい？」

　ハリーファの綺麗に爪を整えた指先が、クリスの顎を持ち上げてくる。クリスはされるがままになりながらも、嫌いやみったらしくにっこりと笑ってやった。

「君は一体、どれだけ自信過剰なんだ？　君一人で私を満足させられるというのか？　ああ、確かに君を抱かせてくれるのなら、多少は興が乗るかもしれないがな。私に抱かれてみるか？」

　挑発してやるも、相手もなかなかの食わせもので、嫌な顔一つしない。彼に一矢も報えないのかと思うと、さすがにクリスも少し不機嫌になってくる。

「クリス、往生際が悪いな。まだそんなことを言っているのか？　お前を真に満足させることができるのは私だけだ。そして男に抱かれて快感に濡れるお前を知っているのも私だけだ」

　彼の顔が近づいてきたかと思うと、逃げる間もなく唇を塞がれる。歯列を縫って熱く熟れたハリーファの舌がクリスの口内に滑り込んでくる。そして強引にクリスの舌を搦からめとると、巧みに愛あい撫ぶし出す。

「っ……」

　声にならない濡れた吐息が唇の隙間から漏れ落ちる。その吐息さえ惜しいとばかりに、ハリーファは更に口付けを深くした。クリスは必死でハリーファの舌から逃げようと舌を動かすも、すぐに捕まり、きつく吸われる。

　次第にハリーファのスーツを摑んでいたクリスの手から力が抜けてくる。それと同時に頭の芯が快感によってぼぉっとしてきた。

　まずい───。

　このままでは、ハリーファに感じていることを知られてしまう。

　しかし逃げたくとも顎を摑まれ、顔を動かすことさえ難しい。どうしたらいいのか考えている内にも、何度も何度も唇を啄ついばまれ、段々と躰の芯に痺しびれるような感覚が生まれてくる。

　彼の顎を摑む手の力が少しでも緩むたびに、何度もキスから逃れようとしたが、情熱的に追いかけられ貪られる。

「んあっ……」

　唇の端から伝い落ちる唾液をハリーファが舌先で舐なめとる。途端、ぞくぞくとした淫いん猥わいな痺れがクリスの背中を駆け上る。

　このままではハリーファに感じていることを知られるのも時間の問題だ。
















　くそ───！

「つっ！」

　いきなりハリーファがクリスの拘束を緩めた。原因はクリスに思い切り足を踏まれたからだ。

「クリス、お前、この仕打ちはないだろう」

「男根を握り潰されなかっただけでも感謝しろ。私の唇は、何でも大安売りの君の取り巻きたちとは違うんだからな」

「ほぉ……嫉妬をしてくれるのか？　安心しろ、あれらとは何も関係がない」

　まるで浮気を弁解する亭主のようだ。そしてそんな状況下に置かれてしまっている自分も腹立たしい。

　クリスは白い手袋をした手の甲で唇を拭うと、胸の内で数字を数え、気持ちを落ち着かせた。

「ハリーファ、カフスボタンだが、こいつとこいつにしておけ」

　悔し紛れにハリーファにこの中で一番高いカフスボタンを売りつけて、ささやかな嫌がらせをしてやろうと思った。だが───。

「二つだけでいいのか？　ここに並べてあるもの全部貰もらっておくが？」

　この男の資産の前では、ほんの僅かな嫌がらせもできないようだ。クリスは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに接することで怒りを抑えた。

「ハリーファ様、お買い上げありがとうございます。お時間をとらせて申し訳ありませんでした。昼過ぎにはホテルのほうへ届けさせますので、どうぞ、とっとと……いえ、もうお帰りになってください」

　クリスはハリーファを無視してそう告げると、手元のインターフォンを押して、スタッフに告げる。

「ハリーファ様がお帰りになる。車をエントランスへ」

「お前、私を追い出すのか？」

　ハリーファがムッとした表情で訴えてくる。やっとこの男を不愉快にさせたことで、クリスの溜りゆう飲いんも下がった。

「君が忙しいのを知っているから、時間短縮に協力したまでだ。支払いは小切手かカード、どちらでもいいが、品物を届けに行った時にスタッフに支払いをしてくれ」

「クリス、覚えていろよ」

　ハリーファが仕方なさげにソファーから立ち上がる。クリスも一緒に立ち上がって、ドアへと促した。

「この朝の忙しい時に、君の相手をしてやったんだ。感謝されこそすれ、そんな言われようをされる覚えはないが？」

　するとそれまで不機嫌な表情を浮かべていたハリーファが、いきなりニヤリと笑った。

「ま、いい。お前が先ほどのキスに感じていたことは知っているからな」

「っ！」

　瞬時にクリスの躰に熱が回る。顔が赤くなる前に、この忌々しい男を追い出すしかない。

「……早く帰れ」

　どうにか声を荒らげずに言えただけでも奇跡だ。この男の前では取り乱したくはない。

「また来る、ハニー」

「信頼のある顧客限定で、ネットでの注文も受け付けている。今度から通販を利用してくれ」

「ネットで注文したら、お前とキスできないだろう」

「できなくていい」

「あんなに感じていたくせに、今さらだぞ」

「感じていない。自意識過剰男め、さっさと帰れ」

　クリスの言葉にハリーファは軽く手を上げると、ドアの向こう側へと消えていった。

「はあ……っ」

　この恋人同士のようなじゃれ付きは一体何なんだ───。

　頭を抱えたくなる。

　ハリーファの姿が見えなくなってから、どっと疲れがクリスに押し寄せたのだった。
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　その夜、上院議員のパーティがニューヨークの老舗ホテルのボールルームを貸し切って開かれた。

　クリスはホストに挨拶を済ませると、顔見知りのゲストに呼ばれ、その輪に加わった。

　このホテルのボールルームは、何度来てもその絢けん爛らん豪ごう華かさに目を奪われる。

　まるで中世ヨーロッパの王侯貴族の館のようにきらびやかで、アンティーク調の調度品が、さりげなく置かれているのもクリスが心惹ひかれる理由の一つだ。

　大理石の柱を見上げれば、天井には見事なレリーフが施され、美しいフレスコ画が描かれているのが目に入る。

　天上から吊つり下げられた瀟しよう洒しやなシャンデリアとサイドを飾る燭しよく台だいは、優雅さを醸し出し品がいい。

　ボールルーム全体が、細部にいたるまで凝った造りになっていた。

　美しい空間で、大勢の招待客が料理や会話を楽しんでいる。ところどころに配置されたテーブルには今夜のホスト役である上院議員のシンボルカラー、イエローのテーブルクロスが掛けられ、少しだけ政治色の強いパーティとなっていた。

　クリスは、今夜ここに来ることに対して、本当は気が乗らなかったのだが、父絡みの付き合いのため、断れなかったのだ。

　来たくなかった原因は彼だ。

　クリスの視線の先には、大勢の人に囲まれ、談笑しているハリーファがいた。

　彼がニューヨークに滞在しているのなら、このパーティに招待されないわけがない。クリスはそのことに気付いてから、ずっと気乗りがしなかったのだ。

　今朝、ハリーファとは店で会ったばかりだ。一日に二度も会うとは、厄日としか言いようがない。

　クリスは眉間に皺が寄りそうになるのを、どうにか手で押さえて誤ご魔ま化かした。

　するとクリスを呼ぶ声がした。ハリーファの声だ。しかしあまりにハリーファのことを嫌だと思っていたせいで、幻聴が聞こえているのかもしれないと、あり得ないことを思いつつ無視をした。振り向く気になれない。

「クリス、お前のカフスボタン、気に入ったらしいぞ」

　とうとう肩を叩かれ、直接声を掛けられてしまった。ハリーファ一人なら、それでも無視を続けられたが、彼の取り巻きも一緒にやってきてしまったので、クリスも営業スマイルを浮かべざるを得なかった。

「ああ、ハリーファ、来ていたのか」

　わざとらしく返事をする。

「殿下のこのカフスボタンが素敵だと話していたら、デザイナーの方を紹介してくださるって仰るから、ついお邪魔してしまいました」

　ハリーファの取り巻きの一人の可愛かわいらしい女性が、クリスに笑顔で話しかけてきた。

　女性の話に、クリスがハリーファのカフスボタンに目を遣やると、彼の袖口にはクリスが一番彼に似合うだろうと思っていたものが付けられていた。と、言っても最後は一番高いものを売りつけようとしていたので、このカフスボタンは勧めなかったのだが。

　ハリーファがしていたのは、クリスがビザンティン様式で建てられた見事な遺跡を見ていた時にデザインが閃ひらめいた、少しアンティーク・ジュエリーっぽくしたカフスボタンだ。タイトルは『黄金の眠れる獅し子し』。

　透かし彫りをした四角いゴールドの台座の真ん中に、大きな翡ひ翠すいを一つ埋めている。翡翠を嵌め込んでいる台座の周りには、ゴールドで獅子の鬣たてがみを模して彫金し、全体的に翡翠の顔をした獅子に見えるようにデザインした。

　腕の立つ職人の手によるもので、細工が繊細ゆえに扱いに注意しなければならないのが少々の欠点ではあるが、逆に自分の愛情を注いでいる作品を雑に扱っては欲しくないので、そのままにしている。

　クリスは女性と挨拶を交わした後、渋々ハリーファと一緒にいるはめになってしまった。逃げたいが、店やアクセサリーのことを聞かれているので、逃げるわけにもいかない。

「同じようなもので、女性のアクセサリーはないのかしら？」

「ありますよ。ピアスになりますが、女性のお客様用にもう少し華奢で華やかなデザインにしてあります。ですが、充分にペアとしてお使いになれます」

「わ、今度、お店へ見に行ってもいいかしら」

「ええ、ぜひ。他にもお似合いになるものが、たくさんあるかと思いますので、いらしてください」

「おい」

　笑顔でクリスが応えていると、横から不機嫌な声が割り込んできた。ハリーファだ。

「これは私一人のものではないのか？」

「数は多くありませんが、一点物ではありませんね。もし一点物をご希望でしたら、オーダーメイドをご依頼していただければ、お作りしますよ」

　あからさまな営業スマイルで、にっこりと笑いかけてやる。するとハリーファが突然、変な顔をして、クリスの二の腕を摑んで引っ張った。

「え？」

　意味がわからず、されるがままになっていると、ハリーファが自分の取り巻きたちに振り返った。

「失礼、私は彼と少し商談をしたいので、しばらく二人にしていただけないだろうか」

　はっきりとそう言われては、ハリーファから何としてでも離れまいとしている輩やからたちも離れざるを得ない。皆、一様にお互いに顔を見合わせて作り笑いを浮かべた。

「あ……そうですね。じゃあ、私たちはあちらに……」

「では、また後で、話の続きをいたしましょう」

　ハリーファは軽く片手を上げて、彼らを追い払うと、クリスの腕を摑んだまま、ボールホールからウェイティングバーがあるロビーへと出た。そして勝手にスタッフを呼ぶと、ロビーの一角に席を作らせ、二人だけで話せる場所を確保してしまった。さらにハリーファのボディガードがそこに四人ほど立てば、もう誰にも近づけない空間が簡単に出来上がってしまう。

「ハリーファ、こんな所に連れてきて、どういうことだ？　君もまだ挨拶をしなければならない相手がいるだろう？」

「ないな。必要だと思われる相手には、既に挨拶を済ませている。お前も、大体済ませているのだろう？」

　その通りだが、それでは癪なので、とりあえず抗議だけはしておく。

「だが、新しい顧客を摑めるチャンスが転がっているかもしれないだろう？」

　そう言うと、ハリーファは先ほどホールで見せた変な顔を、またした。

「……それが気に食わん」

「え？」

「お前がデザインしたジュエリーを、他の奴やつがつけるのが気に食わん」

　ハリーファが開き直ったようにはっきりと告げてきた。あまりにも莫迦らしい話に呆れる。

「はっ……まったく、君は何を言っているんだ？　そもそも私の事業は宝石商だぞ」

「ああ、わかっている。だから、あからさまに邪魔をしたりはしてないだろう？」

「されて堪たまるか。それに当たり前のことを威張って言うな」

　むっとして言うと、ハリーファはそんなクリスを愉しそうに見つめてきた。完全に遊ばれているのがわかり、きつく睨みつけてやる。

　大抵の人間はこれで退治できるのだが、このあつかましい男は、こんな睨みではまったく効力はないようだ。ますます愉しそうに目を細めた。

　サドだ。きっとクリスを不快にさせることに悦よろこびを覚えているに違いない。

「だから寛大な私は、敢えて、クリス、お前に仕事を与えてやろうと思う」

「上から目線はやめてくれないか」

　いい加減、相手にしたくなくなってくる。クリスは視線をハリーファから外し、ロビーのウェイティングバーに控えていたスタッフを呼んで、グラスワインを注文した。ハリーファもちゃっかり注文する。

「ネックレスをオーダーしたい」

「ネックレス？」

　誰に贈るのか知らないが、興味がないので聞き流す。ちょうどワインも運ばれてきたので、それに早速口をつけた。

　そんな失礼な態度をとっても、彼は一向に怒る様子もなく、鷹おう揚ような態度で話を続けた。

「金額の上限はなしで、お前が好きなようにデザインして作ってくれればいい」

「え……」

　思わず、ハリーファのほうに振り返ってしまった。彼が人の悪い笑みを浮かべるのを目に入れてしまう。

　くっ、やられた……。

　クリスが金額や条件に囚とらわれずに、自分の好みを前面に出したジュエリーアクセサリーをたくさん作りたいと常々言っているのをどこかで聞いたのだろう。

「今から注文して、五月のローランギャロスのテニス全仏オープンに間に合うか？」

「三月に、うちのコレクションがあるから、それが終わってからの作業になる。簡単なものなら大丈夫だが？」

「じゃあ六月にイギリスでウィンブルドンがあるだろう？　それには間に合うか？」

「確か全仏が終わって、一週間ちょっとくらいでウィンブルドンは始まるだろう？　あまり変わらないじゃないか」

「決勝戦後の祝賀会に間に合えばいい。それなら一ヶ月くらい延びるだろう？」

「祝賀会？」

「私がスポンサーになっている女性プレイヤーが優勝したら、その祝賀会の主役になる。祝いでその時につけるネックレスをプレゼントしたいんだ」

「なるほど。だが、少し失礼なことを言わせてもらうが……もしその女性がウィンブルドンで優勝できなかったらどうするんだ？　オーダーメイドだからキャンセルは困るぞ」

「次に頑張ってもらうために、プレゼントするさ」

　どちらにしても贈るということだ。クリスとしては自分の作品が無駄にならないことに越したことはないが、何となくどこか面白くない思いも混在する。

　自分を口説いている人間が、他の人間にも甘い顔をすることに慣れていないからだろうか。

　今まで言い寄ってきた男女は、クリス一筋に思いを伝えてきてくれていた。確かに中には、こっそり他の人間に声を掛けている輩もいたかもしれない。だが、クリスの前で、他の相手に甘い顔をするところを見せられたことはなかった。

　だから、きっと面白くない思いがするんだよな……。

　クリスは自分のよくわからない心の動きに、理由をつけて納得した。

「どうした？　クリス」

「いや、しかし、どうしてそんな大切なことを今朝、店で言わなかったんだ？　店だったら、宝石のサンプルなどを見せることもできたのに。それにあまり時間もない。それなりに凝ったものにするのなら、もうギリギリ、もしくは期日が足りないくらいだ。もっと早く言え」

「それをお前が言うか？　ネックレスの話をする前に、私はお前に追い出されたぞ？」

　彼の片眉だけが器用に跳ね上がる。この何ともいえない『責められ感』に、クリスは反撃した。

「君が本題をさっさと言わないからだ。私の結婚話がどうとか、くだらないことを喋っているから、追い出しただけだ」

「本題は言ったぞ。いいか、お前の結婚話が本題だったんだ。カフスボタンは欲しかったから最初に用意してもらった。だが、ネックレスの注文などついでに決まっているだろう」

「逆だ。ネックレスが本題だろう」

「フン、価値観の違いだな」

　正面に座るハリーファが傲然たる態度でワインを飲みながら、自分の主張を貫き通す。しかしクリスも負けてはいなかった。

「価値観とかの問題ではない。一般論だ」

　くだらないことで言い合って睨み合う。するとハリーファがまたしても、クリスの気に障ることを口にした。

「ああ、もしかして期日が短いから、遠まわしにデザインする自信がないと言っているのか？　短期間では素晴らしいデザインは思い浮かばないのか？　『ＡアＤダＭマＳス』の主任デザイナーでもあるお前に『自信がない』と断られるとは、思ってもみなかったな。残念だ。他をあたるしかないようだな」

「な……」

　普段はクールでそつない男であるクリスも、ハリーファのレベルの低い争いに引き摺られる。この男、クリスのプライドを微妙に傷つけ、怒らせることにおいては、たぶん世界一上手い。

「ハリーファ、君は失礼な男だな。誰も自信がないなどと言っていない。もう少し早くオーダーしろと言っているだけだ」

「なら、作るのか？」

「努力はする」

「だが、そういって、彼女が気に入る最高の出来じゃなかったら、私が恥をかく」

　大いに恥をかけばいいものを───。

　とは、思いつつも、クリス自身の作品の出来で彼に恥をかかせるわけにはいかない。

「世間に恥ずかしいような作品を私が作るとでも思うのか？　失礼な話だ。私がやると言ったからには、相手が気に入る最高の出来のものを仕上げるに決まっている」

「じゃあ、賭けをしようじゃないか」

「賭け？」

　また嫌な予感がする。この男との『賭け』には悪い思い出しかない。

「お前が作った最高のネックレス、彼女が気に入るような出来じゃなかったら、クリス、お前を抱かせろ」

「はあ!?」

「当たり前だ。私は世界中の人々の前で恥をかかせられるんだ。それくらいのリスクはお前にも背負ってもらわなければ困る」

「悪いがもうその手にはのらない。君には散々煮え湯を飲まされたからな」

「煮え湯と言っても、甘い蜜の味がしただろう？　つっ！」

　ローテーブルの下でハリーファの脛を蹴ってやる。

「ハニー、お手柔らかに頼むよ」

「私は君のハニーではない。それにそんな賭けはしない」

「ふーん」

　ハリーファが意味ありげに長い相あい槌づちを打つ。

「やはり、自信がないのだな。逃げ腰なのがいい証拠だ」

「自信ならある」

「そうか？　じゃあ、絶対、相手が気に入るものを作れるという自信があれば、こんな賭けなど、お前にとっては意味ないだろう？」

　ウィンク一つで告げてくる男をクリスは一いち瞥べつした。

　本当に嫌な男だ。

　つくづくそう思う。それに、こんな莫迦な賭けに二度と乗ってはならないと肝に銘じている。

　しかし───。

　しかし、今回の賭けの対象はクリスがプライドを懸けて手がけているジュエリーだ。前回のような運を天に任すバカラのゲームとは訳が違う。絶対勝つ自信がある。

　クリスはエメラルドグリーンの瞳を妖しく輝かせた。

「なら、ハリーファ、君にも賭けには乗ってもらう。私が彼女の満足するネックレスを用意できたら、君が私に抱かれるんだ。それなら、この賭けに乗ってやってもいい」

　今度はハリーファが驚く番だった。グラスを持つ手が止まる。

「私がお前に抱かれる？　私のようなごつい男を抱くのは、お前の細腰では相当骨が折れるがいいのか？」

　細腰と言いながら、ハリーファがいやらしい目つきでクリスの腰の辺りを見つめてくる。確かにハリーファよりは細身だが、クリスも普段は男も抱いているのだ。一般男性並みの腰つきである。

「君の、その高慢ちきな顔を歪ませることができるなら、好みじゃなくても多少の我慢はできる。それに、ごつい男を組み敷くのは嫌いじゃない。むしろ、征服欲をそそられる」

「フン、面白い。いいだろう。その賭けに乗った」

「君を絶対啼なかせてやるよ」

　クリスは、話は終わったとばかりに立ち上がった。いつまでもこんなところにいたくはない。

　実際、クリスのブランドでは、三月に春コレクションと称して顧客向けパーティを開く。その準備も大変で、ハリーファの仕事を請け負いたくないのが本音だ。

　だが、ハリーファを抱けるチャンスであることと、断るのが彼に負けを認めているような感じがして、つい請け負ってしまった。

　僅かな後悔が胸の奥で疼うずくが、それに気付かない振りをして、蓋をする。

「また私から連絡する。ハリーファ、君は連絡してこなくていいからな」

「わざわざ言われると、連絡を欲しがっているように聞こえるぞ」

「言ってろ」

　クリスはテーブルにワインの支払いを置くと、そのままハリーファを置き去りにし、ボールルームへと戻った。
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　ハリーファが、ボールルームへと消えていくクリスの背中を見つめていると、傍らに従者のニコライが寄ってきた。

「あまりクリス様を怒らせては、殿下のご印象も悪くなるのではありませんか？」

　四十を過ぎたニコライは、ハリーファがイギリスへ留学していた頃から、身の回りの世話をしている優秀な従者だ。

「怒っているクリスも色っぽいからな。白い陶磁器のような肌を、ベッドの上で抱いている時と同じように薄桃色に染めるのが、なんともいい。ベッドで抱けぬ分、目の保養をせねば、私が我慢できないからな」

　クリスに自覚はないようだが、きつい眦まなじりで見つめられると、ベッドで睨み上げられたときのことを思い出し、抱いているような気分になるのだ。

　怒っても色気のある男は本当に困る。ハリーファも下半身の制御に大変だ。

　十代の頃だったら、きっとその場で押し倒してしまっただろうが、二十を過ぎると多少は分別もでき、そこまで野蛮なことはしない。まあ、ホテルの部屋に連れ込むくらいはするかもしれないが───。

　自然と笑みが零こぼれてしまう。すると控えめな声でニコライが再び話し掛けてきた。

「殿下、お幸せそうなところ申し訳ありませんが、王妃殿下から、殿下の帰国はいつになるのかと、再三ご連絡が入っております。このニューヨークにはいつまでご滞在のおつもりでしょうか？」

「母上か……」

　なかなか国に帰ってこない放ほう蕩とう息子を心配してのことだが、ハリーファもしばらくニューヨークへ滞在しなければならない理由があった。

　クリスのモデル選びだ。

　クリスは近々、コレクションのためのモデルを決めなければならない。ジェインとかいういけ好かないモデルには、オートクチュールの専属モデルを紹介して追っ払ったが、クリスの躰を狙っているモデルは、他にも数知れない。

　クリスが抱く側になるのなら、多少の我慢はするつもりだ。自分がクリスを抱いているのだから、時々は彼に男の機能を使わせてやるのも、今の二人の曖昧な状況なら許すしかない。本当にステディな関係になってからは絶対許しはしないが。

　だが、抱かれるのは駄目だ。クリスの躰はハリーファしか暴いてはならない。そのために今、ハリーファはクリスのモデル選びに目を光らせていた。

　大体、クリスは大きな顔をして、『私は高等科から君に抱かれるまで、一度たりとも男に抱かれたことはないからな』とは言ったが、それはハリーファが学生時代から裏で手を回して、力づくでクリスを襲おうとしていた不ふ埒らちな輩を全部とは言わないが、かなりの量を排除していたからだ。

　初めてクリスと会ったとき、一目で何か引っ掛かるものを感じた。あの時はまだそれが一ひと目め惚ぼれだとは気付いていなかった。

　そして大学も実はアメリカに行こうとしていたのを、クリスがオックスフォードを希望していると耳にしたから、何となく気まぐれで変更した。

　だが、どうしてかハリーファとクリスの取り巻きは毎度仲が悪く、二人が話すことさえままならない状況にずっと置かれていた。

　学生の頃はそれでもいいと思っていた。いつか機会があるだろうと高を括くくっていた。

　しかしクリスとの仲を深めるほどの機会はついに巡ってこなかった。普段なら、それも仕方ないと思うところなのに、どうしてか、クリスに対してだけは、諦め切れない自分がいた。そんな自分に、ハリーファはどこか不思議な感覚さえ覚えた。

　何をしても心が沸き立つことがなかった、ただ生きているだけの日常。だが、クリスを見かけると、色が生まれるような何とも言えないざわめきを覚え、つい目で追っていた。

　ただのお気に入りの一人だと最初は思っていた。お気に入りの男が、他の男にとられるのが嫌だから、いろいろと画策したのだと思っていた。

　それが恋だと気付いたのはいつだっただろうか───？

　いつでもクリスを見かける日常。それが当たり前だった学生時代から卒業し、初めて焦りを感じた。

　これからずっと、私は彼の視界の外にいるのか───？

　絶望に似た感覚がハリーファを襲った。

　彼を離したくない───！

　魂が揺さぶられるほどの激しい感情をハリーファは初めて知る。

　恋だったのだ。クリスに向けられていた自分の思いは、それしか当てはまらない。

　いつもは恋愛感情など関係なしで、傍にいる人間と適当に性交渉をし、それなりに愉しんでいた。

　望めば手に入るものばかりで、そればかりか、さしてどれも強く欲した覚えさえない。

　だから自分の感情が恋を起源にしているなどと思ってもいなかった。こんなに強く人を欲することがなかったのだ。

　地位も名誉も金もあり余るほど持ち、望めば叶かなわないもののほうが少ない、恵まれているようで、恵まれていない人生。

　誰もがおかしなことを言うと笑うが、必死に何かをするということもない日常は、退屈でどうしようもなく、生きているのか死んでいるのかもはっきりしない曖昧なぬるま湯だ。

　しかしクリスは、王子ではないにしろ、似たような環境に身を置いているのにもかかわらず、いつも輝いていた。

　稼ぐ必要もないのに、学生時代からジュエリー関係の事業を立ち上げていたとも聞いていた。

　ハリーファにとって、クリスは外見だけでなく中身までもが輝いて見えた。自分がもがいていた暗闇にさえもその光が差し込んできたような気がした。

　この光を失いたくない───。

　そうしてハリーファは大学を卒業して、クリスの事業が落ち着いた頃を見計らって、モナコで彼を捕まえたのだ───。







「殿下？」

　ハリーファが過去を振り返っていたため、黙り込んでしまったのを、ニコライが訝いぶかしげに思ったようで、声を掛けてきた。ハリーファもニコライに視点を合わせる。

「あ、いや。ちょっと考え事をしていた。母上のことだったな」

「はい。早々に返事を致しませんと、ニューヨークまでいらっしゃるかもしれませんよ」

「それは困る。母上は何かと私生活に口出しをされるからな。クリスマスには一旦戻るとお伝えしろ」

　クリスのクリスマス当日のスケジュールは既に把握済みだ。両親の友人家族を招待して、ホームパーティを開くらしい。そのためモデル選びの仕事も一旦休まざるを得ない。

　ハリーファの国ではクリスマスはあまり関係ないが、王宮に戻るなら、理由が何であれ、母も喜ぶだろう。

「また年が明けたら、戻ってくるか。我が愛いとしきハニーの下に」

　ハリーファはグラスに残っていたワインを飲み干し、椅子から立ち上がったのだった。
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　年も明け、クリスマスムードで盛り上がっていたニューヨークも、再び慌しい都会へと変わっていく。

　オフィスの窓から、白く雪で覆われた街角を見下ろしながら、クリスは小さく溜息を吐いた。

　自分がデザインするアクセサリーの女性モデルは決まっているが、男性モデルがなかなか決まらないのだ。

　本当は半年くらい前には一度決まっていた。しかし決めていたモデルが麻薬で捕まってしまい、契約も白紙となった。それが一ヶ月前だ。慌てて一からモデルを探したが、未いまだ見つけられない。

　どんなに遅くとも一月の半ばまでには決めなくてはならない。撮影も二月にして、三月のコレクションにはぎりぎりだ。

　イメージにぴったりで、大体決めていたモデルをハリーファの画策で横取りされてしまったのが痛い。いや、本当はもっと早くモデルを押さえておけばよかったものを、雑用にかまけて、いろいろと後回しにした自分が悪いのだ。

　この春コレは恋人同士で付けられる華やかなデザインになっているが、そのゴージャスさに負けない男性モデルが欲しい。華奢なタイプではなく、ほどよい筋肉のついた男の色香を感じるような肉体のモデルが理想だ。

　ハリーファに追っ払われたジェインは、その条件を満たしている、甘いマスクのモデルだった。

「緊急オーディションを開くしかないのか？」

　本当は自分でふと目に留まったようなモデルを起用したいが、そんな我わが侭ままを言っている場合ではなくなってきている。大手モデルエージェントに連絡して、条件に見合った人材を用意してもらって、そこから選ぶしかない状況だ。

「妥協をしたくはないのにな……」

　急な募集なので、いいモデルが捕まらない可能性も高い。いざとなったら、クリスのデザインを、採用したモデルに合わせて少し調整するしかない。

　モデルとジュエリーで一体の作品だ。そこにアンバランスさが生じたら、クリスの趣旨とは違うものになってしまう。

　クリスの最終的なこだわりはそこだ。モデルとジュエリーが上手くマッチすることに他ならない。

　どちらにしても最後まで足あ搔がくしかないか……。

「今夜が最後と決めて、モデルの物色に行くか。これで見つけられなかったら、オーディションをして、ジュエリーのデザインを可能な限りモデルに合わせて変更するしかない……。ああ……、また工房に叱られるな」

　金の髪を搔き上げ、時計を見ると七時になろうとしていた。今から食事をして、クラブに行けば、それなりにモデル候補を物色する時間がある。

　クリスは今からでも捕まりそうな女性に電話をし、夕食に誘った。

　食事だけで、その後、また仕事に戻るということを了承してもらい、夕食の約束を取り付ける。

　クリスは早々に仕事を切り上げ、女性と待ち合わせしたレストランへと向かった。
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　女性と食事を終え、彼女をアパートメントまで送った後、クリスは実家がある、ニューヨークきっての高級住宅街、アッパーイーストサイドにやってきていた。

　このエリアに、業界人たちに人気の会員制クラブがあるのだ。

　リムジンから見慣れたアッパーイーストサイドの夜景を眺めていると、白色ライトに照らし出されているビルが現れる。

　このライトアップはフランスのルーブル美術館のライトアップを手がけた日本の会社が任されたものらしい。

　近代的な建物であるにもかかわらず、古き良き時代の建物に見せるように考えられたライトの色は、不思議と人の心を和ませ、この界かい隈わいでも話題になっている建築物の一つだ。

　流行に敏感な人間が集まる場所には、それ相応のデザインが緻密に詰まっている。

　クリスはビルの前にリムジンを停とめさせ降りた。

　ビルには看板も何もないが、外壁に掛かっている番地の番号で店を判断できるようになっていた。

　クリスは店の出入り口に立っているガードマンに会員カードを見せ、中に入った。

　普通のクラブとは違って、中に入ってもすぐにフロアがあるわけではない。まずホテルのようにロビーがあり、その隅にはちょっとしたアルコール類が飲めるバーカウンターが設置されている。

　そのロビーの奥に地下へ下りる階段があり、その下が、クラブのフロアになっていた。

　しばらくすると、支配人らしき男が現れて、クリスをフロアまで案内してくれる。

　ＶＩＰ席を勧められたが、モデルを探しにやってきているのだから、ＶＩＰ席に閉じ篭っているわけにもいかず、カクテルを貰ってスタンダードなフロア席へと座った。

　辺りをさり気なく見回すと、モデルらしき男性もちらほらいるのが視界に入る。そこに見知った顔もいた。

「ジェイン……」

　カウンター席にジェインが他のモデルと一緒に座っているのが見えた。

　やはり一度は打診しただけあって、今回、クリスがデザインした指輪にイメージがぴったりなモデルだ。彼からつい目が離せなくなる。すると、彼のほうがクリスに気がつき、寄ってきた。

「こんばんは。今夜は一人？」

「君はみんなと一緒かい？」

「偶然居合わせただけさ。座っても？」

「ああ、どうぞ」

　クリスが返事をすると、ジェインはバランスの取れた美しい躰を、クリスの隣に滑り込ませた。膝がつくくらい近くに彼が座る。

「今日は、あの怖い王子様いないの？」

「ハリーファのことか？　あいつは年末から祖国に帰っているよ。長い間、あちらを留守にしていたようだったから、呼び戻されたらしい」

　クリスの答えにジェインは小さく笑った。

「じゃあ、今夜はこういう挨拶をしても、邪魔されないかな」

　そう言いながら、ジェインは悪戯いたずらでも仕掛けるかのように、クリスのグラスを持っていないほうの手をとると、そっとその指先に唇を寄せた。そして上目遣いにクリスを見つめてきた。

「どうして今日はここに？　まさか俺を追ってきてくれたとか、そんな嬉うれしいことないよね？」

　ジェインはクリスより年下で、確か二十一歳だったはずだが、充分に大人の男の色香を発揮してクリスに迫ってくる。

　セックスを前提とする、好みの華奢な男ではないが、モデルとしては魅力的で、寝てみてもいいと思える男である。

　クリスはキスをされていた手をそっと引き抜くと、そのままジェインの頰を官能的に撫なでてやった。

「残念だが、君を追ってきたわけじゃないんだ。でも君にも関係があるかな。君がうちの依頼を断ってくれたから、相変わらずモデル探しに翻弄されているよ」

「三月だった？　まだ決まってないんだ」

「これでもモデルを見る目は厳しいほうでね。なかなか君ほどのモデルには巡り合えないよ」

「ふーん……俺、やってみてもいいけど？」

　ジェインの頰を触っていた手を摑まれ、今度は手のひらに音を立ててキスをされる。

「え？」

「俺、あそこのモデル、秋のコレクションから始めるんだ。来月の春は出ないから、クリスの仕事、やれないこともないけど？」

「できるのか？　あそこは縛りがきついブランドだろう？」

　ハリーファが、ジェインを追っ払うために用意したオートクチュールは、他のブランドの垢あかがついていることを嫌い、専属契約を基本としていることで有名だ。

　それでもギャラが格別いいのと、ここのオートクチュール出身のモデルは必ずと言っていいほどブレイクし、世界的な人気モデルにのし上がるので、いわば人気モデルの登竜門として、評判は高い。

「契約前に決まっていた仕事は例外なんだ。ま、さすがにコレクション期間中の仕事はＮＧだけどね」

「だが、私の仕事は君の契約より後になるだろう？」

　その質問に、ジェインは唇をクリスの手のひらに当てたまま答えた。

「そこは俺が申告し忘れたとか、適当にマネージャーに上手く言わせるようにするよ」

　彼の吐息が手のひらに当たって、くすぐったい。しかしすぐにその感触は甘い痺れとなって、クリスの牡の部分に官能的な焰ほのおを灯ともし始める。

「もし、そうしてくれるなら、とても嬉しいよ。君以上に素晴らしいモデルはいないからね。私のデザインもどこも直すことなく、君につけてもらえる」

「───でも、クリス。ご褒美が欲しいな」

　ジェインの双眸が艶あでやかに細められる。そしてゆっくりと彼の手がクリスの膝から内うち腿ももに滑り落ちる。

「ジェイン、君とは役割がかち合うんじゃなかったかな？」

　やんわりと悪戯を仕掛けてくる彼の手を摑み、腿からどかす。

「宗旨替えっていうのも、アリかもしれないだろ？」

「君が、ね」

「あんたは魅力的だから、ベッドに行けるなら、確かに俺が宗旨替えしてもいいかもって、ちょっとは思える」

　ジェインが内緒話をするかのようにクリスの耳元に唇を寄せ、小声で話しかけてくる。そして最後は耳みみ朶たぶを舌でペロリと舐められた。

「優しく抱いてくれるなら、抱かれてもいいよ、あんたなら」

「この上なく優しい男だよ、私は」

　ちらりと熱の篭った視線でジェインを見つめると、彼が堪らない様子でクリスの肩を抱きかかえた。

「今夜はあんたを抱くのを諦めるけど、次回は俺があんたを抱きたい」

「それは難しいな」

　クリスはジェインの臀でん部ぶに手を回すと、その引き締まった双丘を指先で撫でた。

「私を咥くわえてくれる場所としては、とても魅惑的だ」

　ジェインの首筋にキスを落とす。

「ジェイン、まずは席を変えて飲み直そう」

「一番高いシャンパンが飲みたい」

「いいよ、うちにおいで」

　クリスはジェインを促して席を立った。まだ来たばかりだが、ジェインがモデルを引き受けてくれるのなら、もうここにいる必要もない。

　今夜はこの張りのある美しい筋肉を纏った彼の躰を堪能できることに、素直に悦びを感じよう。

　クリスは小さく笑みを浮かべると、ジェインと共に、クラブを後にした。







　クリスはここ最近、定宿場所としてセントラルパークと五番街に面している老舗ホテルを好んで使っている。

　月単位でスイートを予約しているため、ほぼ自分の家のような感覚だ。

　クリスはロビーでいつも出会うちょっと好みの可愛いポーターに笑顔で挨拶する。すると、何か言いたげな表情を一瞬するが、すぐに笑顔で挨拶を返してきた。

　ポーター君、どうかしたのかな……。

　そう思いながらもあまり気にすることなく、クリスはジェインと二人で専用のエレベーターに乗り込んだ。

　軽い浮遊感とベルの音がし、目的の階に着き降りると、スイートルーム専用のコンシェルジュがフロアでクリスを困惑した表情で待っていた。

「お帰りなさいませ、ロイズ様」

「ミスター、どうしたんだい？　何かあったのかい？」

「あの……それが……」

　そう言いながら彼の視線がフロアの奥へと注がれる。そちらはクリスの部屋があるほうだ。クリスも釣られてそちらを見る。

「っ！」

　そこにはここにいるはずのない男がいた。

「遅かったな、クリス」

　民族衣装のトーブを纏ったハリーファが、クリスの部屋の前に、どこからか運ばせたのか、わざわざテーブルとカウチを並べさせ、優雅にアラビアン式コーヒーを飲んでいた。

「ハ……ハリーファ……君……どうしてここに……？」

　さすがにクリスも動揺を隠せない。何しろ後ろにはジェインもいる。

　ハリーファの黒い双眸が、クリスの背後にいるジェインにちらりと向けられる。

「あ……あの、お、俺っ……」

　ジェインが目に見えて慌て出す。それと同時に、どうしてか、浮気現場を見られたような、おかしな感覚がクリスを襲った。そしてそんなクリスの動揺を察したのか、ハリーファの深い黒色の瞳が更に鋭く細められる。

「どうして？　クリス、お前に会いに来たに決まっているではないか」

「な……」

　クリスはコンシェルジュを思わず見直す。コンシェルジュの彼も申し訳なさそうに目を伏せた。

　なるほど、あのポーター君もこのことを知っていたんだな……。

　先ほど挨拶した、可愛いポーターの表情の意味がやっとわかった。

「ハリーファ、私は今夜、彼と打ち合わせがあるんだ。帰ってくれないか？」

　ハリーファの思い通りになるものかと、毅き然ぜんとして彼を突っぱねる。

　すると彼の機嫌が益々悪くなったのが、ここにいる人間全員に伝わってきた。

「私が目を離すと、すぐにこれだ。お前もいい加減、落ち着いたらどうだ」

「君には言われたくないんだが？」

「レイズ、イノーベン」

　ハリーファがクリスの言い分も聞かずに、名前を呼んだ途端、黒いスーツを身に纏った屈強な男が二人、背後から現れる。ハリーファの専属ＳＰだ。どこぞの特殊部隊の出身らしく、見た目もかなり迫力がある。

「お客様がお帰りだ。丁重にお送りしろ」

　ハリーファがそう命令すると、男たちはクリスの後ろにいたジェインを両脇から抱えあげ、エレベーターへと引き摺っていく。それを見て、クリスは益々ハリーファへの抗議の声を大きくした。

「彼はモデルだぞ！　乱暴な扱いはやめてくれないか」

「傷はつけない。それに今、丁重にお送りしろと言っただろう？」

「っ……」

　信用ならないが、確かに彼を傷つけては賠償責任が発生する。ハリーファもそんな面倒に巻き込まれるような莫迦なことはしないはずだ。

　それでもクリスは抗議の目をハリーファに向けたままにした。すると彼が小さく溜息を吐き、視線の鋭さを緩めた。

「まあ、いい。クリス、早く部屋に入れ。お前と話すことがある」

　偉そうに言われることも腹立たしいが、ここはコンシェルジュの目もある。とりあえず、部屋に入ってから言い合ったほうが賢明だ。

　クリスは言われるがまま、部屋のドアを開け、中に入った。

　リビングまで歩いていくと、ふと背後の気配が消える。ちらりと目を遣ればハリーファが勝手にワインセラーのある部屋へと入っていくのが見えた。これで彼が長居する気満々であることがわかる。

　ワインセラーにはクリスが好んで飲むワインを揃そろえてもらっている。それはハリーファの好みにも合うものが多いのだ。

　彼を待っていなくても、どうせこの部屋のことは充分知り尽くしている。クリスはハリーファを置いたまま、リビングへと向かった。

　適当にジャケットをリビングのソファーに投げかけて、テレビをつける。世界のマーケットをチェックしようかとテレビのリモコンを操作していると、ハリーファが赤ワインとグラスを二つ手にして、リビングにやってきた。

「このワイン、貰うぞ」

　その声にクリスが返事をする前に、ハリーファがコルクを抜き始め、すぐに二つのグラスに注ぐ。ワインはロマネをちゃっかり選んできたようだ。

　大体、このスイートルームもクリスが押さえている部屋であるのに、まるでハリーファが主のようだ。じろりと無言で睨んでやると、彼がとんでもないことを言ってきた。

「こうしていると、まるでお前と同どう棲せいしているようだな」

「はっ!?」

　あまりの衝撃的な戯たわ言ごとに、全身の力が抜け落ち、クリスは背中を預けていたソファーの背凭れから、だらしなくずり落ちた。

「どうした？　嬉しくて腰が抜けたか？」

「莫迦らしくて腰が抜けた、だ。同棲だなんて、冗談でも笑えないレベルだ」

「照れなくてもいい。ここには二人しかいないぞ？」

　男らしい肉厚な唇がワイングラスに寄せられる。その野性的であるのに洗練された動作にも、忌々しさを感じる。

「照れてもいないし、二人でいるのも迷惑だ。大体、君は祖国に帰っているんじゃなかったのか？　どうしてここにいるんだ？」

「今日の昼にこちらに来ていた。そろそろお前がモデル獲得に動くだろうと思っていたが、やはり思った通りだったな。投資と一緒でパーフェクトなタイミングを狙えた」

　満足そうに笑う。

　ハリーファは世界的にも有名な投資家だ。ほぼ完璧に市場を把握し、神のみぞ知るパーフェクト・タイミングを読み取れる男とまで言われている。

　そんな彼の才能を、クリスのことで使われたくないし、またお愉しみを奪われる謂いわれもない。

　クリスは悔し紛れに、目の前に注がれたワインを乱暴な仕草で呷あおった。お気に入りのワインを飲まれるのも気に入らない。

「そんなにあの男がいいのか？」

　ハリーファがつまらなそうに尋ねてくる。君よりも断然いい、と嫌みで言ってやりたくなるが、後のことを考えると、得策ではないことくらいクリスにも計算できる。

　とりあえず保身に走る。

「あの男がいいって……誤解のないように言っておくが、今回の春コレのモデルとしては、ジェインは私のデザインしたジュエリーに最もイメージが合う人間だ」

「結局は、あの男が欲しいと言っているのと一緒だな」

「ビジネスだ。だが、時にはそこに甘い流れが伴うことは、君にだってあるだろう？」

「エネルギー発散の運動の一環でしかないな」

　迷いもなく即答してくるハリーファに、思わず目を眇めてしまう。

「……最低な男だな、君は」

「クリス、お前に言われたくない。それに、随分と可愛い男の子を啼かせているようじゃないか。このホテルのあの可愛いポーター、実にお前好みの男だよな」

　思わずクリスの片眉がぴくりと動いてしまう。さすがはハリーファと言うべきか。クリスの好みを知り尽くしている。

「残念だが、寝てない。このホテルの従業員に手を出したら、ややこしくなるからな。そういうところは君と違って、節度をもって対応している」

　するとハリーファの顔が怪け訝げんに歪む。

「クリス、それは、私がまるで節操無しだと言われているように聞こえるが？」

「ハリーファ、君に節操があるように聞こえるぞ」

　クリスは自分でワインをグラスに注ぎながら、ハリーファに答えた。しかしこれにはハリーファも反論したい様子で、今までよりも熱く反論してきた。

「節操はあるぞ。お前のように自分から他の男をほいほいと誘うようなことはしない。相手がどうしても、と言うから、同どう衾きんするだけだ」

「はっ……自慢か？　なら聞くが、私は君に懇願したことはないが、どうして抱くんだ」

「愛しているからだろう」

「え……」

　いきなりの言葉に、クリスの躰が一瞬固まってしまう。どうしてか胸が小さく震えたような気さえした。

「前にも言ったはずだ。お前は他の人間とは違う。この私が初めて欲した人間だ」

「ハリーファ……君は何を……」

　震えそうになる声に必死に耐えながら、クリスの脳裏に二ヶ月前のハリーファの告白が蘇よみがえった。

　あの時、ハリーファがあまりにも情欲的なことを告げてくるので、クリスは『初めての恋に浮かれている青臭いガキのもの』と、揶揄からかった。その時彼は言ったのだ。

『これほどの情欲を抱いた人間はお前が初めてだ。初恋という言葉に近いな』

　そして続けて尋ねてきた。

『クリス、この思いを何と名づけるか知っているか？』

　答えを聞くのが怖かったのかもしれない。クリスはその質問を適当にはぐらかした。しかし彼は話し続けた。

『執着───』

　快楽に濡れた声で告げられ、心臓がきゅうっと収しゆう斂れんした。

『あるいは───』

　容赦なく彼の言葉は続く。何かに囚われそうになるような錯覚を覚え、クリスは無意識に逃げたくなった。しかし───。

『───純愛』

　その単語を耳にした瞬間、クリスの胸に鳥が羽ばたいたようなざわめきが起こったのを、今でも覚えている。どうして自分の心がこんなにも動揺しているのか、クリスには説明ができなかった。

　いけない───。

　彼に近づいたら、自分の中にある大切な何かをなくしてしまいそうだ。

　そう思って、自分の心に蓋をした。大切なものが奪われないように───。

　あの時の危うい感覚が、再び今クリスを飲み込もうとしている。

「ハリーファ……」

　正面に座っていたハリーファがゆっくりと立ち上がって、クリスの横に座りなおす。その手にはもうワイングラスは持っていなかった。

「そんなに驚かなくてもいいだろう。前にも言ったはずだ」

「はっ……一方的すぎるぞ。それに、ハリーファ、君は私の好みをわかっているだろう。それなら、自分が私の好みではないことも気付いているのに、どうして諦めない？」

「男は外見だけじゃない」

　どう見ても、男女共にもてそうな男のセリフには思えないし、逆に反感も買いそうだ。

「それだけの見た目をしていて、そのセリフを吐くとは……。世の中の男、全員敵に回すぞ」

「だが、それでも私はお前の好みではないのだろう？」

「残念だが、かすりもしない。だが抱くのなら、抱いてやってもいいぞ？」

　意地悪に言ってやる。

「お前を抱くには、あんな弱々しい男では駄目だ。お前も満足できないぞ？」

「だから、抱かれるつもりはないから、そんなこと気にしなくてもいい……っ」

　何か、今、躰の芯を得体の知れない生き物が駆け上がったような、そんな不快感を覚えた。

　な、何だ───？

「クリス？」

　ハリーファが背中をさすってくれるが、どうしてかそこから、官能的な痺れが生まれてくる。

「あっ……」

　下半身に熱が一気に集まり出す。クリスは耐え切れずに蹲った。

「……やっと、効いてきたか」

　ハリーファが溜息交じりに傍らで呟つぶやくのが、どうにか聞こえた。クリスが見上げれば、彼が人の悪い笑みを浮かべているのが目に入る。

「ハ……リ……」

　咄とつ嗟さに、この現象の理由がこの男にあることに気付く。

「お前の大好きなあのモデルがポケットに忍び込ませていた催淫剤だそうだ」

　ハリーファが懐から、中身のない小さな袋を取り出した。

「あ……」

　中身はクリスのワインに混入させたということだ。

「イノーベンがこういうのに詳しくてな。これは常習性のない、軽いものらしい。もちろん合法だから安心しろ」

　たぶんハリーファがワインセラーでワインを物色していた時に、ボディガードが戻ってきて、このドラッグのことを報告したのだろう。

　今さらながら、ハリーファをしっかりと見張っていなかった自分を悔いる。

「それを……ワインに入れたのか？」

「あのモデルもお前に飲ませたかったんだろうな。そう思ったら、私がお前に飲ませたくなった」

　笑って軽い冗談のように言われるが、それをそのまま受け取ることはできなかった。なぜなら、ハリーファの機嫌の悪さがひしひしと伝わってきて、これが悪い冗談ではないことがわかるからだ。

　くそっ……。

　初めてハリーファに抱かれたモナコの夜もイレギュラーな玩具を使われた。二度も意に反するアイテムを簡単に使われてしまう自分の間抜けさに、そして使ってくるハリーファにも怒りが込み上げる。

「私は催淫剤の類は嫌いだと知っているだろう！　くっ……はぁ……」

　嫌なのに、覚えのある甘く罪な痺れが躰の底から湧き起こってくる。

　クリスにとって、催淫剤により理性を奪われ、プライドも何もかも溶けてぐちゃぐちゃになって、訳もわからず快楽を貪る野獣のようなセックスなど、愛の欠片かけらもない行為だと感じ、好むところではない。

　過去に一度、理性を失い紳士的に振舞えなかったことがあり、スマートなセックスを売りにしているクリスとしては、バツの悪い思いをしたことがあるのだ。

　あれを機に、もう二度と催淫剤を使ってのセックスはしないと、心に誓っていた。

「知っているからこそ、簡単に奴の罠わなに嵌はまろうとしていたお前が許せないんだ」

　蹲っていたクリスを、ハリーファがそのままソファーの上に荒々しく押し倒す。

　彼の左手がクリスの顔のすぐ横に置かれ、ソファーがぎしりと重みで沈んだ。

「ハリーファッ！」

　彼の黒い瞳に、情けなくも動揺を隠し切れない顔をした自分の顔が映っている。しかしその双眸も、すぐに細められ、クリスの姿が瞳の奥へと消える。

　クリスの背筋に、緊張なのか快感なのかわからないびりびりとした痺れが走る。

「クリス、お仕置きだ」

　ハリーファは男性的な色気を含む唇を軽く歪ませ、いきなりクリスに齧かじり付くようなキスを仕掛けてきた。すぐに息が上がる。

「あっ……」

　彼の指先が服の上からクリスの胸を撫でてきた。入念に乳首を弄いじられる。

「や……やめ……っ……ろ」

　普段ならこれくらい何ともないのに、催淫剤のせいで、強い快感が胸から下肢へと広がっていく。

「卑猥だな。服の上からでも乳首が勃ち上がっているのが見えるぞ？　まるで私に舐めて欲しいと訴えているようだ」

　反射的に自分の胸に目を遣れば、乳頭がシャツを持ち上げている様子が見えた。クリスが目にしたのを見計らって、ハリーファが見せ付けるかのように、シャツの上から舌でクリスの乳頭を舐める。そしてそのまま口に含んだ。

「くっ……」

　シャツの上からでもわかる、生温かく柔らかい感触に、思わず声が出そうになる。

「お前が羞恥に悶もだえている姿を見るのは爽快だ。この姿を私にしか見せていないところもいい」

「莫迦……を……言う、なっ……」

「お前は本当に私の征服欲をそそるな。こうやってお前を胸に抱いているだけで、何も感じていなかった私の心が情欲の焰を灯すくらいだからな」

　こんな無礼な男、ひっくり返して捩ねじ伏せてやりたいのに、四肢に力が入らず、胸を押し返すこともままならない。

「っ……」

　彼の胸に手を当てるだけで精一杯なクリスの手首は、簡単に目の前の男に囚われてしまう。

「そうやって抵抗するところもいい。簡単に足を開く男や女には、飽き飽きしているからな。新鮮だ」

「くっ……君に飽き飽きしてもらいたいが、生あい憎にく、私は君に対して簡単に足を開くようなボランティア精神を持ち合わせていないのでね。思い切り抵抗はさせてもらうぞ」

　クリスは全身の力を振り絞って、ハリーファを蹴り上げようとした。男の急所を狙えば、多少なりとも逃げられる確率が高くなるはずだ。しかし───。

「お前は私を飽きさせない男だな」

　ハリーファのほうがいち早く動き、クリスの膝の間に入り込み、足が彼の股間に届かないようにしてしまう。

　クリスがしまった、と思っているうちに、今度はトラウザーズを下着と一緒にクリスの腰から抜き取り、それを膝まで下ろしてしまう。

　これではトラウザーズが邪魔をして、クリスの足も自由に動けない。

「くっ……卑ひ怯きようだぞ」

「そんな格好で言われても、私を煽あおるだけだぞ？」

　そんな格好……。

　クリスは改めて自分の状況を確認した。

　上半身は胸の辺りをハリーファにしゃぶられたために、シャツから乳首が透けて見える。さらに下半身はトラウザーズを中途半端に脱がされ、既に勃ちかけている劣情を彼の目の前に晒さらしていた。

　どんなに凄んで見せたとしても、威力も何もない格好だ。さすがのクリスも羞恥に頰が染まる。

「く……卑怯なものは、卑怯だっ」

「私がいないうちに、男を連れ込んで愉しもうとしているほうが、卑怯だと思うが？」

「それのどこが卑怯だ。セックスは私の正当な権利だぞ」

「わざわざ私の目を盗むところが卑怯だと言っている」

　ハリーファの目を盗んだつもりはないが───いや、彼がいないから……と、そう思ったことは確かだ。

「こんな綺麗な顔をして、お前はまったく意地の悪い男だ」

　ハリーファの艶なまめかしい唇がそう告げると同時に、クリスの唇を塞いできた。するりと歯の隙間から彼の舌が滑り込んでくる。

　あ───！

　相変わらずの巧みな口付けに、クリスの頭の芯が淫らな熱を持ち始める。

　キスに心を奪われていると、ハリーファが慣れた手つきでクリスのシャツのボタンを外し始めていた。すぐに全部のボタンが外される。そして露あらわになったクリスの胸の上を彼の手がいやらしく這はいずり回った。

「っ……」

　唇を塞がれているため、嬌きよう声せいが漏れずに済んだのは助かる。しかしそう思ったのも束つかの間ま、ハリーファの唇はクリスの唇から離れ、再び胸の突起へと移った。

「ああっ……」

　塞いでいた彼の唇がなくなった途端、クリスの口許から甘い声が漏れる。先ほどのシャツの上からとは違って、ダイレクトに与えられる刺激は、クリスの躰に恐ろしいほどの喜悦を与えてきた。

「はっ……ふっ……あっ……」

　催淫剤が快感を増幅し、雷に打たれたような強い刺激が乳首を舐められるたびに、クリスを襲ってくる。

　クリスの様子を見計らいながら、ハリーファが執しつ拗ように胸の飾りを責めたてる。そうしているうちに、次第に乳首に歯が当たるようになってきた。痛いと思うほどの強さではないが甘嚙みされ、そのままきゅっと引っ張られる。

「あああっ……」

　まだ情事は始まったばかりだというのに、下半身が今にも破裂しそうな、危うい場所へと追い詰められる。

　胸から広がる、じんじんと疼くような痺れが、脳神経を麻ま痺ひさせる。もう何もかもが快感としか受け取れなかった。

　これがまだ序盤であることに恐怖を覚える。とてもでないが、体力がもたない。

「だめ……だっ……」

「駄目じゃないだろう？　それとも、もう私に黙って浮気はしないと誓うか？」

　乳首に彼の吐息が当たるだけで、神経がざわつき、声を上げそうになる。しかしクリスは歯を食い縛って、それに耐えた。

「っ……浮気じゃない！　それに、恋人でもない君に、どうしてそんなことを誓わなければならないんだっ……あっ……あああっ……」

　ハリーファの指が乳頭をぐっと押し潰した。そこから信じられないほどの悦楽が溢れ出す。今まで感じたこともないような鮮烈な快感だった。いや、ある。あのモナコの夜も同じような強い快感に翻弄されていた。

「ああああっ……」

　突然湧き起こった激流がクリスの下半身を飲み込む。

　びゅっと音がしたような錯覚さえ覚えた。それくらい勢いよく射精してしまう。

「フッ……私の顔まで飛んできたぞ、クリス」

　ハリーファの声に、淫いん靡びな熱で重くなった瞼まぶたを開けてみれば、とろみのある白く濁った液体が、ハリーファの頰を汚していた。

　ハリーファは手の甲でクリスの精液を拭うと、それを舌で舐めとった。その何とも言えない野性的な仕草に、クリスの心臓がどくどくと音を立て始める。

「この催淫剤の効き目は凄いな。乳首をちょっと触っただけで射精するとは……。可愛いものだな、クリス」

　くっ……。

　心の中では悪態を吐いても、まだ躰中にジンジンと痺れたような感覚が残っている。射精した後のなんとも気だるい感じが、じんわりと神経に染み込んでいくようだ。

　まずい……快感に取り込まれる───！

　抱かれるのは嫌なのに、凄絶な快楽に迫られ、陥落しそうな自分がいる。この先を望む自分が心の片隅に見え隠れする。

　どうにかしないと───。

　緊迫感に煽られ、心臓が益々激しく鼓動した。心臓から送り出された血液が、淫猥な愉悦を乗せて全身に広がる。

　くっ……。

　歯を食い縛り、クリスの躰を大きく飲み込もうとする快感に耐える。だが、そんなクリスの状況を愉しむかのように、ハリーファが耳元で囁いた。

「やはりお前は、こうやって私に抱かれて喘いでいる姿が一番いい」

「私はまったく良くないっ……あっ……」

　軽く乳首の先端を摘つままれて、声が出てしまった。悪戯を仕掛ける男に怒りの目を向けるが、悪びれた様子もなく、ハリーファが満足そうに告げた。

「噓うそつきだな。乳首をつんと立てた状態では、説得力がないぞ？　たとえ催淫剤のせいであっても、こんなに快感に弱いお前だ。いつまでも男を抱くと言っていると、こうやって押し倒されるのがオチだ」

「その言葉、全部君に返すっ！　いつか、啼かせてやるから……っ」

「フン、夢は持っていたほうがいい。たとえ叶わなくとも、な」

　ハリーファがクリスの乳首に舌を這わせながら答えてくる。

「いちいち腹が立つ男だな、君は」

「お前がいつまでも自分のことがわかっていないからだ。今夜も私が来なければ、お前はあいつに確実に食われていたぞ」

「ジェインは、今夜は私に抱かれると言っていた」

「そんな口約束を信じるな、莫迦が。大体、抱かれようとしていた男が催淫剤なんて仕込むか。お前を抱く気だったに決まっているだろうが」

　確かにその通りで、クリスも返答に窮する。するといきなりハリーファがクリスの竿さおの両脇にある袋をきつく握ってきた。

「痛っ……」

　痛いような、それでいて快感が湧き起こるような微妙な感覚に、クリスの躰がぶるると震える。そのままハリーファの手が絶妙な強弱をつけてクリスの袋を揉もみしだいてきた。

「あっ……やめ……っ……」

「今達ったばかりなのに、もう蜜を垂らしているぞ？　そんなに私に触れられるのが嬉しいのか？」

「ばっ……君が催淫剤を使ったからだろう！　それ以外の何物でもないからな」

「そうやってむきになるのも、お前なら可愛いな」

　愛おしげに見つめられ、背中がむず痒がゆくなってくる。居たたまれない。

「恥ずかしい奴だな。君はどの人間に対してもそんな甘いことを言うのか？」

「お前限定だ。というか、お前しか可愛いと思えないからな」

「な……」

　ボッと火でもついたかのように、顔が真っ赤になる。甘い言葉は言い慣れてはいるが、言われるのは慣れていない。
















　何か文句を言いたいが、言葉が出てこない。それに、こんなことで動揺している自分を彼に知られたくない。クリスは慌てて顔を横に逸そらせた。するとハリーファは、クリスが抵抗を諦めたと誤解したようで、さらに指を巧みに動かした。

「んっ……」

「我慢しなくてもいい。声を出せ」

　くっ、絶対出すものか！

　瞼をきつく閉じて堪える。だが、熱に炙あぶり出されているような、じれったい感覚がクリスにじわりじわりと攻め寄ってくる。

「やっ……」

　既に再び勃ち上がっていた欲望をハリーファの手が摑む。

　あ……。

　すぐにじっとりとした湿っぽく生温かい感触がクリスの男根を包み込む。ハリーファが口に含んだのだ。

「やめろっ……そんな……っ」

　下半身に一段と大きなうねりが生まれる。竿の裏をねっとりと舐められ、熱を煽られる。

　再び彼に視線を戻すと、クリスの下肢で蹲り、上目遣いでこちらを見ているハリーファと目が合う。その扇情的な様子に、クリスの屹きつ立りつがさらに上を向いた。

「あああっ……んっ……ふ……」

　鈴口に歯を立てられ、クリスの下半身はわなわなと震え始めた。

「また達く……っ……放せっ……」

　そう言うも、ハリーファはまったくクリスを口から放そうとはしない。それどころか、クリスの劣情をしゃぶりながら、無防備になっていたクリスの双丘に潜む青い蕾つぼみに指を這わせた。

「あっ……」

　そこはモナコでハリーファを受け入れてから、誰も触れることのなかった場所だ。

「ハリーファ！」

　男に抱かれる機会など皆無に近いクリスにとって、そこを触れられただけで恐怖が湧き起こり、躰が無意識に強張った。

「なるほど。どうやら本当に誰にもあれから抱かれてはいないようだな」

　ハリーファが納得したように言ったのに乗じて、クリスはもう一度自分の主義を主張した。

「だから私は抱くほうだと言っているだろう！」

「意外とお前は貞淑なんだな。操を立てられていた気分だ」

「誰が立てるものか！　都合のいいように曲解するのはやめろっ」

「お前の屈折した言葉をきちんと受け止めてやらなければ、前に進めない」

「屈折じゃないし……っ……あっ……ああっ……」

　最も敏感な先端の部分を舌でしつこく舐められる。そして合間にきつく吸われた。そのまま舌先で先端の割れ目をぐりぐりとこじ開けるように押し込まれ、そこから溢れ返る喜悦にすすり泣くしかなかった。

「ああっ……やっ……」

　気が遠くなるほどの悦楽が襲ってくる。すぐにまた吐精をしたくなった。

「もう少し我慢しろ」

　短く命令される。そして再び固く閉ざされた場所を軽く指でノックされた。

「やめ……」

「やめられないな」

　吐息がクリスの蕾に当たる。瞬間、クリスは嫌な予感がし、腰を引いた───引こうとしたが、ハリーファにがっちり押さえつけられ、逃げることができなかった。

「ハリーファッ！」

　あり得ない場所に彼の舌が這わせられる。舌先が蕾の中へと差し込まれる感触が、クリスに伝わってきた。

「ああっ……や……やめろっ……」

　襞ひだを捲まくり上げるように舐められる。そのたびに恐ろしいほどの快楽がクリスを襲う。

　今のこの状況を想像するだけでも、羞恥で死にそうだった。ハリーファに舐められてよがる自分など信じたくない。

　しかしきつく吸われるほど快感が増し、腰が揺れそうになる。

　下肢がふやけてしまいそうなほど、しゃぶるように舐められ、プライドよりも目の前の快楽に負けそうになる自分が忌々しい。

「そろそろ大丈夫か」

　彼の指がずるりと挿れられる。柔らかくなった蕾は彼を簡単に受け入れてしまった。

「ああっ……はあっ……」

　内膜が押し広げられる感覚に堪えがたい苦痛を覚えるはずなのに、感じられるのは快感だけだ。いや、射精感さえ覚える。

　しかしこれだけでは達けないこともわかっていた。この刺激では最高の快楽は得られない。

　自然とクリスの視線が、ハリーファの股間へと注がれる。赤黒く張り詰めた肉欲が息づくのが見えた。

「あっ……」

　見ただけで、クリスの下半身も力を増す。

「もっとお前の乱れた姿を見せろ。私にしか見せない姿を……」

　足りないとばかりに、彼の手がクリスの膝を限界まで左右に広げさせた。

「お前がもしこんな姿を他の男に見せるようなことがあったら、その男を殺すからな」

「ハリーファ……っ……」

　彼の名前を呼ぶと、彼が躰を起こし、クリスの耳元まで唇を寄せてきた。耳朶を甘嚙みしながら囁かれる。

「私は本気だ」

　ゾクゾクッとクリスの背筋が震える。彼の顔を見つめれば、黒い瞳が一層濃さを増したようにも見えた。

　彼の顔が近づいてきたかと思うと、クリスの下唇をきつく吸った。下半身に直結するような官能的なキスだ。腰からどうしようもない甘く爛れた痺れが走る。

「っ……」

　彼から与えられる熱に悶もだえてしまう。早く彼の熱く猛たけ々だけしい欲望が欲しいと願う自分がいる。

　もう限界だった。

　催淫剤が思考を蕩かし、あり得ない言葉をクリスに言わせた。

「早く……早く挿れろっ……」

「やっと素直になったな」

　ハリーファの熱い塊がクリスの蕾にあてがわれる。そのまま一気に貫かれた。

「あああっ……」

　めきめきと音を立てて、躰が引き裂かれていく。酷く痛いはずなのに、それを気持ちいいと思う自分は、熱に浮かされているに違いない。

　全身が痺れて、快感以外の感覚が麻痺する。熱い肉棒に最奥を貫かれ、それを気持ちいいと感じるのは、絶対催淫剤のせいだ。

「ああっ……」

「すごい締め付けだな……くそっ、すぐにもっていかれそうだ」

　ハリーファが腰を激しく打ち付けてくる。次第にクリスの理性が淫らな熱に分解され、どこかに吹き飛ばされる。

　貪欲に快感を求め、ハリーファの腰の動きにあわせ、クリスの腰も揺れ始める。これ以上ないというほどの淫らなダンスだ。

「あ、あ、あ、あ……」

　喘ぐ声が単調なリズムを刻み出す。ダンスもそのリズムに合わせ、動きが激しくなった。

　彼の熱がクリスの心臓に伝わってくる。途端に、躰がさらに熱くなった。快感も共鳴し合うことがあるのだろうか。

「中に出すぞ？」

「あ……」

　本当は嫌なのに、どうしてか今は彼の熱をもっと奥まで感じたかった。中で弾けてふつふつと沸騰するようなあの感覚をもう一度体験したい。モナコの夜のときのように───。

　首筋にハリーファの温かく湿った息がかかった。それにさえ感じてしまう。

「中に……だ……して……っ……いい……から……早くっ……」

　ハリーファはその声に、さらに腰の動きを激しくした。抽挿するたびに湿った音が部屋に響く。

「あ……もっと……」

「普段では絶対聞けない言葉だな」

　ハリーファは苦笑しながらも、己の欲望をグラインドさせ、更にクリスに声を上げさせた。

「ああっ……」

　快感に息が止まりそうになり、全身に力が入る。結果、ハリーファをきつく締め上げてしまった。

「っ……」

　ハリーファの短い唸うなりがクリスの上から降ってきた。その何とも言えない色香を含んだ声に、クリスは二度目の吐精をした。

「あっ……や……はあああっ……」

　まだ挿れられて間もないのに、この醜態だ。どれだけ早漏だとハリーファに思われるのかと考えるだけで、恥ずかしさに消えてしまいたくなる。

　しかしハリーファの腰の動きは止まることなく、クリスを翻弄してくる。

「あ……もう……っ……」

　全身が快感に凌りよう駕がされ、意識が朦もう朧ろうとする中、躰の奥のほうで、熱い飛沫しぶきが弾けるのを感じた。ハリーファが達したのだ。

　じゅくじゅくと淫襞にぬめりを与えてくる刺激に、クリスはまた感じてしまい、射精してしまった。三度目だ。もう身も心も、プライドさえも崩れ落ちる。

　目尻に溜たまる愉悦の涙が頰を伝い落ちる。その涙をハリーファの指が掬すくい上げた。

「こうしている今が、私にとって一番の幸福であることを、お前は知らないんだろうな」

「何を……」

　学生時代はほとんど交流がなかったのに、社会に出てから急にそんな告白めいたことを言われても、クリスは困惑するしかない。

　彼の過去を知るわけでも、家の事情に詳しいわけでもない。ただ、彼の言葉から受け取るイメージから、生きていることが窮屈に感じるほど、王子という立場は閉鎖された世界なのかもしれないということが伝わってくるだけだ。

　いつもは憎たらしいだけの男なのに、ふと弱さを見せるのは狡い。いや、それも計算なのか───。

　どちらにしても、結局は甘ちゃん育ちの自分は、それを振り払うことができない。

「脱皮できないヘビは滅びる───」

「なんだ？」

　ハリーファがクリスの胸元から顔を上げて、覗のぞき込んできた。

「哲学者のニーチェがそう言っていたよな。君もいろいろとまだ脱皮が必要なんじゃないか？」

「クリス、どういう意味だ……？」

「そのままの意味だ。私たちはまだ若いんだ。一つの考えに凝り固まったりしたら、自滅だぞ？　これからも多くの未来が待っている。今が一番幸せだなんて思うな。これから先、さらなる幸せがあるに決まっている。もっと脱皮して、新しい風を入れろよ」

　両手で自分を抱くハリーファの頰を包み込む。彼の情欲に濡れた瞳が真まっ直すぐクリスに向けられる。

「それはお前がずっと私と一緒にいるなら、あり得る話だ」

　相手に強く欲されるのは悪い気分はしない。特にハリーファにされると、少し優越感のようなものさえ覚える。

「まずは君が宗旨替えをすることが前提だ。話はそれからだな」

　その言葉にハリーファの顔が面白いくらい歪む。よほどクリスに抱かれるのが嫌なようだ。

「ま、確かに、私と寝るのが、一番幸福だと感じるのは理解できるけどな。皆がそう思っているだろうからな」

「フン、それは私を嫉妬させようとして煽っているのか？」

「まさか、真実を言ったまでだよ」

「この体勢で？」

　その言葉でクリスは己の立場を思い出した。尻にはハリーファを咥えさせられ、今も少しでも動き出されたら、また嬌声を零してしまう。

「うっ……絶対君から渡されたワインは飲まないっ……」

　どうしようもなく、目の前の男を睨みつけるしかない。するとハリーファがいつもの食えない笑みを浮かべた。

「後知恵は愚の骨頂───。吟遊詩人、ホメロスも使った言葉だ。後から悔いることほど、愚かなことはない。そうだろ？　クリス」

「ハリーファッ！」

　クリスは慌てて、腰を動かそうとするハリーファを止めようとしたが、間に合わなかった。腰をハリーファに強引に引き寄せられ、またさらなる奥へと男の欲望が捻ねじ込まれる。

「ひ……卑怯だぞ……あっ……もうっ……それ以上はっ……」

「まだお前も足りないだろう？　今夜は二人きりで思う存分愉しもう」

「君に付き合っていたら、精根尽き果てる！」

「精根尽きて、他の男に目などいかなくなればいい。一石二鳥だ」

　誰にとっての一石二鳥だ！

　心の中で叫ぶ。少なくともクリスにとっては災厄でしかない。

　しかしそう思う傍から、灼しやく熱ねつの楔くさびを最奥まで穿たれる。

「あああっ……」

「まだまだしっかりと私に絡みついてくる。お前の中が小刻みに震えて、気持ちがいい」

「私はよくな……あっ……ああっ……」

　再び激しい抽挿が始まる。快感に痺れた内膜が、膿うんだような熱を帯び、クリスをさらなる淫猥な喜悦の海へと沈めようとしてくる。

　快楽に敏感になったクリスの躰では、逃げたくとも逃げられず、ハリーファに与えられる熱に、奥の奥まで貪られる。

「あっ……ああっ……んっ……ふっ……」

　あまりの快感にクリスはとうとう白旗を上げるしかなかった。

　催淫剤のせいだ……絶対、催淫剤のせいだ。

　自分にそう言い聞かせながら、ハリーファの背中に手を回し、彼の熱を素直に受け止めた。

　今夜がとてつもなく長くなるのを覚悟しながら───。







　寝室に差し込む光が目に染みる。

　クリスは眩まぶしさから逃れるために寝返りを打った。すると鼻先に人肌のぬくもりを感じる。

　誰をベッドに誘い込んだんだ……？

　片目を開けてその正体に探りを入れれば、視界一杯に褐色の肌が広がった。

　なっ……。

「ハリーファッ！」

　一瞬にして昨夜の記憶が怒ど涛とうの如くクリスの脳裏に流れ込んできた。

　闇に消し去ってしまいたいほどの恐ろしい記憶に眩暈がする。

　慌てて起き上がろうとしたが、腰に激痛が走り、あえなくシーツに沈没した。

「つぅ……」

「……まったく、お前は朝から何を騒いでいるんだ？」

　呆れた音色を伴った声と一緒に、逞たくましい腕がクリスの腰に巻きついてくる。ハリーファも目が覚めたようだ。

「おはよう、ハニー」

　鼻先に唇を寄せられ、クリスの眉間に自然と皺が寄る。

「何が、ハニーだ。この疫病神め。君のせいで腰は痛いし、春コレのモデルには逃げられるし、踏んだり蹴ったりだよ」

　大人げないが、ぷいっと顔を逸らす。するとそれを宥なだめるようにハリーファが話しかけてきた。

「その代わり、催淫剤は抜けたし、代わりのモデルも見つかりそうで、いいじゃないか？」

「代わりのモデル？」

　思わずハリーファを振り返ってしまう。彼の目が、まるで悪戯坊主が悪だくみでも成功させたかのようにキラキラと輝いていた。

　一瞬、クリスに嫌な予感が走り、彼の笑顔に怯む。すかさずハリーファが口を開いた。

「モデルは私でいいではないか」

「はっ!?」

　意味がわからない。いや、その前にどこか聞き間違えたのかもしれない。

　クリスはじっとハリーファを見つめてしまった。

「私のような男前、他のモデルに引けをとらないと思うが？」

　そうかもしれないが……。

「そ、それを自分で言うか？」

「お前が言ってくれないから、言ったまでだ。お前がもっと褒めてくれれば、自分で言うことはない」

「言ってろ……」

　確かにハリーファの体軀は今度のアクセサリーには理想的だ。彼が派手な分、少しデザインの変更を余儀なくされるが、それはたいしたことでもない。問題は───。

「君は一国の王子だろ。一介の宝石店のモデルなんてやって、国のほうはいいのか？　見世物にされるんだぞ？　後で国王から直々にクレームなんてことはご免だからな」

　充分にあり得るトラブルを口にする。だが、ハリーファは鷹揚に頷いた。

「脱皮できないヘビは滅びる───なんだろ？　モデルは私自身の問題だ。父たちには口出しはさせない。ああ、そうだ。そういえば、一つだけタブーがあった。ヌードはＮＧだ。せいぜい胸元を大きく開けるまでだ」

「いや、誰もヌードまでは要求しないが……」

　このまま簡単にハリーファに決めていいものか迷う。流されているような気がしてならない。

「じゃあ、決まりだ。モデルが私に決まったことを、早速各記者に伝えるか」

「え？」

　ハリーファがベッドから手を伸ばし、ナイトテーブルの上に置いてあった電話でどこかに連絡を取り始める。

「ああ、私だ。すぐに記者会見を開く用意を。『ＡアＤダＭマＳス』の春コレのモデルに私が出ることになった。代替モデルは私であることを大々的に宣伝をするように手配しろ」

　あまりの急展開に、『ＡＤＭＳ』オーナーであるはずのクリスも、完全に置いていかれる。

「ハリーファ！　記者会見って……勝手に何をしようとしているんだ」

　電話を終えたハリーファに抗議するも、にこやかに返された。

「お前の気が変わらないうちに、先手を打っただけだ。それに私が代替モデルをやると発表するだけの会見だ。商品関係の情報を出さなければ問題ないだろう？」

　無造作に電話をポンとシーツの上に投げて、ハリーファもまたクリスの横へと寝転ぶ。

「まあ、公共の電波を使って、お前に欲されるのも気分がいいだろうと思ったのも確かだがな。お前のその唇から、私でないと駄目だ、と求愛のように皆の前で告白してくれるのも愉しいだろう」

「君は莫迦か」

　ばっさりと一言で斬ってやるが、まったくハリーファにはダメージを与えられないようだった。美人は拗すねても綺麗だな、と恥ずかしいことをさらに言い足してきて、結局、クリスのほうが大きなダメージを受ける始末だ。

　クリスの躰から力が抜けて、シーツに沈んでいると、ハリーファがクリスの金色の髪に顔を寄せ、旋毛つむじに軽くキスをした。

「投資もそうだが、何事においても、タイミングは重要だ。逃すと不利益を伴うことが多々ある。世間に私がモデルをやることを公表しておけば、この先、何かあっても、お前個人の感情では私を降ろすことができなくなるだろう？」

　髪に唇を寄せられ、必然とハリーファの胸に抱きかかえられるような格好になる。

　無理に逃げようとしては、逆にハリーファを意識しているように思われるような気がして、それもまた癪に障り、クリスは我慢してされるがままになった。

　ことさら何も意識していないように、平静を装って言葉を返す。

「君は、私が個人的感情で君をクビにするようなことをしでかすかもしれないと、自覚をしているんだな」

「お前の性格を熟知しているからな。あらゆるリスクは想定している」

　余裕の笑みで答えられ、ムッとする。

「君に性格を熟知されるほど、深い付き合いをしたつもりはないが？」

「そうかな？　私は大体、お前のことならわかるぞ。よく見ているからな。お前は意外と表情豊かだ。下心のある男には気をつけろよ」

　ハリーファがクリスの髪に埋めていた顔を上げると、今度はその額に唇を落とした。その甘い恋人のような仕草に、クリスは一瞬動揺するが、どうにか持ちこたえる。

　セックスは平気だが、こういう甘やかされるような行為は、自分がするならまだしも、されるのは駄目だ。ざわざわとした落ち着かない気分になる。しかし、ここで醜態を晒すわけにはいかない。

「ひ、人のせいにするな。大体、君が昨夜、ここにいたのも、偶然ではないんだろう？」

　もしかしたら、この男はクリスが嫌がるのを見越して、わざと甘い雰囲気を醸し出してくるのか、と疑いたくなるほどだ。

「あれはお前を部下にずっと見張らせていたからな。何か不穏な動きがあれば、すぐに私に連絡をするように言っておいただけだ」

　そう言いながら、ハリーファの手が不穏な動きを見せる。

「君が国に帰っていた時も、なのか？」

　彼の指がクリスの肌の上を滑っていく。

「ああ、ずっとな。そろそろお前が動き出す頃だろうと、私がこちらに戻ってきたら、案の定、お前が行動を起こしたということだ。いいタイミングだったな」

　その手がクリスの双丘に届くと、ぐっときつく鷲摑み、そして揉み始めた。

「相変わらずタイミングを読むのは上手いんだな」

「お前が私を褒めるとは、珍しいな」

　彼の手が今度はクリスの男根に触れようとしてきた。

「莫迦、嫌みだ」

　手の甲をきつく抓つねってやる。もちろん顔にはそんな素振りは見せない。

「つぅっ……。お前がもっと誠実な男だったら、私もこんな苦労をしなくともいいんだがな」

　ハリーファの手が名残惜しげにクリスから離れていく。

「だから、そもそも私と君は付き合っていない。お互いフリーだ」

「私に抱かれているのに、か？　タチのお前が、だぞ？　それとも誰にでも抱かせているのか？」

　手で触るのを諦めたようで、今度は唇をクリスの首筋に埋めてきた。軽く甘嚙みされる。

「っ……忌々しいな、まったく。百歩譲って、セフレだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「つれないな。しかし元同級生からセフレに格上げされたのなら、まずは喜ぶとしよう」

　突然、唇にキスをされる。クリスはまんまと隙を狙われ、つい顔を歪ませてしまった。

「セフレが格上げか？」

「私にとっては格上げだな。お前とベッドを共にできる権利が発生するのだからな」

「はぁ……本当に君は相手を喜ばすことに長たけているな。普通なら、君がそんな風に口説いたら、皆喜ぶだろう？　私相手に不毛じゃないか？」

「私は誰も彼も口説かない。口説くのは意中の人間だけだ、クリス」

　今度は騎士が忠誠を誓うようにクリスの手の甲に唇を寄せた。さすがは王子様だ。堂に入っている。

「っ……誑たらしの才能は君に負けるよ。だが、何度も言うが、私は抱かれるのは不本意だ。君を抱かせてくれるのなら、付き合ってもいいが、そうでなければ、ベッドまではいかない仲でおしまいだ。その考えを変えるつもりはない」

「今、セフレだと言ったこの口で、そんなことを言うのか？」

「セフレだからだ。セックスを愉しむことが目的なんだ。自分の主義主張をきちんと通すのが筋だろう」

「こんなに簡単に私を咥えられてもか？」

「え？」

　いきなりハリーファが上から覆おおい被かぶさってきたかと思うと、一気に貫かれる。早朝まで彼を咥えていたそこは、いとも簡単にハリーファの楔を飲み込んでしまった。

「ああっ……」

「こんなに悦よい声で啼くというのに、つれないことを言うのだな」

「ハリーファッ！　卑怯だぞ……っ……あっ……」

　すぐに二人の結合部分からぐちょぐちょと湿った音が響き出した。

「まだ中に私の精液が入ったままだからな。滑りもいい」

「そんな……激しく……する……な……くっ……ふっ……」

　ハリーファはクリスを貫いたまま、彼を抱え、自分の膝の上に載せた。

「ああああっ……」

　体勢が変わったことにより、今までとは違う場所に、太くて硬いものが当たり、クリスの躰中に凄すさまじいほどの愉悦の火花が飛び散る。

「こうしたら、お互いの顔がしっかりと見えるだろう？　クリス」

　ハリーファの膝の上で、お互い見合った形となった。

「あ……ハリーファッ……」

　いきなりの騎乗位は、まだまだ抱かれる側では初心者レベルであるクリスにとっては、かなりのハードさだ。

「こうすると、私がもっとお前の奥まで入るだろう？」

「やっ……挿れるな……っ……ああっ……奥に……奥に……く、るっ……はっ……」

　腸が押し上げられるような苦しい感覚と、下肢から込み上げるような快感に、クリスは翻弄される。

　しかしクリスは最後の理性を振り絞って、社会人らしいことを口にした。

「ハリーファ……仕事がっ……会社があるんだ……こんなことしている時間はない」

　会社を盾にすれば逃げられる───。

　そう思った瞬間だった。

「新しいモデルと打ち合わせをするんだ。多少は出社が遅れても誰も文句は言うまい？　なんならイノーベンにお前の店に連絡を入れさせておこう」

「なっ……」

　クリスの仕事を盾にしようとした目もく論ろ見みはあっさりと崩れさったのだった。







　そして数日後、『ＡＤＭＳ』は新しいモデルの発表と銘打って、記者会見を開くことになる。

　一国の王子であり、名うての投資家であるハリーファが、新進気鋭のジュエリー・デザイナーのブランド『ＡＤＭＳ』のモデルを務めるというニュースは瞬く間に広がり、世間を騒がせることになった。
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　地中海に浮かぶ世界遺産の宝庫、マルタ共和国。『マルタ』とはフェニキュア語で『安全な場所』を意味する単語から派生してできたと言われている。

　地中海文明の黎れい明めい期きに造られたとされる数々の巨石神殿が未だ残り、また十六世紀にはイスラム教徒からこの地を守るために結成されたマルタ騎士団の本拠地でもあったマルタには遺跡がたくさん残っている。

　今でも、その時代のどこよりも進んだ設計で建設された城塞都市が首都に残り、古代から中世、近世そして、現代が入り混じっている摩ま訶か不ふ思し議ぎな情緒を醸し出す感慨深い国である。

　クリスはハリーファをモデルにしたことから、春コレの撮影場所を、このマルタ島に変更した。

　歴史的なイスラムとヨーロッパ建築を見事に融合させた町並みの持つ、いわゆるハイブリッドな印象がハリーファのイメージにぴったりと合ったからだ。

　さらに長い間、イギリスの統治下にあったことから、地中海圏には珍しく、国民のほとんどが英語を話すという好条件もあり、スタッフを揃えやすかったのもある。

　アメリカから腕のいいスタッフを何人も連れて行っても、細かいニュアンスまで訳す能力のある通訳者が足りずに、現地のスタッフとの意思の疎通に苦労した経験から、これは大きなポイントであった。

　今回は、ここでポスターとプロモーション動画を撮影する予定だ。

　クリスは首都ヴァレッタに面する深い入り江から、水平線の彼方かなたにあるはずのアフリカ大陸を探し、目を凝らした。

　残念ながら今日は薄らとした雲に覆われて大陸は見えないが、すっきりと晴れた日には見えるらしい。

「こんな見渡す限りの海に囲まれている孤島に、オスマントルコが襲撃してきたなんて、信じられないな。そう思うと、当時の海洋技術にも舌を巻く……」

　クリスは潮風に髪をなびかせながら、ヴァレッタの外周路を歩いていた。ヴァレッタの海辺をぐるりと城壁に沿って道路が走っているのだ。海風も気持ちよく、散策にはもってこいの道である。

　すぐ目の前には、撮影隊がハリーファと女性モデルを囲んでいた。

　二人は恋人同士という設定で、ヴァレッタの都市にマス目上に張り巡らされている、異国情緒溢れる路地を巡り、デートを楽しんでいるというシチュエーションで撮影をしてもらっている。

　二月でも今日の気温は十七度あり、氷点下のニューヨークに比べたら、断然過ごしやすい。

　とは言っても、やはり薄手のコート一枚くらいは羽織りたい気温だ。しかし、ハリーファらは春物の衣装での撮影にもかかわらず、カメラが回れば、まったく寒さなど感じていないかのように振舞ってくれる。

　正直、ハリーファがこんなにも熱心にモデルの仕事をこなすとは思ってもいなかった。どうせ王子様だから、我が侭放題だろうと覚悟をしていた。

　だが実際は、素人のはずなのに、プロ根性もあり、文句を言わずに、ジュエリーをいかに美しく見せるかという、過酷なカメラマンの指示にも完璧に応えている。

　彼はクリスの期待をいい意味で裏切っていた。

　悔しいけど、あいつ、かっこいいよな……。

　つい、細身の美人女性モデルではなく、ハリーファに目がいってしまう。

　今回、ハリーファに用意したアクセサリーは、指輪とイヤリングだ。

　当初、ピアスを用意していたのだが、ハリーファが耳に穴は開けられないということで、イヤリングに急きゆう遽きよ変更した。

　さらに石もハリーファに合わせて変えた。

　春コレはジューン・ブライドを考えている恋人をターゲットにしているので、通常はダイヤモンドをメインに使っているが、今回は敢えて、トラピッチェエメラルドという緑の石に変えた。

　コロンビア産の、石の中に黒色の内包物があるエメラルドで、中心から放射状に内包物が伸びているため、車輪の模様を作り出す珍しいものだ。

　その石を取り囲むように、螺ら旋せん状じように麦の穂を模した台座をデザインした。螺旋で永遠の意味を、麦の穂で繁栄を表してみたのだ。

　女性のほうも同じ石を使い、螺旋状の台座に細かいダイヤを配し、華やかさをプラスした。

　少し奇をてらった石ではあるが、プラチナを台座に使っているので、品よく収まったデザインとなっている。

　クリス以外のデザイナーには、悪いとは思ったが、オーナーという権限で、ダイヤモンドをメインにしたアクセサリーをデザインするようにと改めて依頼しておいた。

　やはり春コレにはダイヤモンドが必要だからだ。

　そう、それがわかっているにもかかわらず、ハリーファを前にして、クリスは石をどうしても変えたいという衝動を抑え切れなかった。

　それだけ彼がクリスの創作意欲に火をつけたと言っても過言ではない。

　今回はぎりぎりの日程でもあるので、デザインを大きく変えることはできなかったが、いつかハリーファのためだけのアクセサリーを作ってみたいという思いさえ生まれた。

　まいったな……。

　風に吹かれるのに任せていた髪を片手で搔き上げた。こんなに気分を高揚させる人物に会ったのは久々だ。

　ベッドで寝るくらいのお気に入りは、常に何人かいるが、その中で、相手のためにジュエリーを作りたいと思えるほどの人物はなかなかいない。

　ハリーファを抱けるチャンスはある。彼がスポンサーを務めるテニスプレイヤーのネックレスを作り、彼女がそれを気に入ってくれたら、ハリーファが抱かれる側になるという賭けをしている。

　それに勝てば、あのふてぶてしい男を抱くことができる───。

「そうしたら、嫌みったらしくアクセサリーをプレゼントしてやるか」

　そう考えたら、何となく悪戯を思いついた子供のように、胸がわくわくしてきた。

「なんだか楽しそうですね、クリス」

　するとスタッフの一人が話しかけてきた。どうやら表情に感情が出ていたようだ。

「あ、いや。予想以上にこのヴァレッタの町並みがイメージに合っていたから、嬉しくなってしまってね」

　ばつが悪く、適当に笑顔で言い繕う。

「本当に不思議な街ですよね。マルタ騎士団の財力にものを言わせた建築物があると思えば、古いイスラム風の街もある。それに加えて巨石群の遺跡も点在しているとなれば、この島だけでも、映画のロケが何本もできそうですよ」

「実際、何本も映画が撮られているしね」

　多彩な風景を持つ島を、ハリウッドが見逃すわけもなく、マルタでは数多くの映画が撮られている。

「あ、そろそろ撮影が終わるようですね」

　撮影日程の二日間で、マルタ島の各地で撮影をする予定で、かなりタイトなスケジュールだ。

　今日は撮影二日目で、午前中で撮影を終わらせ、午後から各自オフになっていて、せっかくの機会でもあるので、マルタ共和国を観光できるように日程が組まれていた。

　昔、ベストセラーにもなった書籍にも出てきた巨石遺跡のゴゾ島にも行きたいと思っているスタッフもいたりで、皆、張り切って最終の撮影に挑んでいる。

　明日の昼過ぎの飛行機で、まずはイタリア本土に戻る予定なので、撮影の打ち上げパーティは明日、ホテルでランチを兼ねて催すことになっていた。

「とりあえず、ロケバスとハリーファ王子のリムジンを呼んできます」

「頼んだ」

　クリスの声にスタッフは軽く手を上げると、急いで車が停めてある駐車場へと走っていった。

「おい」

「え？」

　振り向くと、いかにも不機嫌だと言わんばかりの顔をしたハリーファがいつの間にかすぐ後ろに立っていた。彼の傍らにはハリーファにドリンクとコートを手渡そうと、困った顔をしたスタッフもいる。

　クリスはおろおろとしていたスタッフからドリンクとコートを受け取ると、仕事に戻るように指示し、ハリーファから解放してやる。そして、クリスはそのまましかめっ面をしたハリーファに、『ほら』とまずはコートを無理やり渡した。

「どうしたんだ。何か不都合でもあったか？」

「あの男は何だ？」

　鋭い瞳が向けられる。

「あの男？」

　意味がわからず首を傾かしげると、苛いら立だちを隠せない様子で、ハリーファが言葉を続けた。

「今、お前と一緒に話していた男だ。私がお前のために努力してモデルをやっているというのに、それを見もせずに、何をよその男と喋っているんだ」

　彼のセリフにクリスは頭痛を覚え、こめかみを指先で押さえながら答えた。

「ハリーファ……あれはスタッフだろう？」

「スタッフとなら浮気をしていいという法律はない」

　それを言うなら、世界中、誰が相手であろうと浮気をしていいなんていう法律はない。

　そう突っ込みたいが、言うと何倍もまた言い返されそうで、心の中だけにしておく。

　それよりも、面倒でも何度も言い聞かせれば、いつか彼に通じるはずだという期待を胸にしつつ、クリスは口を開いた。

「はぁ……。どうして、君は何でも浮気、浮気と言うんだ。まず、基本から言わせてもらうが……」

「私たちは付き合っていないと言うのだろう？　何度も聞いた」

　ハリーファが腕組みをして偉そうに答えてくる。

「わかっているなら、それこそ何度も言わせるな。ほら、躰が冷えるから早くコートを着ろ。それと……」

　ふと何気なく手渡されたドリンクがホットワインであることに気付き、クリスは先ほどのスタッフに声をかけた。

「悪いが、ハリーファは昼間、アルコールを飲まないんだ。代わりにコーヒーを持ってきてくれないか」

「あ、申し訳ありません！　今お持ちします！」

　スタッフが慌ててクリスの分と一緒にコーヒーを二つ持ってきてくれた。

「ほら、ハリーファ、コーヒーならいいだろう？」

　スタッフからコーヒーを受け取り、それをハリーファに差し出す。ハリーファがコーヒーをどうしてか感慨深く見つめ、受け取った。

「何だ？　コーヒーも駄目なのか？」

　尋ねるとハリーファの視線がクリスに向けられる。そのまま意味ありげに見つめられ、とうとうクリスのほうが痺れを切らし、もう一度尋ねた。

「だから、何なんだ」

「私の嫁になれ」

「はっ？」

　一瞬、脳が意味を理解するのを完全拒否したのか、クリスの頭の中が真っ白になる。

「こんなに自然と私に対して気遣いができるとは……。やはり何だかんだと言って、私のことを好きなのであろう？」

「はあっ!?」

　クリスを見つめる彼の瞳が僅かに熱を帯びたような気がした。彼の手がクリスの頰に添えられる。

　身の危険を感じ、クリスは反射的に退いた。手の中のコップに入ったコーヒーが少し零れたが、気にしている場合ではない。

「自分のところのモデルを気遣うのは普通だろう？　別に相手が君だからってわけじゃない。誤解しないでくれないか」

　クリスは真剣だというのに、ハリーファはまるで照れ隠しの言い訳くらいに思っているようで、微笑ほほえましいものでも見るかのようにクリスを見つめてくる。とてもではないが居たたまれない。

「ハリーファ！」

「確かに抱く、抱かれるで、多少意見の食い違いはあるが、それは些さ細さいなことだ」

「誰もそんなことは話していないし、宗旨についてはまったく些細じゃない」

　クリスにとっては男のプライドに関係する大切なことだ。

「クリス、私のテクニックをもってすれば、お前を気持ちよくさせることなど造作もないことだ。心配するな」

「大いに心配だ。君が暴走して、恐ろしい事件を起こしそうで怖くなったぞ」

「大丈夫だ。どんな事件を起こしても、大概のことは握り潰せる」

「その『大丈夫だ』は、君の保身についての言葉だよな。私に対しての言葉ではないだろう」

「そんなことはない。私と君の話だ。言っただろう？　お前は私が初めて心から愛した男だと。その私が起こした行動でお前の名誉を傷つけるようなことをするわけがない」

「君のさっきの言葉から考えて……それは君がそういう行動を起こすこと前提で、起きたら情報を握り潰す……ということだな」

「そうだ」

　ハリーファがニヤリと笑う。その笑みがまったく腹立たしい。クリスはつい声を荒らげた。

「威張って言うことか！　それなら私の身の危険は一向に減らないじゃないか」

「私は我慢の利かない人間だ。それに自分の意見は貫き通すことをモットーとしている」

「協調性のない男は嫌われるぞ」

「嫌われて結構。ただ一人の男に愛されていればいい」

　ハリーファは、再びクリスの頰に触れると、そのまま指を滑らせ、下唇を指の腹で撫でた。

「私はお前に関しては、狭量であることは自覚している。でもそれは私だけの責任ではないぞ。お前が魅力的すぎるのもよくない。この私を誑かした責任はある」

「責任転嫁するな。私は被害者だ」

　わざと自分の下唇を弄るハリーファの指先を舌で舐め、挑発してやる。彼の黒曜石のように美しい黒色の瞳が細められた。

「お前に比べたら今までの人間は、スポーツと変わらない、興奮を覚えるだけの存在だった。なんとも深みのないものだったな」

　ハリーファの指が官能的にクリスの下唇をなぞったかと思うと、そのまま唇を寄せ、柔らかく食はむ。

「っ……」

「お前を手に入れたい。早く私の胸に落ちてこい」

　今にも唇が触れそうなほどの間近で囁かれる。女性ならたぶん心臓が止まりそうになるほどの甘く低いハリーファの声だ。

　しかしクリスもそんなことで負けてはいなかった。相手を一瞬で惑わすと称される美しいエメラルドグリーンの瞳を蠱こ惑わく的てきに細め、彼を見つめ返してやった。

「君こそ、そんなに私とベッドに上がりたいのなら、自分から足を開けばいい。すぐに抱いてやるが？」

「なるほど……」

　ハリーファが小さく笑って、クリスの鼻先に音を立ててキスをした。

「確かに、それも考えようによっては刺激的だな。私を抱く気満々のお前を、逆に捩じ伏せて組み敷く。悔しさに歪むお前の顔が、快感に濡れていくのを真上からじっくりと見るのも、なかなか趣きがある」

「フン、言ってくれる」

　クリスは軽く鼻を鳴らして、ハリーファの胸を軽く押し返し、彼の拘束から逃れた。

　気に入っているモデルだといっても、あまりいちゃいちゃしていては目立つ。

「ハリーファ、この業界、キス一つくらいなら、仲間内で見て見ぬ振りをしてくれるが、人目があるところでは、これ以上の接触はやめておいたほうが無難だ。後でタブロイド紙などに売られたら、君も始末が面倒だろう？」

　そう言い聞かせ、クリスは離れた。だが、ハリーファが不満げな表情をした矢先、撮影現場のほうからスタッフの声が二人に掛かった。

「オーナー！　撤収完了しました。ロケバスへお戻りください」

　タイミングのいい掛け声に助けられ、クリスはハリーファの肩を叩いた。

「じゃ、行くか。ハリーファ、君はリムジンだろう？　途中はぐれることがあるかもしれないから、一応、ホテルのロビーで待ち合わせしよう。いいな？」

「よくない」

「え？」

　ハリーファの思わぬ返答に振り返ると、腕を強く引っ張られた。

「私と、クリスは一緒に行動する。午後からはオフなんだろう？　我々はこれで失礼するよ」

　勝手にハリーファがスタッフに答え出す。

「……なっ、ハリーファ！　私はこれでも一応このブランドのオーナーなんだ。そんな無責任なことはできな……」

「あ、オーナー、大丈夫ですよ。後は僕たちでやっておきます」

　悪魔の声だ。

　スタッフの気遣いが悪魔の声に聞こえるのは気のせいではない。

　クリスは退路を絶たれ、どうやってこの場を逃げ切ろうか脳内で模索していると、退路以外の路も徐々に塞がれ始める。

「クリス、皆もああ言っている。さあ、行こう。ああ、そうだ」

　ハリーファがスタッフに視線を向けた。

「皆の部屋に感謝の気持ちを込めてシャンパンを一本ずつ運ばせておいた。飲んでくれ」

「わ、ありがとうございます！」

「ごちそうさまです！」

　スタッフが口々に嬉しそうに礼を言う。一瞬にして、全員がハリーファの味方になってしまったような錯覚に陥る。

　このっ、ハリーファ！

　頭の中で罵倒するが、時、既に遅しだ。スタッフ全員と女性モデルまでもがにこやかに手を振って、ハリーファとクリスを見送ってくれる。

　もうハリーファのリムジンに乗るしかなかった。

「覚えておけよ、ハリーファ」

「何の話だ？」

「策士は策に溺れろ」

「お前にこれ以上ないくらい溺れている」

「っ！」

　ハリーファの気き障ざな言い草に、クリスに鳥肌が立つ。

「そういう臭いセリフは違う人間に言え」

「違う人間になら言う必要がない。言わなくとも、皆、私が望めばベッドに上がってくるしな」

　そんなことを鷹揚に告げる男につい視線を向けてしまう。

「……それはよかったな」

　クリスの言葉に、ハリーファの片眉が面白そうに跳ね上がる。

「ふーん、嫉妬か？」

「そんなものするか」

　肘で軽くハリーファを突いて抗議するが、それさえも彼にとっては嬉しいのか、笑顔を向けてくる。

　なんとなくクリスはこそばゆさを感じ、視線を彼から外した。目の前は真っ青な地中海だ。ニューヨークの喧けん騒そうも好きだが、波と風の音しかしない孤島の海岸沿いも、心惹かれるものがある。

　こういう青い海を題材に歴史的モチーフを混ぜ込んだデザインもいいな……。

　急にインスピレーションを感じ、スケッチをしたくなる。

「イメージが湧いたから、スケッチを少し描いてもいいだろうか？」

　いきなり違う話をし始めたクリスに、ハリーファが一瞬、え？　という顔をするが、すぐに理解したようで仕方ないなという笑みを浮かべた。

「車に乗ってからにしろ。外は結構寒い」

「ああ、そうだな」

　ハリーファが一応コートを羽織ってはいるが撮影用の春物の衣装であることを思い出し、クリスは彼の言葉に従って、リムジンへと乗り込んだ。







　リムジンに乗ってすぐに、クリスはデザイン画を描き始めた。と、言っても受けたインスピレーションをとりとめもなくスケッチするだけで、デザイン画とまでは言えないものである。それでもこの落書きを書き溜めておくだけで、デザインの幅が広がるのだ。それゆえ、クリスにとっては大事な作業の一つだ。

　ただひたすらにイメージをスケッチしているクリスを、私服に着替えたハリーファがミネラルウォーターを飲みながらずっと見つめている。

　何となく居心地が悪いが、スケッチを優先し、彼の相手をしてやれない自分にも非があるので、ハリーファのしたいままにさせておく。

　そうしてしばらくして、クリスは大体、イメージを描き終えたので、スケッチブックを鞄かばんにしまい、正面に座っていたハリーファに向き直った。

「すまないな。スケッチを始めると、あまり周りのことを気遣う余裕がなくて、集中してしまう」

　いくらいつもは忌々しい男であっても、まるっきり無視したように振舞ったのは気が引ける。

　クリスがこういう態度をとるのは、今までスタッフの前だけだったので、余計気まずさを感じる。

「後で何か奢おごる」

「構わない。お前が仕事に打ち込んでいる姿を見るのは好きだからな」

「物好きだな」

「よく言われる」

　ハリーファは相変わらずの食えない笑みを浮かべ、尊大な態度でミネラルウォーターを飲み干す。

「そろそろ目的地だ」

「え？　ホテルはまだ先だろう？」

　クリスの問いにハリーファが意味ありげに双眸を細め、小声で答えてきた。

「レイズとイノーベンを撒まく」

「え？」

　ガラスで仕切られた運転席に視線を向ける。そこにはハリーファのボディガードであるレイズとイノーベンの姿が見えた。

「ハ……ハリーファ？」

　意味がわからず彼を見上げると、彼がいきなり腕を引っ張った。

「信号で止まった。急いで降りるぞ」

「え!?」

　声を上げたときには、リムジンのドアから飛び出していた。そのままハリーファに手を引っ張られ、車の通りの少ない道路を横切る。

　ハリーファのボディガードも慌てて車から降りてくる。しかしハリーファは道路越しに彼らに命令した。

「来なくてもいい！　何かあったら連絡する」

　彼らの動きが止まる。それを確認してハリーファはまた走り出した。クリスは自分の手を引っ張って走る彼の背中に声を掛けた。

「待て、ハリーファ、彼らを置いていって大丈夫なのか？　それに、今からどこへ行くんだ？」

「まずはヴァレッタのバスターミナルかな」

「バスターミナル!?　どうしてそんなところに？」

「マルタのイエローバスに、この土地に住んでいる人間のように乗ってみたい」

「は？　ローマの休日みたいなことは、私のいない時にやってくれ！」

「お前と乗りたいんだ」

「ハリーファ！」

　街路樹で覆われた歩道を、真っ直ぐ走る。すぐに黄色いバスが渦を巻くように停まっている広場に着いた。

「な……これ、どうやって乗るんだ？」

　大きなロータリーに、何台ものバスが円を描くように幾重にもなって停められている。一瞬、虎がぐるぐる回ってバターになったという童話を思い出すような光景だ。

　ロータリーに砂浜の砂が入り込んでいるのか、時々砂すな埃ぼこりが舞い上がる。今まで見てきたリゾートの風景と少し違い、これはこれで異国情緒を感じるものだった。

「まるでラクダ市のようだな。バスがラクダに見える」

　ハリーファが愉しそうにバスの群れの中に入っていく。

　様々な形のバスが所狭しと停められている。バスは最新式の大型バスから、どこかの国で勇退した古いバスまで様々だ。しかしどれも、すべてイエローでカラーリングされていて、とても可愛らしい感じになっている。

　だがどのバスにも行き先が書かれていない。時々表示がされているものがあるが、その土地名が、他の国の都市名だったりして、当てにならなかった。

　バス停もあるにはあるのだが、いろんな路線を併用しているバス停なので、何がどう来るのかもよくわからない。

　バス停にあった時刻表もアメリカのものと違い、意味不明だ。

　特にクリスの場合、どこへ行くにしても、運転手付きの車か、タクシーにしか乗らないので、こういった公共の乗り物に慣れていない。自慢ではないが、時刻表の見方もよくわからなかった。

　周囲を見ると、地元の人もバス停で待っている人は少なく、皆、ロータリーに停車しているバスにそのまま乗ったりしている。

　空港にたとえれば、たぶんハブ空港みたいなものなのだろう。バスターミナルで、無数のバスが停車するゆえに、要領がわかっていないと、何が何だかわからない類のやつだ。

　ハリーファがどこへ行こうとしているのかもわからないクリスは、彼に引っ張られるままついていくしかない。

　ハリーファの手元を見ると、スマホにマルタバスの路線図が映し出されているのが目に入った。

「どうやら、この路線図の番号が掲げられているバスに乗るといいようだな」

「わかるか？」

「ああ、ラクダの群れから、自分のラクダを探すのは得意だから、それより簡単だ」

　ハリーファは鼻歌交じりに、停められているバスのフロントガラス付近を見て回る。

　ようやく目的の番号を掲げているバスを見つけて、そこで待機している運転手に、この目的地に一番早く到着するバスはこれでいいかと尋ねる。すると、別のバスを指差して、あちらのバスのほうが早く出発すると、マルタ訛なまりの英語で教えてくれた。

　教えられたバスへ行くと、今度は掲げられている数字が、路線図に乗っている数字とは別のものだった。

　ハリーファはすかさず運転手に尋ねた。

「このバスはイムディーナに一番早く到着するか？」

　そこで初めてハリーファがイムディーナという場所へ行こうとしていることを知る。

「ああ、一番早く行くよ。乗って」

　数字は違っているが、その街を通ることがわかり、ハリーファとクリスは運転手に言われるままバスへと乗り込んだ。

　バスの路線図が実際と違っているのはよくあることだ。

　狭くて硬いシートに座りながら、ハリーファが愉しそうに話しかけてくる。その様子はニューヨークで見る高名な投資家であったり、誰もが振り向くような色男の顔とはまったく違う、純粋に冒険を楽しむ子供のように見えた。

「こんなの、学生以来だ、クリス」

「確かに、今はここに行きたいって言えば、運転手が連れて行ってくれるからな。私はそれで充分だけどな。こんな意味のわからないハラハラした旅は心臓に悪い」

　クリスはどちらかというと、面倒臭がりなので、目的地まで連れていってもらうほうが好きなタイプだ。きっとハリーファとは正反対なのだろう。

「自分でやれることを増やすのはいいことだ。他人任せにしていると、本当に楽しいことを知らずに人生を過ごすことになるかもしれないぞ？」

「……そういうところ、王子様らしくないんだよな、君は」

「傀かい儡らい王子は性に合わないんでね。大臣の眉間の皺を見るのが、私の憂さ晴らしの一つさ」

「大臣に同情するよ」

「私に同情してくれないのか？」

　他た愛あいもないことを喋っているうちに、次々と人が乗り込んできて、ほぼ満席になる。やがてバスが静かに発車した。

　城塞都市ヴァレッタの碁盤状に仕切られた街道をバスが走る。

　町並みは古く、歴史を感じさせるかのように黒ずんでいる建物が多い。

　しかしそんな中でも、壁面を綺麗にクリーニングしたのか、従来の色、ハニー色に輝くマルタストーンの建物もちらほらと見ることができる。

　中世の時代、ここにある建物すべてがマルタストーンの本来の輝きを見せて建っていたとしたら、その景色は荘厳であったに違いない。

　クリスもこの島を撮影場所に選んだときに、少し調べたのだが、マルタ騎士団という貴族の子弟らが所属した騎士団は、当時キリスト教団から、かなりの寄付を得ていたらしい。その莫大な資金を投入して、この都市を造ったとのことだった。

「凄いな。バスに乗っていると、意外と外の景色に目がいく。車高が高いのも、いいかもしれないな……」

　思わずクリスが呟くと、得意げにハリーファがクリスの肩を抱いてきた。

「そうだろ。リムジンのスモークガラスではしっかり見えないからな」

　当たり前だが、誰もクリスとハリーファを気に留める者はいない。どこかの観光客だと思っているようだ。それがまた心地良い。家の名前から解放されたようで、気持ちも軽くなる。

　それでやっと、何となくハリーファの気持ちもわかった気がした。

　彼もまた王子という肩書きを忘れられるのだろう。

　その証拠に、ハリーファのいつも斜に構えているようなところが今はない。素直に旅を楽しんでいるようだ。

　確かに、こういう旅もいいかもな。今回はハリーファに感謝するしかないか……。

　クリスがそう思いながら、窓から見える景色に目を遣ると、バスが停留所に停まる。客の一人が降りていった。するとまたバスは音もなく出発した。

　ふと純粋な疑問がクリスに浮かぶ。

「ん？　ハリーファ、バス、どうやって降りるんだ？」

「知らん」

「知らないって……今の乗客、何もしてないのに、いきなり降りたぞ。どうやって降りるんだ？」

　バスには降りる際に運転手に知らせるようなブザーなど見当たらない。

　するとまたバスが何の前触れもなく停まる。そして乗客がやはり当たり前の顔をして降りて行く。ここはどこだろうと、ふとバス停を見ると、『ＢＵＳ　ＳＴＯＰ』と書いてあるだけだ。

　クリスはまたもや嫌なことに気付いてしまった。

「ハリーファ……バス停に地名が書かれてない……ってことは、もしかして停留所、数えていないといけないとか、そんな神業的なことになっているのか？」

　反対車線にあったバス停も見るが、そちらにも名前は書いてなかった。ハリーファがスマホで何かを検索し始める。

「クリスの言う通りだ。どうやら乗った停留所から数えてないと降りる停留所がわからないらしい」

　ジーザスッ！

「凄いな、ここの住人は皆数えているのか？　ああ、地元だから風景でそろそろ降りる場所だとかわかるのか」

　クリスが天を仰いでいるというのに、隣に座っている男は、吞のん気きな声で普通に感心さえしている。そんな男の襟元を、クリスは思わず摑んでしまう。そして小声で抗議した。

「ハリーファ、そんなこと感心している場合か？　どうするんだ、私たちは。まったく今、何番目の停留所だったのかもわからないんだぞ。まさか『インシャー・アッラー神のみぞ知る』なんて言うんじゃないだろうな」

「上手いこと言うな……って、そんなに睨むな。ムラムラしてくるだろう」

「っ！　信じられない男だな、君は」

　クリスはハリーファの襟元から手を離し、彼の二の腕をキュッと抓ってやった。

「クリス、痛いぞ。どうせ甘えるのなら、もう少し、お手柔らかにしてくれ」

「言ってろ」

　いつも指示一つで、どこに行くにしてもドアトゥドアな生活を当たり前のようにしているクリスにとって、こんな思い通りに行かない旅はストレスにしかならない。

　しかしそう思う一方、『快適』に慣れすぎて、ちょっとしたことでもストレスに感じてしまう自分にも気付く。あまりよくない傾向だ。ニューヨークに戻ったら、カウンセラーに相談して、ストレスに強い躰作りをしようと、心密かに誓う。

　すると、急に前に座っていた六十歳を超えたくらいの女性が振り返った。

「あんたたち、次に降りるという時になったら、ここを引っ張ればいいんだよ」

「え？」

　女性が天井を指差しているので、そのまま見上げる。バスの天井には何本かロープが張り巡らされていた。それは全部、運転席へと伸びている。

「このロープを引っ張れば、運転手さんのところのベルがチリンチリンって鳴るようになっているから、停まってくれるんだよ」

「えっ！」

　今どき、あまり聞いたことのないアナログさだ。隣に座っているハリーファも驚きを越して感心している。

「凄いな。エネルギー節約だ」

「それで、あんたたちはどこで降りるつもりなんだい？」

　どうやらハリーファとクリスの会話が聞こえていたらしく、困っているのに気付いてくれていたようだ。

「イムディーナです」

　ハリーファが答えた途端、女性は前へ向き直って、大声を出した。

「運転手さん！　この子たち、イムディーナで降りたいらしいから、着いたら停まってやってくれないかしら！」

　運転手が女性の声に、片手を上げて応えた。

「これで大丈夫だわ。私は次で降りるけど、あんたたちはバスの運転手さんに言われるまで、このバスに乗ってるんだよ」

「あ、ありがとうございます」

　クリスが礼を言うと、続いてハリーファも女性に対して小さく頷いた。

　バスに乗らなかったら知り合えなかった、小さな奇跡の出会いに、心が温まる。

　やがて女性も降り、バスはそのまま内陸地へと入っていく。

　荒涼とした景色が延々と続く。なだらかな丘陵地帯と言えばそうかもしれないが、イギリス、ロンドン近郊などに見られる緑豊かな丘陵とは違い、岩肌が見える緑の少ない丘が続くのがマルタの内陸部だった。

　同じような景色に興味が薄れてきたのと、バスの揺れがリムジンとは違ってゆらゆらと柔らかなものであったのが重なり、次第にクリスに眠気が襲ってくる。

　たぶん連日、オーナーとしてコレクションの準備に追われている疲れもあったのだろう。ふと気が抜けたようだ。

　とうとう睡魔に負けて、うつらうつらと眠っていると、ハリーファが肩を叩いてきた。はっと気付くと、知らぬ間に彼の肩に寄り掛かっていたようだ。

「わ……悪い」

「綺麗な寝顔が見放題だったのも、バスの醍だい醐ご味みだな」
















　バツが悪い。これではクリスがハリーファにとても気を許しているように思われてしまう。

　抱きたいと言われている男に、誤解を与えるようなことはしたくないのに、こんな失態を犯してしまっては元も子もない。

　クリスが顔を歪ませていると、ハリーファがなんでもない風に話しかけてきた。

「どうやら、イムディーナに着いたようだぞ」

　慌てて顔を上げると、それまで一度も後ろを振り向いたことのなかった運転手が、こちらを振り返って、手で何かを合図している。たぶんここで降りろということだろう。

　クリスはハリーファと共にバスを降りた。目の前にはどこまでも広がる真っ青な空と、黒ずんだ石で覆われた古都、イムディーナが聳そびえ立っていた。

　丘陵地帯に突如現れた古い城塞都市は、かつてのマルタの首都で、ヴァレッタに首都が移った今は、静寂に包まれたサイレント・シティなどと呼ばれている。

「凄いな。この都市そのものが映画のセットのようだ。ハリーファはどうしてここに来たかったんだ？」

「騎士団以前のマルタの町を見てみたかったんだ。ここはローマ時代から栄えていたらしいからな。興味があった」

「古いんだな」

「十七世紀だったかな。そのときの大震災でほとんど壊れたらしいが、倒壊しなかった建物の中でも、十四世紀の貴族の建物が今でも残っているらしいぞ。お前のデザインの参考になるんじゃないのか？」

「え？」

　ハリーファの言葉に彼を見るが、彼は一人でさっさと、石壁に囲まれた細く静かな小道を歩いていってしまう。

　もしかして───？

　もしかして私のために、ここに来たのか？

　クリスの耳がカッと熱を持つ。きっと赤くなっているに違いない。

　最近、クリスはヒストリカル・シリーズと銘打って、古い遺跡などからインスピレーションを受けたデザインをよく描く。紋章や彫刻などの古いモチーフが昔から好きなのだ。

　このシリーズは一般に発売されているものなので、ハリーファが知っていてもおかしくない。

　くっ……不意打ちだ。

　クリスは胸を押さえた。鼓動が逸はやるのを否めない。

「クリス、何をしている。さっさと行くぞ」

　ハリーファがいつまで経っても歩かないクリスに痺れを切らして、遠くから声をかけてきた。

　古い町は人も少なく、ハリーファの声がよく通り、青空に響き渡る。

　クリスは足早にハリーファがいるほうへ近寄ると、彼と肩を並べた。

　町は四色だけで構成されていた。黒ずんでいるが、マルタストーンの壁のハニー色。それに、アイアンでできた窓の格子の黒。そして空の青に、薄らと浮かぶ雲の白だ。

　シンプルゆえに輪郭がくっきりしていて美しい風景を作り出している。まるで歴史ごと取り残された景色のようにも思えた。

　そんな何ともいえない不思議な空間を、こうやってハリーファと二人で歩いているのも変な気分になる。まるでデートでもしているようだ。

　ふと、そんなことに思い当たってしまい、クリスは軽く首を振った。

　リゾート地に来たせいで、きっとアバンチュールな気分になっているのだ。そうに違いない。

　二人はかつての騎士団長の別荘だったという自然科学博物館や、十四世紀に建てられた貴族の館などを見て回った。

　時折、華やかなピンク色のサルビアが気候のせいか大きく育ち、建物の軒先に彩りを与えているのがとても美しく、クリスは何度も目を奪われた。

　そしてデザインのモチーフになりそうなものを見つけては、スケッチをした。そのたびにハリーファは別に文句を言うわけでもなく、クリスが描き上げるのを、近くで待っていてくれた。

　すごく甘やかされているような気がして、背中がむず痒くなる。ハリーファの新たな一面に気付かずにはいられない。

　そんなことを何度か繰り返し、昼遅くにランチを見晴らしのよいテラスでとった。

　どこまでも続く寂しげな丘陵地帯が三百六十度、広がっている。そのところどころに古い街や、教会の塔などが聳え立ち、昔からずっとこの風景が変わらずにいることがわかる。

　遠くには一際白く輝く華麗な城塞都市が見えた。今の首都、ヴァレッタだ。イムディーナと比べると、まさに光と影だ。

　そして光の都市、ヴァレッタの向こうには遥はるかに広がる地中海が見渡せた。

「ここから見える景色、何百年と変わってないんだろうな。昔の人も、今私たちが見ている風景と同じものを見ていたのかな……」

　クリスはお世辞でも美お味いしいとは言えないパスタをフォークで突きつつ、ハリーファを横目で見た。

　彼のほうは、もうパスタを食べるのを諦めたようで、ミネラルウォーターとサラダを口にしながら相槌を打ってきた。

「そうだな」

　やはりハリーファの注文したパスタも美味しくないのだろう。

　クリスはハリーファから再び真っ青な地中海へと視線を移し、テーブルに頰ほお杖づえをついてじっくりとその景色を堪能した。

「騎士団の人間はヨーロッパ各地からやってきた貴族の子弟が多かったと聞く。遥か遠くの孤島へやってきて、寂しくなかったんだろうか。中には恋人と別れて来た人間もいただろうに……」

「意外とクリスはロマンチストなんだな」

　ハリーファに指摘され、頰に熱が集まる。つい気を許して恥ずかしいことを口にしてしまった。しかし言ったからには訂正はできない。クリスは開き直った。

「い……いいじゃないか。こうやって海の向こうの故郷を、どんな思いで見つめていたんだろうなって、考えても」

　するとハリーファが小さく噴き出した。まったく失礼な男だ。

「クリス、そっちはアフリカ大陸だから、ヨーロッパは逆だぞ。ま、それでもシチリア島に邪魔されるか」

　あ……。

　一瞬、言葉を失うが、どうにか気を取り直して、言い返す。

「な……ハリーファ、君はロマンがなさすぎるぞ。そういう地理的な問題は横に置いておいてもいいだろう」

「親切に教えてやっただけだ」

「はいはい、ありがとうございます。で、このイギリス植民地時代の置き土産のような味のパスタを食べるのはやめて、そろそろ大聖堂に行かないか？」

　早々に話題を切り替えたほうが得策だ。クリスは先ほど検索してチェックしておいたイムディーナの大聖堂のことを口にした。十三世紀の古い壁画が完璧に残っているらしく、ぜひとも見たいと思っていたものだ。

「そうだな。博物館もあるようだし、行ってみるか」

　ハリーファがボーイを呼び、会計を済ませる。本当にこれではデートみたいだ。ハリーファにしっかりとエスコートされている。

　デートじゃないんだけどな……。

　そこは認めたくないクリスだ。それに主導権を握れないのも不本意だ。だがそれを態度に表すのも大人げなくて、ハリーファにされるがままだ。

　二人はそのまま大聖堂で過ごし、そしてまた来た時と同じように、イエローバスに乗って、今度は首都ヴァレッタの対岸に当たるスリーマーへと移動した。

　行きで覚えたロープを引っ張って運転手のベルを鳴らすのも今度は体験でき、まるでテーマパークの乗り物にでも乗ったかのように、興奮した。

　これもいつもの運転手付きリムジンに乗っていては体験できなかったことだった。

　二人がスリーマーにやって来たときには、既に陽ひもすっかり暮れていた。

　湾を挟んで、向こう側にはオレンジ色にライトアップされた世界文化遺産の城塞都市、ヴァレッタの幽玄な様子が見える。

　スリーマーには名門ホテルや観光客相手のレストランなどが揃っていた。

　クリスはハリーファに連れられるがまま、そのうちの一軒のレストランに入った。案内された席は、美しくライトアップされたヴァレッタの城塞がすぐ目の前に見える場所だった。

　シーフードと白ワインを適当に注文し、二人でその料理に舌鼓を打った。昼に食べたパスタより遥かに美味しい。

　対岸のヴァレッタにはこのスリーマーから定期船が出ており、湾には多くの船が光を放ち浮かんでいる。それは光の粒が散らばっているようにも見えた。

　その幻想的な景色に心を奪われていると、ふと、クリスは一つのことに気がついた。

　こんな一等席がいきなり来て空いているわけがない。もしかしてハリーファは最初からここを予約していたのか───？

　そういえば……。

『……お前のデザインの参考になるんじゃないのか？』

　イムディーナに着いたとき、そんなことを言っていた。もしかして最初からこの小さな冒険を計画していたのだろうか。

　クリスはチラリと自分の鞄に目を遣った。そこには今日いろいろと描いたスケッチが入っている。すべてがハリーファが連れてきてくれなければ湧かなかったインスピレーションから描いたものだ。

　やはり今日の冒険はハリーファなりにクリスのことを思っての行動である可能性が高い。

「……ハリーファ、君はどこから計画していたんだ？　今日、行き当たりばったりじゃなかっただろう？」

「ん？」

　ハリーファも夜景を見ていたようだった。クリスの声に、湾からこちらに黒い瞳を向けた。昼間とは違い、いつもの男らしい色香を溢れさせたハリーファは、自分の魅力を理解しているのだろうか、クリスを熱の篭った瞳で見つめてきた。

「せっかくのお前と二人だけのデートだ。大体の行き先は決めていた。ちょっとしたアクシデントはあったが、それはそれで楽しかっただろう？」

　クリスが楽しんだことを前提で話しかけてくる。ハリーファに心を読まれたようで少しだけムッとしたが、確かに彼の言う通りなので、口が歪みそうになりながらも認めた。

「ま……そうだな」

「なら、いい」

　満足そうに言うハリーファに、クリスは一大決心をして思いを告げた。

「……ありがとう」

「え……」

　突然、ハリーファが傍はた目めにもわかるほど固まった。どうしたのかと思い、クリスがハリーファをじっと見つめていると、彼は乱暴に手元にあったワインを飲み干した。

　もしかして、照れている？

　彼の肌の色からでは赤くなっているかどうかはわかりにくいが、彼の視線の不自然な彷徨さまよい方から、なんとなくそんな気がした。

　なんで『ありがとう』の一言に照れるんだ！

　突っ込みたくなるのは山々だが、クリスもどうしてか一緒になって恥ずかしくなってきた。

　う……。こんないい歳した男が向かい合って、恥ずかしがるのって、気持ち悪くないか？

　自分とハリーファの現状を冷静に分析するクリスである。

　しかしここで一緒に黙っていては、益々気持ちが悪い。とにかく何も気付かない振りをして、とりあえず感謝の気持ちだけは伝えることにした。

「君が連れてきてくれなかったら、普通にただのリゾート地としてしか楽しめなかったと思う」

「あ……いや……。私も今日のお前とのデートは楽しかった」

「デートじゃない」

　そこはしっかり訂正しておく。するとハリーファの表情もいつものようにふてぶてしいものに変わった。

　クリスはようやくどこかホッとした。このまま落ち着かない気分で、彼と対たい峙じするのは居たたまれない。

「デートじゃなかったら、何なんだ？」

「……ち、小さな冒険だ」

　我ながら少し苦しい言い訳だ。案の定、ハリーファが不満そうに口端を上げる。

「小さな冒険？」

「それでいいじゃないか。ちょっとした冒険の相棒ということで」

「相棒か。もしかして、それは人生の相棒、夫婦となるための結婚の話をしているのか？　そうだな、結婚はある意味冒険だしな。お前とだったら最高の冒険になる自信はある」

　無視だ。無視に限る。

　クリスは目の前の料理を無言で食べ始めた。このレストランはイタリアからシェフを呼んでいるらしいこともあって、味はイタリアで食べるものとほぼ同列だった。

　イタリアから近いのに、料理に関しては植民地時代の影響が強く、負の遺産とまで言われているイギリス味なのがマルタ料理だ。

　現代のイギリスの料理はかなり美味しくなっているが、ここは植民地時代のままの味を引き継いでいるレストランが多い。

　しかしこのレストランはハリーファが予約していただけあって、どれも味のいいものばかりであった。

「今日一日で相棒としての相性も最高だとわかったし……」

「……このムール貝、なかなか美味しいな。ベルギーのムール貝専門店で食べたものと、ほぼ遜色がない」

「……クリス、私の話を聞いているか？」

「有意義な話には耳を傾けるが、君の妄想話を長く聞くほどの奉仕精神はない」

「お前は……今の今、可愛く礼を言った口で、そんなつれないことを言うのか？」

「可愛いという修飾語には疑問を呈したいが、それはそれ、これはこれだ」

　オマール海え老びをぱくりと一口食べる。これも新鮮で身がぷりぷりしている。

「あまりつれないことを言うと、夜、酷く啼かせたくなるが、いいのか？」

　ハリーファがそれまでの声よりも深みのある声で囁く。クリスのフォークを持つ手が、彼の艶に少しだけざわついたが、それを悟られないよう、平然と言葉を返す。

「無理強いされるのは嫌いだ。君がそんなことをするのなら、二度と会わないからな」

「ふん、小こ賢ざかしい奴め。私がお前に会えなくなるのが一番辛いと知っていて、そういうことを口にするんだな」

「相手の急所を抉えぐるのが一番手っ取り早いからな」

「酷い男だ」

「君ほどではないと思うが？」

「よく言う」

　呆れたように呟かれる。まあ、お互い様だとはクリスも思うので、それ以上何か言うのをやめて、食事に専念した。

　するとハリーファがぽつりと話し出した。

「……オックスフォードに在学中に、私は一度、お前に振られたことがある」

「え？」

　そんなことあったか？

　ハリーファとはあまり接点がなかったように思う。もちろん告白されたことなど、まったくなかったはずだ。されていたら、さすがに覚えている。

「その顔から察すると、どうやら覚えていないようだな、やはり酷い男はお前だ」

「私が振ったって……。君を、か？」

「エイツ・ウィーク。ボート競技だ」

「ボート競技？」

　エイツ・ウィークとは大学の二大ボート行事と言われているものの一つだ。

　オックスフォードでは古くからボート競技が盛んで、春学期に『トービッズ』と呼ばれる行事、夏に各カレッジの最強の選手たちが競う『エイツ・ウィーク』を開催している。

　一つのボートに八人の選手が乗って勝敗を争うのだが、この『エイツ・ウィーク』で勝利したチームには最高の名誉として『ヘッズ・オブ・ザ・リバー』という称号が贈られ大学の英雄となる。

　オックスフォード大学のこの伝統的な行事に、確かハリーファは参加し、そして勝利したはずだ。

「私がお前をボートの選手に推薦したのに、お前は断っただろ」

「あ……あれ、君が推薦したのか？　断るに決まっているだろう。確かに選手に選ばれること自体も名誉なことだが、私がカレッジ最強組に入れるわけがないだろう？　それこそ足を引っ張って、罪悪感で倒れそうになるぞ」

　やっとあの摩訶不思議な無謀な誘いの元凶がわかった。当時はどうして誘いを受けたのかわからず、首を捻ひねったものだ。

「私はお前とチームメイトになりたかった。お前とはカレッジが一緒でも滅めつ多たに話しかけられなかったし、いいチャンスだと思ったからお前を推薦したんだ」

「話がしたかったら、もっとハードルの低いものから声を掛けてくれないか。よりによって『エイツ・ウィーク』のボート選手なんて、イエスって言えるわけがないだろう」

「では、他のことなら、イエスと言ってくれたのか？」

　クリスはその問いにしばらく考え込んで、答えを出した。

「……いや、たぶん言わないな。お前が言ってきそうなことが想像できるからな」

「想像とは違うかもしれないだろう？」

　ハリーファが男らしい口許をニヤリと歪める。彼の魅力に取り込まれそうになり、クリスは無理やり彼から視線を外した。

「どうしたって、君のシンパに嫌がらせを受けたに決まっている」

　ハリーファのシンパは結構過激で、不要に近づこうとする輩を、ことごとく排除していた。まあ、クリスのシンパも似たようなものではあるが。

「その前に私が君の親衛隊に闇討ちに遭ったかもしれないな」

「よく言う。君なら返り討ちにしただろう」

「まあな」

　躊ちゆう躇ちよなくそう返す彼に、クリスは呆れて中断していた食事を再開した。すると、レストランの隅に見覚えのある顔が現れた。

　ハリーファのボディガードの二人だ。ハリーファはどうやら既に気付いていたようで、彼らが近づいてきても、別段驚く様子もなく、クリスに話しかけてきた。

「せっかくの二人きりのデートに、気の利かない邪魔者が現れたな」

　時計を見ると、夜の十一時過ぎだ。ここがニューヨークなら、今から遊びの時間が始まるといった時間帯だが、ここには『ＡアＤダＭマＳス』の春コレの撮影に来ているのだ。責任者として、あまりハメを外すわけにもいかなかった。

「食事は済んだし、そろそろホテルに戻るか」

「もう戻るのか？　クリス」

「明日の朝、ホテルの担当と昼の打ち上げパーティの最終確認をすることになっているんだ。深酒はできない」

「真面目だな」

「一応、オーナーだからな。仕事は真面目にやるよ。自分の城は自分で守るしかないからな。隙を見せたら親や祖父に狙われる」

「私のこともついでに真面目に考えてくれるといいんだが？」

「モデルとしての君のことなら、ここ最近、ずっと真面目に考えているよ」

「では、私は、少しはお前にとっていなくてはならない男なわけだな」

　ハリーファが、クリスのワイングラスを持っていた指先をふと持ち上げたかと思うと、素早くキスをした。

「クルーザーを用意している。クリス、ホテルに戻る前に湾を一周しないか？」

「用意周到だな」

「私は恋人に尽くすタイプだ。恋人のためになら努力は惜しまないよ」

「君の恋人が羨ましいよ」

　これ以上ないというくらい、綺麗ににっこりと笑ってやる。するとハリーファは苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をした。

「そういうところが酷い男だと言っているんだ、クリス」

「お褒めいただき、光栄だな」

「フン、いつか絶対、お前を手に入れるからな」

　自信たっぷりの態度で告げてくるハリーファに、恋の駆け引きを挑むのは愉しい。下手なセックスより躰が高揚する。

「そんな日が来るかどうか知らないが、夢は大切だから、胸にしまっておけ。口に出して言うな」

「毎日言わせてもらう」

　ハリーファは会話をしながら、店のスタッフを呼ぶとさっさと会計を済ませ立ち上がる。

「嫌がらせか？」

　クリスも話しながら、席を立つ。

「ああ、嫌がらせだ。もしかして、お前を洗脳できるかもしれないしな」

「莫迦なことを言ってろ」

「ああ、だから毎日言うって言ってるだろう？」

「違う、揚げ足とるな。まったく君という奴は……」

　そんな他愛もない言い合いをしながら、二人はレストランを後にした。







　二人はレストランのすぐ前にあるプロムナードを少し歩き、ハリーファが借りたクルーザーが停留してある場所へと移動した。

　個人で使うクルーザーは、定期便フェリーなどを優先させているため、少し離れた場所へ停留させられるらしい。

　プロムナードで愛を語らう恋人たちを横目に、クリスはハリーファとウィンブルドンの選手に作るネックレスの話をしながら、歩いた。

　何となく、ハリーファと話しているうちに、綺麗なピジョンブラッドの色をしたルビーを使ったネックレスのイメージが湧いてくる。

　ルビーは愛を育むお守りとしても使われるので、女性らしいデザインで、戦い終えた女神のようなイメージを作りたい。

　草木を表す装飾もルビーの周りにちりばめたい。

　次々と浮かんでくるイメージを心の中で描きとめていると、突然耳を劈つんざくような爆音が響いた。

「え!?」

　前方で火柱が立ち上がっている。

「ハリーファッ！」

　クリスが驚いて声を上げると、ハリーファがクリスを胸に抱え込んだ。まるで何かから守ろうとしてくれているようだ。

「レイズ、イノーベン！」

　ハリーファがボディガードの名前を呼ぶと、既に彼らは装着していたイヤホンで何かを指示し始めており、銃を構えながら傍へとやってくる。

　すぐに数人のボディガードらしき人間がやってきて、そのままクリスとハリーファを通り越し、爆発のあったほうへと走り去っていった。

　クリスは、ハリーファのマルタ島でのボディガードが、常に顔を見せるレイズ、イノーベンの他に、組織立って何人もいたことを、この様子で知った。

　やはり王子という身分は、ただのセレブとは違うのだと実感する瞬間である。

　レイズ、イノーベンの二人はハリーファの専属ボディガードということで、この場から離れず、クリスとハリーファを安全な場所へと誘導した。

「何があった」

　ハリーファがクリスを胸の中に閉じ込めたまま、イノーベンに話しかけた。

「殿下が乗船なさろうとしていたクルーザーが何者かによって爆破されました」

「何？」

「え！」

　クリスも思わず声が出てしまった。自分たちが誰かに狙われているとは思ってもいなかった。

「岸壁から時限爆弾を投げ込まれたようです。犯人は既に捕まえておりますので、すぐに口を割らせます」

「早々に割らせろ」

　きな臭い様子に、さすがのクリスも肝が冷えた。しかしハリーファは冷静に事実を受け止めており、こういうことに慣れているのが窺うかがわれる。

「殿下のお命が目的ならば、殿下が乗船なさった後で爆破するでしょうから、今回は何かの警告と受け取ったほうが宜しいかと思われます」

「警告……か」

　ハリーファがしばらく黙り込んでしまった。クリスもハリーファの胸から脱する機会を失い、抱かれたままだ。

　すると、ハリーファが何かを思いついたように、クリスに聞いてきた。

「クリス、お前、何かどこかの組織から警告を受けるような心当たりはあるか？」

「あるわけないだろう。私は善良な市民だ。誘拐ならまだしも、どこからか警告を受けるような危ない橋など渡ってない。それこそ君のほうがたくさん心当たりがあるんじゃないのか？」

「ああ、ありすぎて逆に見当がつかないから、お前に聞いたんだ」

「君は……」

　彼の吞気な言い様に、何となく気が抜けた。慣れというものは怖いものだと改めて感じる。

　この男にとっては、こんな事件など日常茶飯事なのかもしれない。それはそれで怖いことだ。ハリーファはどこか平気で命を晒すところがあるからだ。何かが欠けていて、命に無頓着な気がしてならない。

「ハリーファ、気をつけろ。私はあまりこういう目に遭ったことがないからわからないが、私と二人きりになりたいからと、今回みたいにボディガードを外したりはするな」

「クリス、心配してくれるのか？」

「当たり前だ。知り合いが殺されたなんて話を、耳にしたくない」

「クリス……」

　ハリーファのクリスを抱き締めていた腕にさらに力が入る。ぎゅっと抱き締められたかと思うと、彼の手がクリスの尻を摑み、揉み始めた。

「……ハリーファ、何をしている」

　せっかく本気で彼を心配してやったのに、恩を仇あだで返された気分だ。

「いや、クリスはやはり抱き心地がいいなと再確認していたところだ」

　一気に緊張感が薄れる。それまで張り詰めていた空気がふっと緩んだ。

「君と話していると、力が抜けてくるぞ」

「心が穏やかになるという意味か？」

「ポジティブも、ときには殺意を覚えるな」

「お前に殺されるなら本望だな。できれば腹上死がいい」

　熱っぽく語ってくる男を、思いっきり無視し、クリスは近くに立っていたイノーベンに声を掛けた。

「……ミスター・イノーベン。本気で彼を殺してもいいですか？」

「それは困ります、ミスター」

　イノーベンが律儀に返事をしてくる。

「殿下、地元の警察から本日はホテルにこのまま至急お戻りになるよう要請が来ております」

「仕方ないな。彼らには迷惑を掛けたようだしな。クルーズは諦めてホテルに帰るか」

「かしこまりました。車を回させます」

　すぐにレイズが無線で連絡をする。

「あちらです」

　ほとんど待たずして、ハリーファのリムジンが寄せられる。

「さ、行こう、クリス」

　ハリーファが背中を軽く押して促してくる。ふと、いつの間にかクリスは自分の心が落ち着いていることに気がついた。

　目の前で爆発事故が起こり、動揺していたのに、ハリーファの莫迦な言動に気をとられ、いつの間にか平常心を取り戻していたのだ。

　まさかハリーファ、私をリラックスさせるために───？

　ちらりとハリーファを横目で見るが、彼の本心は見えない。ただ彼の双眸は想像していたより、ずっと鋭い光を放っていた。

　やはりクリスを安心させるためにわざとおどけていたようだ。

　まったく、投資だけでなく、男の株を上げるのも得意なのか、こいつは……。

　悔しくもあるが、感謝もせざるを得ない。

　クリスはまだ燃え上がるクルーザーを目にしながら、ハリーファと共にリムジンに乗って、ホテルへと戻ったのだった。
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　ホテルに到着して、クリスはハリーファと同じプレジデンシャルスイートルームに連れ込まれていた。

「どうして、私が君と同じ部屋で泊まらないとならないんだ？」

　既に着替えを済ませて、スコッチを飲み始めていたハリーファが、クリスの質問を『今さら何を言っている』とばかりの目つきで見つめてくる。

「先ほど私のボディガードから説明があっただろう？　聞いていなかったのか？」

「聞いていたが、どうにも騙だまされた感が拭えない」

「お前は疑うたぐり深い奴だな。いいか、私とお前が別々の部屋に泊まっていたら、警備が二分されて、充分に警護できないからだと言われていただろう？」

　クリスは渋々頷いた。

　このホテルに到着した途端、ハリーファのボディガードから、クリスも同じ部屋に泊まるように提案されたのだ。

「私とお前、どちらが狙われているのかわからないんだ。仕方がないだろう？」

　結局、捕らえた犯人は奥歯に毒を仕込んでいたようで、最終的には何も証言を得ることができなかった。その事実に、クリスは改めて自分たちが生死に関わる世界と隣り合わせに生きていることを思い知る。

　そしてこの男の行動から、クリスだけでなく、そこにいた誰しもの脳裏に、ある言葉が浮かんだ。

　───沈オ黙メのル掟タ。

　身内の情報を漏らすくらいなら、死をも辞さないというマフィアの掟。

　イタリアン・マフィアの中でもシチリア出身のコーサ・ノストラと呼ばれるマフィアで守られている古き掟である。

「……私はシチリアン・マフィアに狙われるような覚えはないぞ、ハリーファ」

「私もない。だが、勝手に恨みを持たれ、狙われることはあるさ」

　そう言われては返す言葉がない。クリスもそうだが、ハリーファに関しては、一国の王族であるため、クリス以上に身に覚えのないことで命を狙われることが多いはずだ。

　危険にいつも身を晒され、あまり気が休まることがないようにも思えるが、ハリーファはそんな様子を見せることなく、堂々と、ときには大胆不敵だと思える態度で日々を過ごしている。

　精神的にタフな男だ───と、いつも思う。

　だが彼の言葉を借りるなら、『何も心に響いてこず、もはや死んだ人間と変わらない』らしい。そしてそれが死ぬまでずっと続くものだと諦めていたと聞いた。クリスに会うまでは───。

　殺伐とした世界の中で、彼は生きている実感もなく、ただ息をしていただけなのかもしれない。だからこそ、誰かから命を狙われても、自分の命に興味がないから、平然としていられるような気もする。

　それでも彼が心身共に強い男であることには違いないが。

　彼との付き合いが長くなるほど、彼のいろんな顔が見えてくる。そしてそれが時々クリスの胸を切なくさせることもある。

　横暴なだけの男ではないのだ。

　自分の尻を狙う男など、本来なら願い下げで、クリスの性格から完膚なきまでに追い払うところだが、ハリーファに関してはそれができない。相手が一枚上手であることも確かだが、だらだらと関係を続けている。

　やはりどこか、この男に惹かれているんだろうな……。

　宗旨は合わないが、それを超えた何かを彼に感じているのかもしれない。

「クリス？」

　クリスがいきなり黙ってしまったのを、怪訝に思ったようで、ハリーファが声を掛けてきた。クリスはすぐに話の続きをした。

「いや、本当に迷惑な輩だな」

「まあ、だが命を狙っているわけでもなさそうだから、あまり気にしても仕方がない」

「そうだな……」

　クリスは窓から外を見た。ホテルの敷地内にはパトカーのライトがあちらこちらで点滅している。

　地元の警察がアルハラーン王国の第六王子に何かあったら国際問題になるとばかりに、このホテルの周囲を厳重に警備することになったのだ。さらにホテルも国賓級の厳重態勢を敷き、ハリーファのボディガードの他、多くのＳＰがしっかりと警備している。

　ただのロケのはずが、かなり大掛かりなことになってしまっていた。

　とりあえず一般市民のクリスは彼らの指示に従うしかないのはわかっているが、ハリーファと二人きりにさせられたとき、どうも別の意図も混じっているような気がしてならなかった。いや、この指示には、きっとハリーファの下心が満載に詰まっているに違いない。

「ところでハリーファ、どうしてゲストルームの部屋に鍵が掛かっているんだ？　私のベッドルームのはずだろう？」

　シャワーを浴びて戻ってくると、クリスが使う予定だったゲストルームに、鍵が掛けられていたのだ。

「ここに二人で寝ても充分な大きさのベッドがあるんだ。安全も兼ねて、一緒に寝たほうがいいだろう？」

「一人で寝ても充分安全だ。むしろ君と一緒に寝たほうが危険だと思う」

「私とお前の仲で、つれないことを言うな、クリス」

「君こそ、こんな緊急事態で変な色気を出すな」

「無理だな、お前を目の前にしたら、どこにいたって盛ってしまう自信がある」

「そんな自信はいらない……っ、ハリーファッ！」

　いきなり引き寄せられたかと思うと、強く抱き締められる。

「この私の腕に収まるお前の躰、貪りたくなる」

「何が腕に収まる躰だ。もっと華奢で、抱き心地のいい男なんていっぱいいるだろう。私のような男っぽい躰なんてごつごつして、抱いたら痛いだけだ。それに多少体格差はあるが、身長はお前とあまり変わらないぞ」

　ハリーファの目を覚まさせようと言ってみたが、逆にクリスの意見にハリーファは目を剝むいた。

「何を言っている。お前はまさに私の好みの躰だ。私に抱かれるために存在しているのかと、初めて会ったときから思っていた」

「……妄想が過ぎるぞ」

「大体、華奢な男なんて抱いてもつまらないだろう。そんなもの、女を抱いているのと大して変わらないしな。それよりも男を抱くんだ。しっかりした滑らかな筋肉のついた色っぽい男を啼かせるのが醍醐味だろうに。クリス、まさかお前がそんなことも知らなかったとは思わなかったぞ」

『知らなかった』などと言われ、クリスはムッとした。

　女性を抱くよりも男性を抱くほうが、優位になったような気分になり興奮度が高い。上手く言えないが、牡の本能がより刺激され、己が肉食獣であることに気付かされる感じだろうか。

　しかし肉食獣であろうと、何でもガツガツ食べるわけではない。

「好みの違いだ。私は可愛い華奢な男が好きなんだ」

「なんだ、お前、男の本来の良さがあまりわかってないんだな」

　ハリーファの魅惑的な唇が意地悪げに笑みを刻む。まったく態度一つ一つが腹立たしい。

「その勝ち誇ったような言い方は、やめてくれないか」

「お前に男の良さを実体験で教えられる嬉しさを隠し切れないだけだ」

「……教えてもらわなくても結構だ、変態」

　ハリーファから逃れるため、彼の胸を手で押し退けた。少しだけ二人の間に隙間が空く。

「ま、男は愛しい人間の前では誰でもある意味変態になるだろう？　私も例外ではなかったということだな」

「開き直るな」

「開き直る？　違うな、我ながら年とし甲が斐いもなく舞い上がっているんだ。お前が本当に男を抱くということを知らなかった事実に歓よろこびさえ感じている」

　目の前で感慨深く目を瞑つぶって何かに浸る男に、クリスは呆れるばかりだ。

「どうして君と好みが違うだけで、そんな風に言われないとならないんだ？　個人にはそれぞれの嗜し好こうがあるんだ。君と男の好みが違うだけで、私には私のロマンがある！」

　ここで好みの男論を語っているのもおかしいと思いながらも、言わずにはいられない。目の前の、自分の考えが正論だとばかりにふんぞり返る男に、君の考えは間違っていると大声で言ってやりたい。

　クリスがきつくハリーファを見据えるも、ハリーファは相変わらずの不遜な態度で、少し上から見下ろしてくる。僅か数センチの差の身長さえ忌々しい。

「クリス、残念ながら、お前が今までしてきたことは、ただの疑似体験のようなものだな。それしきのことで満足しているようでは、所詮、お前は男を抱く人間ではなかったということだ。まあ、私にとっては喜ばしいことだがな」

「どうしてそういうことになる。君の自論には賛同できかねるぞ」

　クリスが言い切った途端、ハリーファの指先が顎を掬ってきた。上を向けさせられる。

「お前は、私に抱かれる運命なんだ。これからは抱かれることの良さを、私が一つ一つお前に教えてやる」

「そんな運命、私には必要ないし、教えてもらわなくとも結構だ」

　真っ直ぐハリーファの目を見て告げると、彼の双眸が細められる。まるで餌を食べるタイミングを見計らっている猛獣のように見えた。

「クリス、本当は自信がないんだろう？　自分が抱く側の人間じゃなかったらどうしようって、怖くなっているんじゃないのか？」

「失礼だな」

　彼の指先を軽く払う。すぐに彼の指がクリスの顎から外された。無理強いはするつもりはないようだ。

「なら、クリス、そうじゃないと、態度で示せばいいだろう？」

「態度で示す？」

「ああ、私と一緒にベッドに上がって、私にお前は抱かれる人間じゃないと証明できれば、お前の言い分を多少は信じてやってもいい」

「結構だ。媚び薬やくなど使われたら、アウトだからな」

「使わない。というか、使わないとお前が辛いんだがな……」

　ハリーファが小声で言い足すのが、クリスの耳に届く。

「君の独り言まで聞こえてくるぞ。私を抱くつもりでいるのなら、無駄だ。君とベッドに行くつもりもない。一人で寝ろ。ほら、ゲストルームの鍵を貸せ」

　手をハリーファに差し出す。だが彼はなかなか鍵を渡そうとはしなかった。

「つれないな。やはり私が言ったことは、お前にとって図星だったんだな。それで怒っているのだろう？」

　愉しそうに言われ、神経を逆さか撫なでされる。しかしこれも彼の手管の一つに違いないので、クリスは心の中で数字を数え、気持ちを落ち着かせた。

　彼の謀ぼう計けいに嵌ってはいけない……。

　駆け引きは感情的になったほうが負けだ。

　クリスは自分に言い聞かせ、目の前の失礼な男に対峙した。

「ハリーファ、そうやって私を煽って、ベッドに連れ込もうとしているのかもしれないが、その手には乗らないからな」

「ばれたか」

　悪びれた様子もなく、簡単に手の内を明かしてくる。食えない男だ。

　クリスが呆れつつも、ハリーファの顔を睨んでいると、急に彼がへらっと力ない笑みを浮かべた。

「だが、お前がどう言おうと、私は既に臨戦状態なんだが？」

「え……？」

「いつでもお前の中に射精できる」

　いきなりぐいぐいとハリーファがクリスの腰に硬いものを押し付けてくる。芯を持つそれは、かなりの質量を伴っていた。

「ハリーファ……君はどうしてこんなに大きくさせているんだ？」

「お前とベッドのある部屋で二人っきりになっているんだ。正常な反応だろ。何もなっていないほうが、それこそ病院へ行ってこなければならない」

　顔がいい男だから許される言葉だ。学生時代、ハリーファの取り巻きは、こんなことを言われて、舞い上がっていたのだろう。

　私を同じだと思うな。

　つい、クリスはハリーファの学生時代の取り巻き連中を思い出し、むっとしてしまった。

「盛りすぎだろ。もう君と同じ部屋にいることさえ危険を感じるぞ」

「ほお……それは光栄だな。もし、私と一緒にいて、身の危険を感じないなんて言われたら、私も男として終わっているからな。いつも私を意識して、はらはらしているといい」

「セクハラだ」

「素直に愛しいと言え」

「素直だから噓は言わない」

　ハリーファがクリスの言葉に口をへの字に曲げるのを見ながら、クリスは再度、手のひらを彼の目の前に出した。

「ほら、鍵」

「悪いが私は自慰をしたことがない」

「……何の自慢だ？　ハリーファ」

　いきなり何の脈絡もなく莫迦なことを告げられ、クリスは麗容な眉をピクリとさせた。しかしハリーファはいたって真面目な顔だ。

「だからこの昂たかぶりを、どうにかしろ」

　ハリーファの指が股間を示す。クリスはそこへと視線を移した。そこは服の上からでもわかるほど大きく膨らんでいた。それでようやく意味がわかった。思わずクリスの眉間に皺が寄る。

「私が……か？」

　そう答えた途端、ハリーファに勝負を持ちかけられた。

「クリス、どちらが相手を先に達かせるか、勝負しないか？」

「勝負したらどうなる？」

「まず、勝ち負けは関係なく、ゲストルームの鍵を不本意だが、お前に渡そう。今夜は一人で寝るがいい。私もそれで我慢しよう」

　ハリーファはベッドの脇に置いてあったナイトテーブルの引き出しから、鍵を取り出した。そんなところに隠してあったのかと、クリスはハリーファを目だけで咎とがめる。

「それでハリーファ、私が勝ったら？」

「お前が勝ったら、男を抱く人間でもあることを認めてやろう。お前の可愛い子ちゃん趣味も、な。だが、私が勝ったら、お前は抱かれる男だと自覚しろ」

「大して嬉しい内容ではないぞ」

「ふん、私が負けたら、お前に尻を貸してもいい」

　よほどハリーファは自信があるのか、そんなことを言い足してきた。クリスは自分の瞳の奥がじわりと熱くなるのを感じた。

　あのモナコの屈辱を晴らしてやる───。

　この賭けは勝っても負けても、クリスの躰にはまったく関係ない。しかもあわよくば、ウィンブルドンよりも早くこの男を抱けるかもしれない。

　迷う必要はなかった。

「───なるほど、それならこの勝負、乗った」

「お前ならそう言うと思った」

　ハリーファが意味ありげに笑みを零す。だが、その笑みに不穏な空気を覚え、クリスはすぐに条件を足した。

　彼が何か企む前に、すべて封じ込めておかなければならない。何にしても最後まで油断は禁物だ。

「ただし、条件がある。お互い、挿れるのはなしだ。指も舌も挿れるのはＮＧ」

「……いいだろう」

　少し口ごもったところからも、とりあえず条件を提示しておいて良かった。彼が悪さをするつもりであったのが、何となくわかる。

「じゃ、明日も早いし、さっさと勝負をつけようか、ハリーファ」

　わざと素っ気無く始める。クリスはハリーファを前にして、ロマンの欠片もなく潔く服を脱いだ。少しでも恥じらったら、ハリーファを刺激して、危ない目に遭いそうだからだ。

「相変わらず綺麗な躰をしているな」

　ハリーファがクリスの均整のとれたボディを、目を細めて見つめてくる。

　一応、毎日とは言わないが、時間があればジムに通い、躰を鍛えている。

　目指すはマッチョではなく、ほどほどの筋肉が流線を描くようにして綺麗に躰の各部分に付いている状態だ。

　若い男を抱くにしても、自分の躰が弛たるんでいてはみっともない。形からも完璧にしようと、下心も兼ねてジムに通っている。

　クリスは最後の一枚、ブリーフを床に脱ぎ捨て、背後にいるハリーファに振り返ったが、まだ彼は何一つ脱いではいなかった。それよりも猟場で鷹狩りでもしている時のような、鋭い瞳でこちらを見つめていた。

「ハリーファ、君も脱げよ」

　クリスの言葉に我に返ったようで、はっとした表情をする。どうやらクリスのヌードに見惚れていたようだ。

　クリスにとって、相手が自分に見惚れていることは、よくある話だが、相手がハリーファだと思うと、緊張感が増す。

　いつもは食う一方だが、彼が相手だと、食うか食われるかの瀬戸際に立たされているのもあるからだろう。

「毎回思うが、クリス、お前の躰はどこもかしこも私好みにできているな。その躰を好きにできないのが、歯がゆいほどだ」

　そう言いながら、ハリーファが衣服を脱ぎ出す。悔しいが、彼もいい躰をしている。瑞みず々みずしい筋肉が彼の骨格を覆い、男らしい体格を形成しているのがわかる。

　肌の色もエキゾチックで、彼の色香を何倍にも増しているようにも思えた。

　そして彼の股間にはかなり立派なイチモツが既にいきり勃っていた。

　凶器ともいえるそれに、一瞬クリスの目が釘くぎ付づけになるが、何か期待していると思われるのも嫌なので、さり気なく視界から追い出した。

　だが、そのまま今度は彼と視線が合ってしまう。彼の股間をじっと見つめていたとか、そんな誤解を生みそうで怖い。

　あからさまに視線を外すのもまずいので、クリスはベッドに腰掛けると、シーツの上を軽く手で叩いて、その場を凌しのいだ。

「ハリーファ、早くこっちへ来いよ」

　ハリーファが何を思ってか、クリスの声に鼻で笑って近づいてきた。そのままハリーファに腕を引っ張られ、ベッドに押し倒される。クリスは一気に不安になった。

「おい……抱くのは許さないからな」

「わかっているさ。さて、まずは舌技からお手並み拝見とするか」

「なんだ？」

　どういう手順で勝負をするのかよくわからないが、ハリーファがクリスの手を摑んできた。そしてそのまま自分の下半身に、クリスの手を引き寄せた。

　触れってことか……？

　クリスがそう思ったときだった。ハリーファがまったく別の要求を口にした。

「これを舐めてみろ」

「え……」

　赤黒いエラの張った肉棒が目の前に突き出される。

　あまりの生々しさに躊躇してしまう。セックスの最中で興が乗っているときならまだしも、いきなりこんなグロいものを舐めるなんてハードルが高すぎる。

　いつもは可愛らしい男根しか目にしていないので、ハリーファのものには余計迫力を覚えた。

　しかしここで拒否するわけにもいかなかった。ハリーファに『やはり男を抱く意味がない』とか、言われかねない。

　そんなことを言われるだけでも癪に障る。

「どうした？　クリス」

　クリスが躊躇しているのが、ハリーファに伝わったのか、催促の意を含む言葉が掛けられる。

「悪いが、君のモノは、私の美的感覚に反する」

　正直に申告する。だが、ハリーファは別の意味で受け取ったようだ。長い相槌を打ちながら、莫迦にしたような目つきをした。

「ふーん。もしかして私を満足させるほどのテクニックがないから、そんなことを言うのか？　ベッドの上でも女王様タイプで、相手に奉仕させる一方っぽいしな」

「失礼だな」

　のそりとクリスの下肢から這い上がってきたハリーファをきつく睨みつける。だが、ハリーファはまったく気にしていないようで、さらに暴言を吐いた。

「お前、実はフェラに自信がないんだろ？　正直に申告しておいたほうが後から恥をかかずに済むぞ」

　ピキッ……。

　クリスの頭の中で何かが切れる音が響いた。

「そこまで言うなら、ハリーファ、勝負しようじゃないか。どちらがフェラが上手いか、今、ここで決めよう」

「シックスナインか。愉しそうだな」

　ハリーファの瞳が傲慢に細められたかと思うと、彼がくるりと背を向ける。そのまま何の前触れもなく、クリスのまだ目覚めていない欲望に指を這わせた。

「っ……」

　いつもよりもしっかりした指先に触れられ、驚く。普段遊ぶ相手は、もっと小柄で手が小さく、指も細い男が多いので、少し感触に違和感があった。

　そういえば……意識がはっきりしているうちに、彼とこんなことをするのは初めてか？

　今まで玩具や媚薬を使っていたため、強烈な快感に溺れてしまい、彼の行為の一つ一つに気を留める余裕がなかった。

　これは失敗したかな……。

　今さら後悔する。意識がある中で、改めて彼の愛撫を躰に刻み込まれそうだ。彼の指が恋しくなったりしたら厄介なことこの上ないのに、だ。

　今までのように、あまり記憶に残らないのが一番都合がいいのに、莫迦なゲームを始めてしまった。

　クリスはモナコに引き続き、またもや犯してしまった己の浅はかな失態に、心の中で舌打ちする。

　すると、クリスの意識を引き戻すかのように、ベッドが軋きしんだ。ハリーファがクリスの股間に頭を寄せたのだ。それと同時に彼の男根がクリスの顔面へと近づいてくる。

　まずはそれを手にしようとしたときだった。

「あっ……」

　クリスの下半身が柔らかく生温かいものに包まれる。ハリーファだ。彼がクリスを口に含んだようだ。いつも遊ぶ男たちよりも肉厚な舌が、クリスの劣情に絡み付いてくる。

「んっ……」

　思わず声が鼻から抜けてしまう。するとクリスの股間に吐息が吹きかけられた。

「クリス、私を咥えてくれないのか？　それとも既に感じすぎてしまって、それもできなくなっているのか？」

「くそ……」

　いちいち頭にクる男だ。クリスは思い切って、目の前のグロテスクな屹立に手を添えた。

　熱っ……。

　思った以上にハリーファの欲望は滾たぎっていた。余裕があるように見えるが、実は彼もギリギリなところにいるのだろうか。

　クリスは意を決して、目の前にぶらさがる黒々とした肉棒を両手で支え、口に含んだ。途端、口一杯にハリーファ特有の香りが広がる。

　よく考えたら、彼を口で咥えたのは初めてかもしれない。

　彼に対して『初めて』が増えるのをクリスは歓迎していない。抱かれるのが前提ならば、これ以上、彼との関係を深くしたくないからだ。

　しかしそれはハリーファにとっては、もしかしたら、逆なのかもしれない。クリスに初めてしてもらうことを、いろいろと望んでいる気がする。

　今でも、上手く乗せられてしまったが、初めてフェラをさせられている。

　ハリーファの頭の中にはクリスの初めてチェックリストなるものがあり、一つずつそのマークシートを黒く塗りつぶすために、いろいろと画策しているような気さえしてきた。

　大体、複雑多岐に膨れ上がっている世界経済の流れを予測し、投資で巨額の財産を生み出している男だ。クリスを思うように手のひらで転がすことなど簡単なはずだ。

　分が悪すぎる。こんな男に狙われたら、ひとたまりもない。

　クリスは思わずハリーファを咥えながらも眉間に皺を寄せてしまった。するとクリスの下肢からハリーファの声が聞こえた。

「私を咥えているのが辛いのか？　大きいからな。そうやって切なげに眉を寄せるのも、なかなか色っぽくて滾るな」

「さりげなく大きいとか、自慢を入れるな。退屈でよそ事を考えていただけだ。何が切なげだ」
















「お前は自分の容姿に無頓着すぎる。ほんの少しの表情の変化がどれだけ人に影響を与えるのか知らないだろう？」

「知っているに決まってるだろ。これまで容姿においては散々人に褒められ続けているからな。性格も悪い。自分の容姿を使うことにも長けているぞ。君は私に夢を見すぎていないか？」

　クリスも自分の性格があまり宜しくないことは充分に承知だ。自分の容姿だとて、ときには武器として使う。だがクリスの下肢に蹲る男は、そうとは思っていないようだった。

「そうかな？　お前は私の劣情をどれだけ煽る存在なのか、自覚が足りない気がする。その容姿もだが、お前の一挙一動に、私の心臓がどれだけ跳ね上がり、興奮するのか、お前は気にしたことなどないだろう？」

「君のことなんて、知るか」

「冷たい男だな。だが、それもお前ならいいかと思えるほど、私もマゾ度が高いようだぞ」

「アラブの王子様で変態って、イメージ通りだな。あとは少年でも買っていれば完璧だ」

「酷いな」

　小さく笑うハリーファを見て、言いすぎたかなと思い直し、言葉を軽く付け足した。

「人のことを外見だけで惚ほれているように言うからだ」

　何となく足したつもりが、意外と本音を口にしてしまい、バツが悪くなる。だが、確かに性格は褒められたものではないかもしれないが、あからさまに外見がいいからと、器ばかり褒められても面白くないのも事実だ。

　ふと気がつくと、こちらをじっと見つめているハリーファと目が合う。何だろうと見つめ返していると、彼が突然口を開いた。

「拗ねているのか？」

「へっ!?」

　驚くようなことを言われ、クリスは上半身を起こした。

　拗ねているのか？　私は───っ！

　自分を問い詰めるが、答えが出る前に、ハリーファがくるりとこちらに向き直って、言葉を続けてきた。

「大丈夫だ。お前は生きることに情熱的で、いつも夢を持っている素晴らしい男だ。外見だけでなく、私はお前の中身にも惚れ込んでいるのはわかっているだろう？　言い方が悪かったから拗ねたのか？」

　彼が背を伸ばし、クリスの頰に唇を寄せた。

「ばっ……莫迦なことを言うな！　どうして私が拗ねなければならないんだ！」

「違うのか？」

「違うに決まっている。人を言い包くるめようとするな」

「ふぅん……」

「その長い相槌もやめろ」

　頰が熱い。赤くなっていなければいいが……と心配にもなってくる。

「やはりクリスは可愛いな」

　愛おしそうに見つめられ、カッと全身が熱くなる。

「なっ───」

　これ以上失態を見せたくなく、クリスはぐっと言葉を吞み込んだ。彼のペースに乗せられたら駄目だ。

「これ以上私をからかうつもりなら、ベッドから下りるぞ」

「それは困る。姫をベッドの上に誘うのも一苦労だったんだ。ここまでの努力を水の泡にはしたくない」

　人を姫呼ばわりしたところで、キッと睨みつけるが、食えない笑みを口許に浮かべたハリーファに、何を言っても無駄だと思い、続きを促した。

「なら、さっさとしろよ」

「言われなくてもするさ」

　ハリーファは再び躰を反転させ、クリスの下半身をキュッと指で摑んだ。

「っ……」

　些細な刺激のはずなのに、ドクンと深い快感がクリスの芯を抉る。

「横向きに寝たほうが咥えやすいかな」

　ハリーファが横向きにベッドに横たわる。クリスも自然と向かい合わせで横向きになった。彼の股間が再び目の前に晒される。

「しっかり咥えてくれよ、クリス。そうでないと口から私がはみ出すぞ」

　くそ……。

　どうしてか主導権がハリーファに握られつつある状況に、何としてでも形勢逆転を狙いたいところだ。

　絶対、私のフェラでこの男を達かせてやる───。

　そうでなければ、男の、つまらないかもしれないが、自分にとっては大切な矜きよう持じが許さない。

　クリスは先ほどとは違い、挑発的にハリーファの男根を舌で愛撫し始めた。

「もっと奥まで咥えてくれ。先っぽだけ舐められても達けないな」

　ハリーファに、ペチペチと軽く尻を叩かれる。屈辱的だ。

「君もそうやって見学しているだけでは卑怯じゃないのか？」

　クリスは我慢できず、彼を口から外し、文句を言った。しかし返ってきた答えはふてぶてしいものだった。

「お前にハンデを与えてやっていたんだよ。私はお前をすぐに達かせる自信があるからな」

「残念だが、私はそんなに早漏ではないぞ？」

「それはそれで愉しみが増えるな。快感に悶えるお前がしっかり見えるということか」

「どうだろうな。その前に、ハリーファ、君が喘いでいるかもしれないしな」

「そんなことがもしあるのなら、それはかなりの見ものだな」

　不穏な空気を纏いながら、ハリーファがニヤリと笑う。戦闘開始だ。

　彼が見せ付けるようにクリスの下半身を頰ほお張ばった。

　いつも相手にしている可愛い系の男なら、クリスの欲望をその小さな口に入れると、途端、頰を一杯に膨らませて愛撫してくれる。

　その懸命な様子も可愛くて、クリスの情欲に火を灯すのだが、ハリーファの場合、余裕でクリスを咥えてしまい、その懸命とも言える必死さが伝わってこなかった。萌もえないし、燃えない。

　あまりクるものがないな……。

　これだったらどうにか快感を凌げそうだ。

　クリスはそう思いながら、口の中が一杯になるくらい大きいハリーファを頰張り続けた。なんとしてでもこの高慢な男を一度でいいから喘がせてみたい。

　持っているテクニックをすべて使い、クリスはフェラに全身全霊で果敢にアタックした。

　クリスの口こう腔こうのハリーファがみるみるうちに膨れ上がっていく。大口を叩いていたが、意外と簡単に攻略できそうだ。

　クリスがそう確信したときだった。

　っ！

　突然、下肢に違和感が走る。ハリーファの指がクリスの双丘の狭はざ間まに忍び込んできたのだ。

「ハリーファ！」

　慌てて中断して、抗議する。すると彼もクリスの股間から顔を上げて訴えてきた。

「よく考えたら、私のほうが不利だ」

「何が、だ？」

「私のほうがお前のことを何倍も愛している」

「は？」

　また意味のわからないことを言い始めるハリーファに、クリスは怪訝に思いながらも、耳を傾けた。

「愛する者からの愛撫は、どうでもいい者からの愛撫に比べたら、何十倍も気持ちよく感じるものだ。それはテクニックの域を超える精神論だ」

「だから何だ？」

「だから、私のほうがお前の愛撫に弱いということだ。だからハンデを貰うのは私のほうだ」

　堂々とそんな莫迦なことを言いながら、再びクリスの蕾を狙わんとばかりに、ハリーファは臀部へと手を滑らせた。そのけしからん手をクリスは容赦なくペシッと叩き落した。

「ハリーファ、指であろうが、舌であろうが、挿れるのは禁止だと約束したよな？」

「より公平にするためには、その約束も反ほ故ごにせざるを得ない」

　話の内容は最低なはずなのに、きりりとした風貌のハリーファが真面目な顔をして告げると、さもまともな話をしているように思えてくるから不思議だ。

　だが、そんな雰囲気ごときで騙されるわけにはいかない。

「もしお前が約束を破るなら、この賭けはここで終了だ」

「じゃあ、挿れるのはなしでいい」

　ハリーファがしれっとそんなことを言う。だが、その熱の篭った瞳をもう信じることはできなかった。下心が溢れ出している。

　きっと気分が高まったら、ハリーファのことだ、何だかんだと上手いことを言って、挿れてくるに違いない。しかも絶対指だけでは済まされない。媚薬などを知らぬ顔で使われた日には、惨劇再び！　である。

「君の下心が信用できない。そういうことを口にした時点で、益々怪しい」

　クリスはハリーファから素早く逃げ、上半身を起き上がらせた。

　そのまま手を伸ばして、先ほどハリーファがベッドヘッドに置いたゲストルームの鍵を摑んだ。

「クリスッ！」

「明日も早いから、もう寝る。君も疲れただろう？」

　素早くベッドから下りて、一糸纏わぬ姿のままゲストルームへと向かう。すると、クリスの背中から情けない声が響いた。

「ちょっと待て、クリス。私のコレはどうなるんだ」

　コレと言って、ハリーファの視線が己の下肢に向けられる。クリスが中途半端に愛撫したそれは、かなり大きく膨れ上がっていた。一度出さないとかなり辛いだろう。

「一人でトイレに行って来い。さっき自慰をしたことがないって言っていたが、一度やってみるのもいいかもしれないぞ？」

　ハリーファの顔がみるみる絶望へと色を変える。その姿を見ただけで、クリスは清々しい気持ちになった。

「自慰もなかなかいいかもしれないぞ？　ま、私はここしばらくしたことがないがな」

「……クリス、お前……悪魔か」

「かもな。じゃ、おやすみ、ハリーファ。良い夢を」

「見れるか！」

　彼の悲痛な叫びが聞こえてきたが、クリスは非情にもゲストルームのドアを開けて、彼に笑顔で振り返り、ついでに手まで振って、ドアを閉めた。もちろんしっかり鍵もかけたのは言うまでもない。







　翌日、予定通り、ランチを兼ねた打ち上げパーティの後、一向はロケを無事に終え、ニューヨークへと帰った。

　懸念していたシチリアン・マフィアは何も仕掛けてはこず、とうとう最後まで狙われた理由がわからないままになった。

　そしてクリスはしばらく、春のコレクションに掛かりきりになり、仕事漬けの毎日を送ることになる。マルタでの出来事も過去のものとして記憶の片隅へと追いやられていった。
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『ＡアＤダＭマＳス』の春のコレクションは、ハリーファがモデルを務めるというセンセーショナルな話題も手伝って、大盛況に終わった。

　そして、クリスの職場も少し慌しさから解放された四月。クリスだけは忙しさから逃れられず、ハリーファから受けたオーダーメイドのネックレスの制作に奔走していた。

　デザインはマルタから帰って来て、春コレの準備に追われながらも仕上げることができた。これもハリーファがマルタ島でいろいろとインスピレーションを受ける機会を与えてくれたお陰かもしれない。既に工房へ回し、腕のよい職人によって、制作に入っている。

　大きなピジョンブラッドの色をしたルビーを前方中央に配し、その周りを木々の枝が伸びるように模かたどった女性らしい『森の女神』をイメージしたネックレスだ。

　石台などはプラチナで、ダイヤモンドとエメラルドを木々に見立てた部分に嵌め込み、さらに細かいデザインを再現する彫金にも手を抜かず、腕のいい職人を抱える『ＡＤＭＳ』ならではの豪華な一品となっている。

　たぶんこれならハリーファがスポンサーとなっている女子テニスプレイヤー、現在世界ランキング二位のアリシア・ロゼットも気に入るに違いない。

　だが、問題はそれ以前にあった。実は、なかなか気に入ったピジョンブラッドのルビーが見つからないのだ。

　工房にはルビーを嵌め込む部分を後回しにして作業をしてもらっている。

　ピジョンブラッドの色で、熟したりんごのイメージを表したいのだ。それがあってこそ『森の女神』だとも思っている。

　そしてクリスは今、チェコの首都、プラハへと足を延ばしていた。ここで店を構える宝石商が素晴らしいピジョンブラッドのルビーを持っているという情報を得たからだ。

　ウィンブルドンは六月下旬から七月上旬に、ロンドンで開催されるテニスの四大大会グランド・スラムの一つだ。

　もう四月になっている今、あまり時間がなかった。それでも最後のぎりぎりまで納得のいくルビーを探したい。

　作品への強い情熱を抱えて、クリスはニューヨークからプライベートジェット機で、ここプラハへと降り立った。

　プラハは度重なる世界大戦の戦火から逃れ、古き良き美しいヨーロッパの町並みが、当時のまま残されている貴重な都市の一つだ。

　近代的な高層ビルなどもなく、オレンジ色の屋根が町を覆いつくしている。

　その町を見下ろすように建っているのが、プラハ城だ。

　クリスは気品あるプラハ城を横目で見ながら、迷路のように入り組んだ細い石畳の小道を歩いていた。

　途中まではタクシーで来たのだが、車が入れないほどの狭い小道に、その店は面しているらしく、大通りでタクシーを降りて、あとは歩いて店へと向かった。

　大通りから一本中に入ると、小道が複雑に張り巡らされていた。ゴシック様式の建物が並んでいるのもあって、まるで美しい芸術的な迷路のようにも思えた。

「この辺り、とても古い町並みだな……」

　石畳も中世の時代のままなのか、馬車の轍わだちが残ったような古くて、でこぼことした石が道路に敷き詰められている。

　観光客がよく通る道の石畳はかなり綺麗に張り替えられていたが、一歩奥に入ると、当時のままの石畳が残されていた。

　ありのままの姿のほうが美しい。アンティークなものを愛するクリスとしては、とても興味深い町並みだった。

　ここにアトリエを作ってみたいな。それとも仕事の疲れを癒いやすための、オフ専用のアパートメントを借りて、町に埋もれて過ごすのもいい……。

　そんなことを夢見ながら、クリスはスマホで目的の宝石商を確認しつつ、迷路のような路地を歩いた。

　しばらく行くと、ワイン色の看板に金の文字で店名がかかれた建物が見えた。探していた宝石店だ。

　クリスは宝石店の前までやってくるとインターフォンを押した。

　ニューヨークとは違い、店の前には防犯を兼ねたドアマンもいなければ、客らしい人間も見当たらなかった。

　休みなのか？

　二日前にアポイントメントはとってある。今日店を訪ねることも告げておいた。向こうもそれを承諾していたはずだ。

　何かあったのか？

　そう思った時だった。ドアの鍵が外される音が聞こえ、中からスーツを着た男性が現れた。クリスは慌てて挨拶をした。

「今日、こちらに伺うと連絡していましたロイズです」

「こちらへどうぞ」

　男性は素っ気無くクリスを店内へと招き入れた。クリスは言われるまま中へと入った。

　カチッ。

　耳元で銃の安全装置が外れる音がする。瞬間、クリスの全身から血の気が引いた。

「っ……」

「ようこそ。ロイズ家の坊ちゃん」

　男の声と共に、店内のカーテンがサッと閉じられ、外から中の様子がわからないようにされる。

　クリスは相手を刺激しないように、ゆっくりと声がしたほうへと視線を向けた。

　店内の奥にこの宝石店の店主であろう男性がロープに縛られ、床に転がされている。口を塞がれてはいるが、唸っているので殺されてはいないことだけはわかった。

　そしてその隣に偉そうに座っている男がいた。変に身なりがいいのが気になる。一見紳士に見えるが、危険な匂いがするのを否めない。

　たぶんシチリアン・マフィアだ。マルタでクルーザーを爆破した人間と関係があるに違いない。

「随分と素敵な歓迎ですが、私に何か用ですか？」

　クリスは、逸る鼓動に気持ちを追い立てられながらも、どうにか冷静を装って、男に声を掛けた。

「アンナ・デ・ファルコをご存じかな？」

「アンナ？」

　どこかで聞いた名前だがはっきり思い出せない。

「私の可愛い孫娘の名前だ。去年、ニューヨークに留学して、今年の夏にこちらに戻ってきている」

　孫娘？

　ニューヨーク？

　何か嫌な予感がしてきた。同時に、去年の秋頃に黒髪のセクシーボディの女性を口説いたような記憶が蘇ってくる。

『私のグランパはシチリアの出身で、手広く商売をしているの。みんなに怖がられているけど、私には優しいグランパなのよ』

　ベッドの上で祖父のことを褒める女性など、彼女が初めてで、何となくクリスの記憶に残っていたのだ。

　あのときの───！

　アンナという女性を思い出し、目の前の男の顔を見つめた。まったく似ていない。しかしマフィアというものは大抵美人な妻がいる。彼女の祖母や母親が美人でそちらに似た可能性は高い。

「思い出したかな？　この不誠実な男が」

　もしかしたら何度か電話かメールを貰ったかもしれないが、特に気に入った相手でなければアドレスや電話番号を登録することもなく、すべて見知らぬものとして無視をしているので、よくわからない。

「わしの孫娘を弄んだそうじゃないか。お前に振られたと言って、傷心でニューヨークから戻ってきたぞ！」

　確か何度かクラブで鉢合わせをしたことがあり、言い寄られた覚えもあるが、すべて適当に流していた。

　こちらにしてみれば、彼女は一夜限りの相手でしかなく、特に何度もベッドを共にしたいと思った相手でもなかった。

　だから別に会おうとも思わなかったし、振ったも何も、付き合っているつもりもなかった。

「申し訳ありませんが、あなたの孫娘さんと付き合ったことはありません」

「やはりな、どうせ大勢の一人として適当につまみ食いしただけなのだろうよ」

　祖父のほうが孫娘のアンナよりも、よく事情をわかっているような気がした。それなら、あれは付き合ったんじゃなくて、大人の社交辞令程度のものだと、孫娘に言ってやってほしい。

「一つお聞きしたい。マルタで私たちのクルーズを邪魔したのは貴方ですか？」

「そうだ。お前を誘拐したかったが、あの王子のガードが堅くてできなかったとの報告が入ったから、せめてもの脅しに爆破させただけだ」

　これで、マルタの事件のターゲットが、実はハリーファではなく、クリスだったことがはっきりする。

　一夜限りの相手の中に、マフィアのドンの孫娘がいたらしく、クリスが会ってくれないと逆恨みをして、祖父に言いつけたというのが、今回の騒動の発端のようだ。まるでどこかのコメディ映画のような展開に眩暈がする。

　だが、クリスも迂う闊かつにそんな女性を相手にしてしまったことを反省するしかない。

「わかりました。彼女に謝罪して、二度と近づかないと誓います」

「そんなことで許されると思うな。お前のような不誠実な男、絶対認めたくないが、わしの孫娘がどうしても結婚したいと言っておる。お前は責任をとって、アンナと結婚しろ。さもなくば殺す！」

「はっ？」

　一瞬、頭の中が真っ白になりかけるが、ここで意識を手放している場合ではなかった。懸命に意識の糸を手繰り寄せ、彼に立ち向かう。

「ま、待って下さい。こんなことで結婚はないですよね？　それに私のような不誠実な男、貴方も認めたくないはずだ。私もマフィアのファミリーになるような度胸はないです」

「ああ、お前のような不誠実な男は失格だ。しかしロイズ家の次男という出自は我々にとっては別の意味で魅力的だ。これから我々が益々力を伸ばすには、もってこいの家だからな。それにお前は可愛い孫娘の婿だ。汚れ仕事はさせんから、心配はいらん」

「な……」

　話が嫌な方向に進んでいく。一度ベッドを共にしただけの、しかもマフィアの孫娘というオマケ付きの女性とは、結婚する気など毛頭ない。

　今まで遊びと割り切った相手としか付き合ってこなかったつもりだったが、大きな落とし穴に片足を突っ込んでしまった。

　遅いかもしれないが、これからはもう少し自重しようと猛省する。

　クリスは冷静に敵の人数を確認した。正面にこの老人。そして老人の背後にやはり老齢の側近らしき男が一人。そしてクリスの左右にも白髪の男が一人ずつ立っていた。年老いた人間ばかりなのが少し不自然だった。

　もしかしたら、身内の恥ということで、気心の知れた昔むかし馴な染じみの部下だけを連れてきているのかもしれない。血気盛んな若い男はいない。

　ひ弱な金持ちのお坊ちゃんとでも甘く見られているのか？　甘く見られているなら、それを利用しない手はないな。この顔ぶれなら、体力勝負で逃げられるか───？

「あと、お前が欲しがっているらしい、このルビーも、孫娘と結婚するなら渡してやってもいい」

「そのルビーは……」

　男の手には、クリスが探していたピジョンブラッドのルビーが載せられていた。

「これが欲しかったんだろう？　なるほど濃い色の素晴らしいルビーだな」

　男が手にしていたものは、思った通りの色合いで、クリスが探していたルビーそのものだった。

　くそ……これも諦めないとならないのか。

　ルビーには多少未練はあるが、ここは自分の命のほうが優先だ。すべてを諦めて、逃げることに意識を集中させるしかない。

「わかりました。今、ルビーの代金を振り込むよう連絡を入れますので、電話をしてもいいですか？」

　無闇にポケットに手を入れては、撃たれる可能性がある。クリスは、ひ弱そうな令息を演じながらタイミングを計った。

「その必要はない。孫娘の婿になる男だ。これくらいは私がプレゼントさせてもらおう」

「いえ、これはあくまでもビジネスですので、お支払いします。あっと、ここは電波が入りにくいエリアのようですね。こっちはどうだろう……」

　クリスはさりげなさを装って、店のドアの鍵を外した。あまりにも自然だったので、そこにいる男共、誰もが間抜けにもほんの一瞬見過ごした。

　よし───！

　クリスは勢いよくドアを開けた。途端、男たちの怒号が響き渡る。

「なっ、きさま、どこへ行くっ！」

「待てっ！」

　待てと言われて、素直に待つ莫迦ではない。クリスは踵を返して、店から飛び出した。すぐに男の手がクリスの手首を摑もうとしてきた。しかしそれを逆に摑み返し、相手の手を捻る。そしてついでに股間を思い切り蹴り上げた。

「ぐぅはっ……」

　すべて目にも留まらぬ速さで、一瞬でやり遂げる。

　子供の頃から常に誘拐事件に巻き込まれる可能性が高かったクリスは、ほぼ一通りの護身術は習得している。

　しかも武器を持っていない相手なら、気絶させられるほどの腕前だ。

　クリスは相手を倒し、そのまま全力疾走した。

「逃げたぞっ！　追えっ！」

「殺したら駄目だぞ！」

　マフィアの会話から、どうやら殺されはしないことがわかる。

　きっとクリスが死んだりしたら、孫娘が悲しがるからだろう。そこだけは彼女に感謝した。

　さっきまでは芸術的だと思っていたでこぼこした石畳が、今は悪戯に足元を掬ってくる。バランスを崩しそうになりながらも、大通りを目指して走った。

「こっちだ！」

　背後から男たちの声が聞こえる。クリスは振り向きたい衝動に駆られながらも、真っ直ぐ前を向いて、少しでも速く走ることを優先させた。

　くそっ……。こういうときこそハリーファが現れたらいいのに。いつも人が誰かと寝ようとすると、すぐに現れるくせに、なんで肝心なときにいない！

　ここにはいないハリーファに、彼にとったら理不尽かもしれない怒りがクリスに込み上げる。

　後ろから追ってくる足音が段々と近づいてくる。クリスも普段はジムに通って体力は維持しているほうだが、ここ最近、仕事の忙しさにかまけていたのもあり、走るスピードが上がらない。

　追いつかれるか───？

　目の前の細い路地の突き当たりに、大通りが接しているのが見える。車や人の往来も多く、あそこまで行けば、どうにかなる気がした。

　あからさまに大勢の人がいる中で誘拐をしようとするだろうか。

　わからない。マフィアと警察は裏の繫がりも太い。白昼堂々と拉致されても見て見ぬ振りをされるかもしれない。

　やはり護衛をつけておけばよかった───！

　マルタからの帰り、ハリーファからは念のために護衛をつけるように言われていた。

　だが、マフィアから狙われる覚えのないクリスは、たぶんハリーファが目的だったのだろうと判断し、行動を制限される護衛をつけることをしなかったのだ。

　もうすぐ大通りだ！

　あと一歩のところまで走ってきたときだった。

「くっ！」

　男が背後から飛びかかってきた。それを躱かわし、壁に背をぶつける。しかし痛がっている暇はなかった。別の男の手がクリスに伸びてくる。

　その手にスタンガンが握られているのが目に入った。

　まずい───！

「クリス、来いっ！」

　歩道にいきなり真っ赤なイタリアの最高級スポーツカーが突っ込んできた。どうしてか運転席にはハリーファが乗っており、窓から顔を出して叫んでいる。

「くっ！」

　最後の力を振り絞って、目の前の男に回し蹴りを食らわす。スタンガンが紙一重でクリスの脇をすり抜けていく。

　それを目にしながら、クリスは助手席へと飛び乗った。歩道には何事かと大勢の人が立ち止まって、こちらを見ている。

　ハリーファはクリスが乗った途端、車を急発進させた。タイヤの石畳を擦り上げる音が耳を劈く。すぐにグンッと重力がクリスにかかった。

「ハリーファ！　いくら何でもスピード出しすぎだっ！　パトカーだけじゃなく、観光局から破損させた石畳の請求も来るぞ！　うわっ、ちょっ、ぶつかるっ！」

　ハリーファは慣れた様子で革張りのハンドルを華麗に捌さばく。

　前を走る車にぶつかりそうになるたびに、対向車線に入り込み、またそこで正面衝突をしそうになりながらも、急な割り込みで躱していく。辺りはクラクションの嵐だ。

　前言撤回。華麗なハンドル捌きどころではなかった。アドレナリン・ジャンキーレベルの運転だった。

「ハリーファッ！」

「口を閉じていろ。舌を嚙むぞ。あともう後ろから奴らが追ってきている」

「え？」

　後ろを振り向くと、黒い車が一台追ってきているのが見えた。シチリアン・マフィアの輩だろう。

「ダッシュボードに銃があるだろう。出してくれ。お前、銃の撃ち方はわかるよな？」

　言われたまま銃を取り出す。

「わかるが、こんな街中で撃ったことはないぞ」

「いい、何事も経験だ。プロ並みの腕は期待してない。威嚇程度に撃たなければならないときがくるかもしれないから、心の準備はしておけ」

「なっ……うわっ！」

　大きく車が揺れる。横から車が飛び出してきたのを避よけたのだ。

　プラハの旧市街は片側一車線の狭い車道がほとんどだ。そこを何キロ出ているのかわからないほど恐ろしい速さで走り抜けていくのは自殺行為でしかない。

　他の車の往来もあり、いつどこから出てくるかわからない車や人のことを考えると、この車から一刻も早く降りたくなる。

「大丈夫だ。ここは旧市街地だ。彼らもここで銃を使うほど莫迦ではないはずだ。あくまでも念のため、撃つ用意をしておけということだ」

　クリスを落ち着かせようとしてくれるのか、ハリーファはそんなことを付け足してきた。
















「……わかった。君も運転、気をつけてくれよ。君との心中は嫌だからな」

「わかっている。お前とのめくるめく官能の世界を堪能していないのに、まだ死ねないな。前にも言ったが、私はお前の腹の上で死ぬと決めている」

「やめてくれ、大迷惑だ。私に王子暗殺の容疑がかかったらどうするんだ」

「大丈夫だ。イノーベンとレイズがきちんと証言してくれる」

「それも絶対に嫌だ……くっ」

　急カーブに躰が重力に引き摺られて大きく外側へ引っ張られる。しかし、さすがはイタリアが誇る最高級のスポーツカー、車体の軸がぶれることなく、しっかりと地面に吸い付いたような安定感で急カーブを高速で走り抜ける。

　運転の荒さに文句を言いたいところだが、後ろから不気味なほどぴったりとついてくる黒塗りの車を目にすれば、文句も喉の奥へと引っ込む。

　ハリーファは前の車を抜かすため、車幅ギリギリのところをすり抜けるようにして走らせる。だが敵も執拗に追ってくる。さらにそれだけでなく段々と距離を縮めてきた。

　恐る恐る速度メーターを見ると、スピードは時速百六十キロ以上出ていた。それに追いつこうとしている彼らのスピードもかなりのものに違いない。

「追いつかれる、ハリーファッ！」

　そう言った途端、追突される。

「くうっ！」

　一瞬、車体がふらつくが、すぐに立て直す。

「ハリーファッ！　あいつら、私たちを殺すつもりかっ？」

「そんなこと、彼らに聞いてみないとわからないな。だが、あまりいい待遇を期待していると、後でがっかりするかもしれないがな……うっ！」

　凄まじい音と、大きな揺れが再び二人を襲う。今度は左側後方に車をぶつけてきた。どうやらこの猛スピードの中、車をコントロール不能な状態にしたいようだ。しかしそれは間違いなく大惨事になる。

　どうしたら───！

　クリスがふとバックミラーを見ると、追っ手が銃を構えているのが見えた。

　莫迦な───！

　殺すなと指示されているはずなのに……。

　そこまで思い至って気付いた。

　まさか、私じゃなくて、この車を運転しているハリーファを狙っているのか？

　運転手を殺せば車は止まるかもしれないが、車が暴走し、クリスの命もなくなるかもしれない。

　だが、彼らはそれでも、もう構わないと思っているのかもしれない。

　くそっ、このままではハリーファを巻き込むことになる！

　クリスの躰が反射的に動く。ハリーファの躰にクリスは助手席から覆い被さった。ハリーファだけでも守りたかった。

　するとそのときだった。すぐ耳元で銃声ではなく、何か鉄てつ屑くずが潰れるような大きな音が響いた。

「え？」

　慌ててクリスが後ろを振り返ると、どこからか現れた装甲車に追っ手の黒い車が押し潰されていた。

「なっ……」

「やっと来たか。旧市街から少し離れないと建物に傷がつくから、装甲車が出せないと言われてな、ここまで彼らを引っ張ってきたってわけさ」

　ハリーファが説明をしながら、車を路肩に寄せて停車させた。するとそこに彼のボディガード、イノーベンとレイズが駆け寄ってきた。

　途端、外が騒がしくなる。パトカーのサイレンの音も多数、聞こえ始めていた。

「少々手こずってしまい、遅くなり、申し訳ありません、殿下」

「予定より少し長いドライブだったが、それなりに愉しめたからいい」

「お手数をお掛けいたしました」

「追突されたお陰で、車がかなりへこんでしまった。もう少しマシなものを用意できるか？」

　真っ赤な最高級車は、無残にもボディがぼこぼこに大きく潰されていた。

「はい、すぐに」

「あとは、このままプラハ城へ向かえばいいな？」

「はい、今回は大統領府で身の安全を確保していただけることになっております」

　クリスのわからないところで話が進んでいく。とにかくハリーファが強大な権力を使って、この装甲車といい、警察などに裏から手を回して、何かをしたようだということだけはわかった。

　クリスが安あん堵どからへなへなと車に寄りかかっていると、ハリーファがこちらに振り返る。何だろうと彼を見つめていると、何やらニヤニヤと笑い出した。

「何だ？」

　何とも嫌な感じがして、思わず眉間に皺が寄ってしまう。するとハリーファが口を開いた。

「私のことを守ったな」

「え？」

「追っ手が私を銃で狙っていると思って、お前は自分の躰を盾にして私を守ろうとしたな」

　あ……。

　先ほどのことだ。ハリーファは気付いていたようだ。

「……君が私のために殺されたとしたら、夢見が悪いからな」

　もごもごと言い訳染みたことを言っているうちに、彼がすぐ近くまでやってきた。

「素直じゃないな。守ってもらったところ悪いが、彼らも莫迦ではない。私を殺したら、さすがに立場が悪くなるだろうから、車のタイヤでも狙ったんだと思うぞ」

「そ、そんなこと知るか」

「……お前、やはり私のことを愛しているだろう？」

　指先で顎を持ち上げられ、覗き込まれる。

「はあ？」

　今までの緊張感が一気にどこかへ消え去っていく。

「愛しているからこそ、咄嗟に私のことを守ったんだろう？」

　耳元に唇を寄せられ、甘く囁かれる。

「愛されているって強く実感したぞ？　感動さえした」

　クリスは慌てて否定した。そんな誤解、絶対されたくない。

「あり得ない妄想はやめてくれないか？　人として、君を守るのは普通だろう！」

「普通かな？　ま、そういうことにしておこう。私は愛する人を追い詰めるようなことはしたくないからな」

　静かに笑うハリーファが怖い。彼の頭の中で、クリスがハリーファを愛していると誤解されたままなんて、世界が滅んでも断じて許せない。

「いいか、ハリーファ。何度も言っているが、私の好みは君とは真逆だ。男が相手なら、この腕にすっぽり入るような華奢で可愛らしい男がいいんだ」

「お前が素直になるまで待つさ。ああ、でもあまり長いこと待たされると、鬼畜に走りたくなるな……拉致監禁、花嫁調教とか、な」

　冗談に聞こえないのが怖い。

「ロイズ家の力を甘く見るなよ。君がそんなことをしたら、私は消息を絶って、全力で君から逃げるからな」

「どこまで逃げても見つけるさ、ハニー」

「ストーカーだぞ」

「言われなくても、お前に関しては自覚があるからいい」

　頰にチュッと音を立ててキスをされる。あまりにもスマートにされ、クリスも口をへの字に曲げるしか抵抗のしようがなかった。

「殿下、お車の用意ができました。お乗りください」

　促された先には、黒いリムジンが用意されていた。そこにハリーファのボディガードと一緒に乗り込み、クリスはようやく安堵の溜息を吐いた。するとどっと疲れがやってくる。どうやら滅多に遭わないトラブルに遭遇し、気力体力共に、相当消耗していたようだ。

「私の肩に凭れていろ。少し寝ていけ」

　隣に座っているハリーファが声を掛けてくる。その声さえも子守唄のように聞こえ、クリスは深い眠りへと吸い込まれていった。







「それでは、どうぞごゆっくりお休みください」

　チェコの大統領府職員が頭を下げて部屋から出て行く。クリスはハリーファと共に、部屋のソファーにぐったりと座った。

　プラハの市街を睥へい睨げいする歴代王の居城、プラハ城。その城の中にある建物の一角が、現在チェコの大統領府として使われており、クリスは今夜そこで匿かくまわれることになっていた。

　すべてはハリーファが手て筈はずを整えてくれていたお陰だ。

「ところで、ハリーファ、どうしてここにいるんだ？　今は国に帰っていたはずだろう？」

「国に戻ってから、例のシチリアン・マフィアがお前を狙って動いているという情報を得たから、お前を追ってきたんだろうが」

　さも当たり前のように言われ、クリスは思わず胸をドキッとさせた。

　自分が敵に追われていたとき、どうしてハリーファがここにいないのかと、心の中で責めていたことを思い出したのだ。そして同時に、それは、彼がどこかで必ず助けてくれると信用している証拠だと気付かされる。そして彼自身もそれを当然だとして助けにきてくれた。

　ハリーファ……。

　ハリーファとは恋人ではないということを盾にして、彼に対して自分がとても不誠実な男であることに気付き、ちくりとクリスの胸の奥に痛みが走った。

「そ……そうか。迷惑を掛けたな……」

「本当に迷惑なことだ。これに懲りて、二度と浮気をしようなどと思わないことだな。まったく変な女に引っ掛かりやがって」

「浮気とかそんなんじゃない。……が、変な女に引っ掛かったのは認める。悪かった」

　マフィアに狙われている理由も当然と言えば当然だが、ハリーファには知られているようだ。

「ま、済んだことは仕方がない。私は今からあちらと話をつけてくる。お前はここにいろ、いいな」

　ハリーファの言葉に、クリスは反射的に声を上げた。

「私が行く！　大体、君には関係ないだろう？」

「クリス！」

　ハリーファの鋭い声が響く。滅多に聞いたことのない声色に、彼が本気で怒っていることを悟った。

「ハリーファ……」

「本気で私には関係ないと言うのか？」

　彼の質問に声が出なかった。いや、声じゃない。答えそのものが出ない。

　クリスが答えに窮して視線を伏せ、口を噤つぐんでいると、ハリーファが小さく溜息を吐いたのが聞こえた。慌てて彼の顔を見上げる。

　途端、黒い真摯な瞳がクリスを射抜いてくる。

　彼のことは別に嫌いではない。もしかしたら好きな部類に入るのかもしれない。ただ、抱かれたくないだけだ。

　だが、それは彼を酷く傷つけてまで守るべき主義なのだろうか───。

「っ！」

　クリスは頭を軽く振って、自分の考えを追い払った。

　そんなことを考えてしまう自分が怖い。今まで培ってきたアイデンティティが音を立てて崩れていくような恐怖さえ覚える。

　ハリーファ、君は私がこんな恐怖を抱いているなんて、知らないだろう───？

　クリスは声にならない声をハリーファに向ける。みっともない感情を彼に知られたくない。だから瞳だけで彼に訴えた。

　刹那、彼の指先がクリスに伸びてきたかと思うと、いきなり強く抱き締められた。

「もういい、クリス───」

　絞り出すような苦しげな声がハリーファの口許から零れ落ちる。

「もういい。そんな辛そうな顔をするな。答えはいらないから」

「ハリーファ……」

「そうだ、お前の言う通り、私には関係ないことなのかもしれない。だが、私が許せないんだ。女というだけで、お前を結婚という鎖で縛りつけ、私から当然だとばかりに奪おうとすることに」

「ハリー……っ！」

　そこで初めてハリーファの躰が少しだけ震えているのにクリスは気付いた。彼の顔を見つめれば、黒い瞳の奥に不安が見え隠れしているのがわかる。

　まさか、彼も怖いのか───？

　たとえ命を狙われていたとしても、いつも飄ひよう々ひようとして見えた彼が、クリスが誰かに奪われるかもしれないということには、恐怖を感じているというのだろうか。

「ハリーファ……」

「お前を奪われるものか。そのためにも、話をつけてくる。これは別にお前のためじゃない。私のためだ。だからお前はここで待っていろ」

　ハリーファはクリスを自分の腕から解放した。クリスはただ彼をじっと見つめることしかできなかった。

　どうして───どうして報われないかもしれないのに、そんなに簡単にプライドを捨てて、私に愛の告白ができるんだ？

　───彼が強い、からだ。強いから私のプライドを優先してくれる。

　クリスの胸に大きな敗北感が湧き起こる。彼の強さに打ちのめされた感じがした。

　私に弱よわ味みを見せられる強さはどこから来るんだ？　プライドを捨てることに怖さはないのか───？

　彼と比べたら、自分など小さなプライドにしがみつく狭量な男としか思えない。

　ハリーファはそのまま踵を返し、部屋を出て行く。彼がドアを開けると、そこには彼のボディガード、イノーベンとレイズがいつものように控えているのが見えた。

「大人しくしているんだぞ」

　最後にクリスにそう言って、ハリーファはドアの向こう側へと消えた。







　そしてその後、クリスは寝ずにハリーファを一晩待つが、彼はとうとう戻ってこなかった。

　ここで待っていると約束した以上、クリスはニューヨークに戻ることなく、ただひたすら待った。それが彼に示せる唯一の気持ちのように思えたからだ。

　しかし結局それから二日後、ハリーファの使者と名乗る紳士が部屋に現れたことで、クリスのプラハ滞在に終止符が打たれることになる。

　彼の話によれば、ハリーファとマフィアの間で話がつき、もうクリスの命は狙われない。そして、ルビーはクリスの店、ニューヨークへ直接送るということだった。

　ハリーファ自身がここへ戻ってこないことを不審に思ったクリスは、使者を名乗る男を問いただすが、詳しいことは知らない、の一点張りで、ハリーファについて何も情報を得られなかった。

　普段は変なプライドで彼に掛けることができなかった、ハリーファのプライベートの電話番号にも連絡を入れた。しかし結果は繫がらず、完全にハリーファと音信不通となってしまった。

　何かがおかしい───。

「くそっ、ハリーファに何があったんだ」

　ロイズ家の次男という恵まれた立場なのに、ハリーファに関しては何もできない自分が腹立たしい。

　クリスは配下の者に秘密裏にハリーファの行方を調べさせ、自分は一抹の不安を抱えながらも、ニューヨークへと戻ることにしたのだった。
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　イギリスの初夏は、どの季節よりも美しく輝く、まるで地上の楽園のようだ。

　冬は昼の三時を過ぎると暗くなり始めるというのに、夏は夜十時くらいまで明るく、空は宝石のようにきらきらと光を放っていた。咲き乱れる花に小鳥たちも楽しそうに囀さえずる。

　長く厳しい冬を耐え、美しい夏の季節を迎えた人々は、どんよりとした気持ちから解放されたかのように、多くのイベントを開催させていた。

　その中でも一、二を争うビッグイベントが六月下旬から二週間かけて開催される全英オープン、ウィンブルドンだ。

　その決勝戦が行われるセンターコートのチケットたるもの、手に入れるのは至難の業で、その購入戦争は一年前から始まる。

　だが、大抵の人はチケットを手に入れることはできない。ごく限られた人にしか渡らない、言わばプラチナ・チケットなのだ。

　さらに、センターコートは、他のコートとは違い、このウィンブルドンが開催される二週間だけ使用される特別なものとなっている。それ以外は一年を費やして芝を養生し、このときのためだけに管理、整備されている、いわば独特の雰囲気を持つコートでもあった。

　そのためテニスプレイヤーの聖地の一つともされている。

　今年は前評判通り、ハリーファがスポンサーをしているアリシア・ロゼットと、今年の全豪覇者でもあるミッシェル・サヴァイアントが、決勝戦へと勝ち進んでいた。

　既に芝もかなり剝はげ落ち、土が見えるセンターコートで、女戦士が壮絶な戦いを挑んでいる。クリスはそれを横目で見ながら、ロゼットの関係者席へと向かった。そして断りもなく男の隣に座ると、試合のタイミングを見計らって小声で話し掛けた。選手がボールを打ち合っている間の私語はマナー違反とされるのだ。

「優雅にウィンブルドン観戦とは、仕事が暇なのか？」

　クリスは男に会場の屋台で買ってきたピムズを渡してやった。ウィンブルドン名物のカクテルだ。

「これも世間への好感度を上げるための仕事のうちさ」

　男はクリスの顔を見てもさほど驚いた様子もなく、平然とピムズを受け取る。

「……元気そうだな、ハリーファ」

「お前もな」

　相変わらずのふてぶてしい態度に、懐かしささえ感じる。やはりこの男はこうでないとだめだ。

「君のお陰で、私は仕事が忙しくて大変だった」

　クリスは軽く嫌みを言って、目の前で繰り広げられている試合に視線を移した。

　しかし、平静を装ってテニスの試合を観ながらも、配下の者からの報告を思い出し、クリスは胸が締め付けられるような痛みに耐えた。

　実はプラハから戻った後、数日後にはハリーファの居場所を突き止めていた。

　彼がいたのはスイスの病院だった。

　マフィアとの話し合いの折、ハリーファはクリスと間違えられて、大おお怪け我がを負ったらしい。話し合いの場所として指定されていた屋敷が爆破され、それに巻き込まれたのだ。

　それは、ハリーファがわざとクリスが現れるとマフィアにデマを流したからだった。マフィアを罠に掛けるつもりだったようだ。だが結局、ハリーファは怪我を負いはしたが、マフィアを上手く丸め込むことに成功したらしい。

　クリスはその報告を聞いて、すぐにでもスイスへ向かおうと思ったが、ハリーファのことを慮おもんぱかると行けなかった。

　彼はきっと傷ついた自分の姿をクリスには見られたくないはずだ。だから音信不通になって姿を晦くらますようなことをしたのだ。

　クリスが行くと知れば、彼はきっと無理をしてでも元気な振りをするだろう。そんなことはさせたくはなかった。きちんと治療に専念してほしい。

　クリスは自分の感情よりも、ハリーファの躰のことを優先させた。

　そういうこともあって、クリスはとうとう一度もハリーファの見舞いには行かなかったし、居場所を知らない振りもした。それによって薄情者だと思われても、ハリーファの躰のほうが大切だと思ったのだ。

　その代わり、ハリーファからオーダーされたネックレスは今までの中でも最高の出来にしようと、寝る間も惜しんで拘こだわった。そしてかねてから考えていたハリーファだけのアクセサリーも工房に無理を言って制作し始めた。

　いつか彼が元気な姿をクリスに見せたら、さりげなく渡してやろう。本当は心配していたのだと、この作品で伝えてやろう。

　そう思って、今日まで頑張ってきていた。

「なあ、ハリーファ。例のマフィア、話がついたって言ってたが、どうなったんだ？」

　クリスは、視線をセンターコートに向けたまま、さりげなく尋ねた。彼もこちらを見ることなく答えてくる。既に選手は束の間の休憩タイムに入っていた。

「結果から言えば、脅した。奴の取引先の多くが我が国とコネクションのある会社だったしな。私を怒らせたらファミリーに大打撃を与えるくらいの力があると示しただけだ」

「冗談じゃないところが怖いな」

　クリスは小さく肩を竦すくめた。新しいエネルギーの開発だの何だの世間は言っているが、やはり石油を持っている国は強いと改めて思う。

「それに、孫娘の話が本当なら、私とステディな関係にあるクリスに横恋慕してきたことになる。孫娘とそれに応えたクリス二人を、王子に対する不敬罪とし、死刑に処すると、脅しをかけてやったのさ。孫娘が可愛いあの男は孫娘の勘違いだったと、この件から手を引いた」

「ちょっと待て。私と君のどこがステディな関係なんだ」

「別に構わないだろう？　どうせ、いつかはなるのだから、少し早く言ってもそう変わらない」

「私は構うぞ。それにいつかはなるって、何になるんだ？　一応、念のために言っておくが、ステディな関係にはならないからな」

「ケツの穴の小さい男だな。いいだろう？　それで上手く収まったのなら。本当に面倒臭い男だな、お前は」

　面倒臭い───っ？

　そんなことを言われたことのないクリスにとって、その言葉は相当なショックを与えてきた。しばらく声も出ない。すると、ハリーファが小さな声で言葉を足してきた。

「ま、そういうところもひっくるめて可愛いと思う私の趣味の悪さに感謝しろ」

「誰がするか」

　ムッとして言い返しながらも、ここに来た本来の目的を果たす。

「そうだ、これ。オーダーを受けていたネックレスだ」

　クリスは店のロゴの入った紙袋を渡す。

「君のお気に入りの選手は勝てそうか？」

「今のところ、接戦だが、勝つと信じている。それにお前がせっかく作ってくれたネックレスだ。できればウィンブルドンの覇者にプレゼントしてやりたい」

「そうだな。それと……」

　クリスはもう一つ、小さな小箱をジャケットの内ポケットから取り出した。何のロゴも入っていないシンプルな箱だ。

　クリスが個人的にアクセサリーを贈るときに使うものには『ＡアＤダＭマＳス』のロゴを使わないことにしている。

　ビジネスではなくプライベートで贈るのだという意味も込めている。

「君にやるよ」

「何だ？」

　ハリーファは意外そうに箱を受け取ると、中を開けた。途端、彼の瞳が大きく見開く。

「クリスッ！　こ、これは結婚の申し込みかっ？」

　ハリーファが珍しく興奮を露にして、クリスの肩を摑んでくる。

「なっ、そんなわけがないだろう」

「だが、これ、婚約指輪だろ？　手の込んだサプライズだな。私を驚かせようと思ったのか？　ああ、私からも何か贈らないとならないな。しかし、クリスの指輪より素敵なものを贈る自信がないぞ……」

「違う。君からは何もいらないから、それ以上好き勝手に想像をするのはやめろ」

「じゃあ、何なんだ。この意味ありげな指輪は」

　確かに意味ありげだ。クリスもハリーファに言われるまで気付かなかった。それだけ一生懸命この作品の制作に心身を注いでいたということだ。

「今回はいろいろ君には世話になったし、春コレでは君が個性派すぎて、一般顧客向けのデザインでは物足りなかったからな。それがデザイナーとして少し心残りだったんだ。とにかく深い意味はない。ちょっと暇だったから作ってみただけだ」

「さっき、私のお陰で、仕事が忙しくて大変だ、って言ってなかったか？」

「……それとこれとは話が別だ。細かいことで揚げ足を取るな。それこそ……ケ、ケツの……あ、穴の小さい男だな」

　どもりながらも言い終えたのと同時に、ハリーファがプッと噴き出す。クリスに似合わない言葉が彼のツボに入ったようだ。ひとしきり笑った後、手のひらの箱に再び目を遣った。

　箱に入っていた指輪は、約一・五センチ幅のプラチナの台座に、鷹の羽を模した彫金を施し、金と琥こ珀はくを埋め込んだものだ。かなり手の込んだもので、職人泣かせとも言えるかもしれない。

　そしてハリーファは気付かないかもしれないが、琥珀はチェコの特産物の一つで、クリスなりにチェコでのことを感謝し、そして忘れないという意味を込めていた。

「見事だな。こんな指輪、あまり見たことがない」

「君だけの指輪だからな。あと、十九世紀初頭に流行した『リガード』という遊び心を取り入れてみたんだ」

　宝石の頭文字をとって、文章にする言葉遊びの一種である。この指輪には十一個の意味のある宝石が、琥珀の上に配置されていた。

「リガード？　どういう遊びなんだ？」

「それは内緒だ。簡単にわかってしまっては、面白くないだろう？」

「ふん」

　ハリーファは箱から指輪を取り出すと、そのまま自分の指に嵌めた。

「お前の愛が伝わってくるようだな」

「愛はないぞ」

　クリスはとりあえず目的を果たしたので、席から立ち上がった。ハリーファが怪訝な顔をして見上げてきた。

「最後まで観て行かないのか？」

「関係者席に長居はできないからな。それにお得意様が何名かいらっしゃっているから、失礼にならない程度に挨拶をしてくるよ」

「忙しいことだな」

　そう言って、再び彼は試合へと視線を戻す。コートの上では休憩が終わり、選手がそれぞれのコートに戻るところだ。

「お蔭かげ様さまでね、じゃ」

　クリスはその場から立ち去ろうとした。するとハリーファが視線はコートに向けたままクリスに告げてきた。

「後でホテルの場所を連絡する。お前の用事が済んだら連絡をくれ。祝賀会を抜け出して行く」

　ウィンブルドンの決勝戦が終わった後、ウィンブルドン優勝者はロンドンの老舗ホテルで開かれる祝賀会に出席することになっている。

　ハリーファもスポンサーの一人として出席しなければならないのだろう。

「そうだな、賭けのこともあるからな」

　選手がこのネックレスを気に入ったら、ハリーファを抱けるという賭けだ。

「夜を愉しみにしているよ」

　ハリーファが余裕たっぷりでそんなことを口にした。ここまできて、彼は負ける気がないのだろうか。それはそれで失礼な話だ。ネックレスは最高の出来で、彼女に気に入ってもらえる自信は充分にある。

「私もだ、ハリーファ」

　クリスは今度こそ、関係者席から去った。







　ハリーファが泊まっていたホテルは、ウィンブルドンの祝賀会が行われているホテルと同様、ロンドンでも一、二を争う老舗だった。

　ハリーファは、ここのスイートを三週間貸切にしていた。ウィンブルドン開催中にロンドンのホテルのスイートを三週間も押さえるのはセレブであっても難しい。それを悠々としてしまう彼の力に、クリスはもはや驚きを超えて呆れるしかない。

　クリスがホテルを訪ねると、ハリーファから話が通っていたのか、すぐに部屋へと案内された。

「クリス様、お食事はなされましたでしょうか？」

　ハリーファの従者ニコライが、留守のハリーファに代わって、もてなしてくれる。今もさりげなくクリスの好きな銘柄のワインを出してくれていた。

「いえ、大丈夫です。食事は済んでいます」

「ではわたくしは隣の部屋におりますので、何かありましたら、お呼びください」

「あの……ニコライさん」

「はい」

　四十代だと思われる彼は穏やかな笑みを浮かべて返事をした。

「ハリーファの怪我の具合はどうですか？」

　ハリーファには直接聞けないことを、従者のニコライになら、と思い切って尋ねてみた。

「どちらの怪我のことでございましょうか？」

　探りを入れるように返される。それでクリスも手の内を明かした。

「私の情報網もそちら程ではありませんが、それなりにあります。チェコでハリーファが私の代わりに怪我をしたことは既に知っております」

　ニコライがおや？　という表情をした。

「そちらの怪我のことでございますか。やはりクリス様はご存じでいらっしゃったのですね」

「私のせいでもありますし、心配はしております。ただ彼が私に隠しておきたいことなら、気付かない振りをしなければならないと心得ているだけです」

「現在、日に三回ほど化か膿のう止めを飲むだけで、よくなっております」

「よかった……」

　クリスは心からほっとした。ハリーファには見せられない感情だ。こんな感情を知られたら、またどんな勘違いをされるかわかったものではない。

「それから……クリス様、これはわたくしからのお願い事なのですが、明日の朝、申し訳ありませんが、朝食後、さりげなく席を外していただけませんでしょうか？」

「え？」

「クリス様がいらっしゃる前では殿下はお薬を飲まれませんので、頃合を見計らって、さりげなく席を外していただけると助かります」

　確かにハリーファなら弱味を見せたくないとばかりに、飲まなければならない薬も、クリスの前では絶対飲まないのは簡単に想像がついた。

「そういうことなら、わかりました」

「ありがとうございます、クリス様」

　ニコライが控えめな笑みを浮かべる。今ならもう少し踏み込んだ話ができそうな気がして、クリスは口を開いた。

「もし答えにくいことでしたら、お答えいただかなくてもいいのですが……。ハリーファは自分の命にあまり執着していないような感じがします。何か過去にあったのでしょうか？」

　彼との付き合いが長くなるごとに、強く感じる彼の中の寂せき寥りよう感というのか、どこかすべてを諦めているような感覚を、クリスは感じずにはいられない。それが彼の強さでもあり、弱さでもあることもわかりつつある。

　ニコライは少しだけ何かを考える様子を見せると、再び穏やかな笑みを零した。

「わたくしから主人について申し上げられることは何もありません」

　予想通りの答えに、やっぱりなと思う。従者が主人についてあれこれ話すはずがない。しかし───。

「ただ、わたくしが申し上げるのも、おこがましいかもしれませんが、最近はそればかりではない気が致します。クリス様ならお気づきなのではありませんか？」

「え……」

　ニコライの問いかけにクリスが顔を上げると、彼が急にドアへ向かって歩き出した。

「主人が帰ってきたようです」

　ほとんど音は聞こえなかった気がするが、ニコライにはハリーファが帰ってきたのがわかったようだ。その証拠に彼がドアの傍へ寄ってすぐに、ドアが開いた。

「お帰りなさいませ、殿下」

「ニコライ、今夜はもう下がっていい。クリスと二人っきりにしてくれ」

「かしこまりました。では本日はこれで失礼致します。お休みなさいませ」

　ニコライはそのままハリーファと入れ替わりに部屋から出て行ってしまった。

「クリス、待たせたな」

「いや、そんなに待ってない。それよりも君、祝賀会を抜け出してきて本当にいいのか？」

「主役は選手だ。義理は果たしてきたから大丈夫だ」

　民族衣装、トーブを颯さつ爽そうと着こなしたハリーファが、そう言いながらクリスの隣にドサッと音を立てて座った。少し疲れの色が見える。やはり怪我が祟たたっているのかもしれない。

「トーブ姿の君、久々に見たな。最近スーツが多かっただろう？」

「そうだったか？　ま、今夜はアラブの王子様がスポンサーだという箔はくをアリシアにつけてやりたかったからな。少し目立つ格好をしただけだ」

　クリスに出されていたワインをそのまま横取りし、口に含む。見た目は極上なのに、時々見せる粗野な態度が、彼がただの綺麗に手入れされた男ではなく、野性の獰猛な獣であることを思い出させる。

「そういえば、彼女、お前のネックレスをとても気に入っていたぞ。『ＡＤＭＳ』は憧れのブランドだったらしい」

「そうか、喜んでもらえてよかったよ」

　そう答えると、ハリーファが怪訝な顔つきをした。わかっている。『賭け』の勝ち負けのことをきちんとしなければならない。クリスは言わなければならないことを言う決心をした。

「賭けの話は白紙にしよう」

　本当に惜しいと思う。ハリーファを抱けるチャンスだったのに、自らこんなことを言い出す自分に、クリスは何度も『いいのか？』と問いかけた。だが、それでもクリスは『白紙』という答えを出した。

「白紙？」

　ハリーファの眉がぴくりと動く。

「どういうことだ？　クリス」

「え……どういうことって……君を抱くのは今回見送るということだ」

「私を抱くことには、もう興味ないということか？」

　何やらハリーファの機嫌が悪くなったような気がする。

「え？　君だって私に抱かれたくはなかったのだろう？　それなら、白紙でいいじゃないか」

「私に興味がなくなったのかと聞いている」

「そんなことはないが……」

　どうして彼の機嫌が悪くなったのかよくわからないが、あまり誤解されて拗こじれるのも、後で面倒なことになりそうだ。

「今回、プラハでは君にいろいろと迷惑を掛けた。それにネックレスのメインとなるピジョンブラッドのルビーも君が取り返してくれなければ、あれほどイメージがぴったりのネックレスは作れなかった。悔しいが、君の力がかなり助けになったことは事実だ。それを私の勝ちだと大きな顔をして言えるほど、私も恥知らずじゃない」

　これもプライドだ。自分の力だけで勝ち取ったならば、堂々とハリーファを抱けただろう。だが、こんな中途半端では、勝ったなどと言いたくない。

　クリスはハリーファに対しては、後ろめたい気持ちは持ちたくなかった。正々堂々とこの男に勝ちたい。そうでなければ本当に抱いたということにはならない。

　クリスはハリーファの黒い瞳をじっと見つめて、自分の決意が固いことを伝えた。彼の鋭い双眸が僅かに緩む。それと同時に、若干機嫌も元に戻ったように見えた。

「なるほど、私を抱きたいと思えなくなるほど嫌われたかと思って、ぞっとしたぞ」

「なんだ、それは」

「相変わらず男前だな、クリスは」

「お前とは、これでも真摯に向き合っているつもりだ。甘えたくはない」

「そういうところに惚れる」

　ハリーファがワイングラスをテーブルに置いたかと思うと、そのままクリスの唇を奪った。そしてひとしきり口内を貪られ、僅かに唇が離れる。ワインの芳ほう醇じゆんな香りが鼻先を掠めた。

「狡い人間が増える中、お前は育ちがいいせいか、高潔だ」

「……私は狡い男だが？」

「狡さが違うからいい」

　ハリーファが上から覆い被さってくる。

「おい？」

　クリスは状況が怪しくなってきていることに気付き、自分の上に乗る男を見上げた。どうしてかシャツのボタンを外そうと男の指がクリスの胸の上を動いている。

「ハリーファ、何をしている。今夜は白紙だと言っているだろう？」

「今夜は、お前に一回は抱かれてやろうと思っていた」

「それはいい心がけだと思うが、だからといって、どうしてお前が私の上に乗っているんだ？」

　話をしているうちに、クリスのシャツのボタンが全部外されてしまう。これは絶対にまずい状況だ。

　クリスはハリーファの下から抜け出そうとしたが、椅子から落ちそうになったところを、がっちりと抱き留められ、さらにきつく四肢を拘束される。

「なっ……君は」

　ハリーファの唇がクリスの左側の耳朶に寄せられた。

「お前が一回私を抱いたら、私はお前を二回抱こうと思っていた。だが、お前がキャンセルするなら、私はお前を三回は抱けるな。いや、この際、回数は決めずに、いけるところまでいくか」

「は？」

「今夜は明日のことなど考えずに、思う存分抱くからな、覚悟しておけ」

「なっ！　ハリーファ！　話が違うだろう！」

「別に違わない。予定通りだ」

「な……強引すぎるぞ」

　ハリーファの天才的と呼ばれる読みは、もしかしたらこうやって強引に引き寄せているのかもしれない───。

　自分が恐ろしく危機的状況に陥っているというのに、そんなことを、ふと冷静に考えてしまった。

　なんでも強引に自分に引き寄せる男。だが引き寄せられる運も、自ら彼を選んで引き寄せられるのかもしれない。

「ああ、もういい！」

　クリスはそれまで抵抗していた手足から力を抜いた。

「どうした？　降参したか？」

　ハリーファが愉しげに告げてくる。

「君に降参なんかするか。だが、私も男だ。ここまできて、じたばたするほうがみっともない。さあ、さっさと抱け」

「クリス……」

　ハリーファの目がこれ以上ないというくらい大きく見開かれた。そしてすぐに双眸を細め、幸せそうに笑みを浮かべた。

「お前、やはり男前すぎるぞ。これ以上私に惚れさせてどうする気だ？　お前をこのままどこかに監禁して、私だけのものにしてしまいたくなるのを、これでも必死に我慢しているんだぞ」

「そういう恐ろしいことをさらりと言うな。それより、今まで我慢していたが、この際、私も君に聞きたいことがある」

「何だ？」

　もうこうなったら洗あらいざらい全部白状させてしまおうと思った。こちらばかり気を遣っているのは莫迦みたいだ。

「怪我の具合を教えろ」

「怪我？」

　ハリーファが何のことかわからないような表情をする。しかしこれしきのことでは引き下がらない。クリスはハリーファの襟元を摑み上げ、睨みつけた。

「この期に及んで惚とぼけるのか？　君のことを考えて、私に知られたくないのだろうと、知らぬ振りをしてきてやったが、こうなったら、私も正直に君に聞きたいことは、聞くようにする。さあ、教えろ、チェコでの怪我はどうなんだ」

「……知っていたのか」

　ハリーファが苦笑した。どうやら怪我を隠すのを諦めたようだ。

「当たり前だ。私を甘く見るな」

「まったく……お前を前にすると、私が情けない男に思えてくるぞ」

　そう言いながら、ハリーファが白のトーブを粗野な動作で脱ぎ捨てた。そして背中をクリスに見せる。そこは少しだけ赤くなっていた。

「皮膚移植をしたから、もう殆ほとんど傷痕は残っていないはずだ。火傷やけどを負って、別にそのままでも良かったのだが、母が傷を消せと煩くてな。これの治療に少し時間がかかっただけだ」

　クリスは消えかかっている傷痕に、指先で触れた。

「命に別状はなかったんだな」

「そこまでヘマはしない」

　ハリーファは再びこちらへと向き直ると、クリスの上に覆いかぶさり、そのまま首筋をきつく吸った。

「っ……ハリーファ」

「なんだ？」

　ハリーファの悪戯な指先がクリスのボトムのベルトを外し出す。

「簡単に殺されたりするな」

　彼の動きが止まる。クリスは構わず言葉を続けた。

「危険なことをするな。内緒で私の前から姿を消すな。私を愛していると言うのなら、それが最低限のマナーだろう。もう二度と私に心配をさせるな、わかったな」

　すると、クリスの上に覆いかぶさっていたハリーファの躰が、突然小刻みに震え出す。

「うぅ……」

「……ハリーファ、どうした。どこか痛むのか？」

　クリスは自分の首筋に顔を埋める男に声を掛けた。

「人に命令されるのは嫌いだが、お前に命令されるのはクるな」

「え……？」

「本当に、お前は私を煽ることに関しては天才だな。下半身がいきり勃つ。ぱんぱんに腫れて、痛いを越して激痛レベルだ」

「は？　君は何を……」

「ここではお前をしっかり可愛がってやれない。ベッドへ行くぞ！」

　切羽詰まったように言われ、ぐいっと手を引っ張られる。すると、クリスが反応するのも焦じれったいのか、さっさと抱き上げられた。

　そんなに体格差はないつもりだったが、軽々と抱き上げられ、いささかショックを覚えるクリスである。

「っ……」

　あっと言う間に寝室に連れ込まれ、ベッドへと押し倒される。

「クリス……っ」

　僅かにまだ躰に絡み付いていた衣服を剝ぎ取られる。

「ハリーファ、君、がっつきすぎだぞ！　どうしてそんなに……あっ……」

「だからお前が私を煽ったんだろう。自業自得だ」

「自業自得って……ああっ……」

　いきなり乳首を歯で挟まれ、軽く引っ張られる。

「前言撤回だ！　ハリーファ、私が君を抱くっ！　抱く権利があるっ！」

　クリスは猛襲を仕掛けてくるハリーファの胸板を手で押し返しながら抵抗した。

「もう遅い」

「くそっ……勝ち誇った顔をするな」

「勝ち誇った顔なんてしてないぞ？　嬉しさに満ち溢れた満面の笑みのつもりだ。それに、先に言っておくが、お前は抱かれることが負けだと思っているようだが、私は違う。お前には最初から負けっぱなしだと思っている。こんなに完膚なきまでに私が負けるのはお前だけだ」

「何を……」

「お前だけだ。私がこんなにも切望し、そして跪ひざまずいて愛を乞うのは、クリス───お前だけだ。最初からお前には完敗している。そしてこれからも勝つ気はない」

「ハリーファ……」

　クリスの声に誘われて、ハリーファが執拗に胸の飾りを攻めてくる。次第に乳首が痺れ、ぽってりとした重みを持ち始める。

　その淫らな痺れが、じんわりと神経に染み込んでくる。次第にクリスの脳まで痺れ始めた。

「あっ……」

　ハリーファが見せつけるようにして音を立てて、何度も乳首をしゃぶってきた。

「クリス、もっと違うところをしゃぶっていいか？　ずっとしゃぶりたかったんだ」

「あ……ああっ」

　返事をしないうちに、ハリーファがクリスの膝裏を腰が上がるほど持ち上げた。クリスの秘めたる場所がハリーファの目の前に晒される。

「や……やめろっ！　ハリーファッ！」

「私を健けな気げに受け止めてくれる、可愛い孔あなを思う存分しゃぶって、とろとろに溶かしてやりたいって、ずっと思っていた。ここがぱくぱくとひくつき、私の指を飲み込む様をじっくり見せてくれ、クリス」

「な……変態っ！」

　クリスの尻の孔を見て、うっとりする男を、それ以外の言葉で表すことができない。しかし。罵倒したはずなのに、男は自信たっぷりに笑い返してきた。

「前にも言っただろう？　男は愛しい人間の前では誰でもある意味変態になるって」

「私はならないぞ！」

　抗議するも、ハリーファは双眸を細めた。

「お前はまだ本当に愛しいと思う人間と会ってないってことさ」

「なっ……」

「ここは骨がないからな。解しようによっては、腕まで挿れられる。もちろんそんな趣味はないから、挿れたりはしないが、指で捲ってお前の中をじっくり覗いて、中まで舌を挿れて、舐め回して可愛がってやりたい」

「本気で怖いぞ、ハリーファ！」

「今夜は余裕がないが、次回はじっくりと指で中まで弄って気持ちよくしてやる」

　クリスは彼のセリフだけで魂が抜けそうになった。

「今夜は私のコレが入るまで、じっくりとしゃぶろう」

　ハリーファはそう宣言すると、クリスの臀部の狭間にある蕾に形の良い唇を寄せた。一気に生温かいもので覆われる感覚がクリスに襲ってくる。

「ああっ……」

　彼の唾液が容赦なく流れ込んでくる。唾液で濡れた襞を、彼の舌が舐め解し、そしてときには甘嚙みをして、クリスに声を上げさせる。

　舌先で円を描くように蕾を捏こねられれば、そこから感じたこともない感覚が生まれてくるのを、クリスは否めなかった。

　そんな……。

　まったく触られていない下半身が徐々に重みを増していく。ハリーファに蕾を舐められるたびに、芯が熱くなるような気がした。

　臀部を持ち上げられているため、クリスの下半身はちょうど胸元の辺りに頭を向けているような状態になっており、先走りの汁が、クリスの胸元にぽつりぽつりと落ちているのを先ほどから気づかずにはいられなかった。

「もったいないな。お前の体液を無駄に落とすとは、ペニスベルトで縛っておこうか」

「えっ……」

　ごそごそとベッドのマットの下からハリーファが細いベルトを取り出した。どうやら最初から用意していたようだ。

「君はっ……そんなもの」

「素晴らしい夜を過ごすためには、演出も必要だろ？　お前のために私もいろいろと考えて用意しておいただけさ。ああ、感謝はしなくてもいい」

「するかっ……ああっ……うっ……」

　慣れた手つきでベルトで下半身を縛られてしまった。途端、クリスの劣情がずきんずきんと痛みを伴い始めた。しかしそれはすぐに快感へと変わっていく。

「はあああっ……うっ……外せ……っ……」

「私が達くまでは外さない」

「なっ……」

「そろそろ、お前の孔も口をぱくぱく開き始めた。気持ちいい証拠だろう？」

　確かに快感に犯されてはきているが、それを正直にハリーファに申告するのは、男のプライドが許さない。

「そんなこと、知るかっ……」

「強情なのは好みだ。簡単に音を上げる男を抱いても征服欲は満たされない」

　サドめ！

　自分を見下ろしてくる変態男を睨み上げると、彼が見せ付けるかのように、クリスの蕾に舌を差し込んできた。刹那、電流が躰を駆け抜けたような衝撃が走る。

「くっ……はああっ……」

　壮絶な愉悦が襲ってくる。彼の唇は未だクリスの蕾をしゃぶり続け、離そうとはしない。

「あっ……ああっ……」

「甘いな。肌も体液も、どこもかしこも甘い。お前は私を酔わせる最高の花だ」

「やめっ……ろ……」

「やはり今夜は私にも余裕がない。お前をじっくり味わうのは次回にしよう。今はこの熱い楔を早くお前に打ち込みたい。お前の奥で愛を大量に放ちたい……クリス」

　蕾を舐められながら、クリスの前についている両袋をぎゅうっときつく握られる。クリスの躰がぶるると震えた。

「あっ……ああっ……」

　熱く猛々しい欲望がクリスの蕾にあてがわれた。

「こうして当てているだけでも気持ちがいいな。私を引き摺り込もうとして、お前の孔が蠢いているのがわかるか？」

「そんな……っ……」

　そんなこと認められない───！

　しかし彼の屹立が入口に当たっているだけで、どうしようもなく躰が震え、先を乞いそうになる。早く挿れてくれと、声に出してしまいたくなるのだ。

「挿れるぞ」

「ふぁっ……」

　ハリーファがめきめきと音を立てて、クリスの中に入り込んでくる。あまりの大きさに躰が引き裂かれそうな気さえする。

「あっ……あああっ……」

　それでも充分に舐め解されているせいか、ゆっくり奥へと入っていく。

「あっ……やめっ……挿れ……る……なっ……抜けっ……」

「はっ……強がりもいつまで言えるか。挿れて欲しくて襞が震えているぞ」

「ああっ……おかしく……なるからっ……」

「いいことだ。もっと私を感じて、おかしくなれ」

　ベルトで射精を堰せき止められているからだろうか。自由に吐精できないと思うと、普段よりも早く、そして強く射精感が募る。

「やっ……っ……」

　抗議の声を聞かぬとばかりに、ハリーファが上から腰を激しく打ち付けてくる。無理な体勢での挿入に、クリスはベッドに押し付けられ、動くにも動けなかった。

「あっ……ああっ……はあっ……」

「綺麗だ、クリス……。私によって快感に濡れる姿が堪らなくそそられる。他の男には絶対見せたくない。許されるのなら、お前をどこかに閉じ込めて、ずっと抱いていたい───」

「あっ……ハリーファ……っ……」

　理性が淫らな熱に溶かされ、どこかに吹き飛ばされてしまいそうだ。

　こんなに強く快感を覚えたことはないかもしれない。本当にハリーファが一番クリスに快感を与えてくれる相手なのではないかと思えてくるほどだ。

　自分で望んで抱かれたからか───？

　奥まで突かれ、嬌声を上げさせられる。壮絶な痺れに躰を支配されて、脳まで甘い膿みに犯され、全身が愉悦で蕩けそうだ。

「あ、あ、あ、あ……」

　喘ぐ声が単調なリズムを刻み出す。

　もう何も考えられなかった。早く達きたくて堪らなかった。

　気持ちがいいところに、彼の牡が当たるように自分からはしたなくも腰を動かす。

「腰が揺れているぞ、クリス」

　揶揄されても構わなかった。どうしても達きたくて、頭にはもうそのことしか考えられなくなってきた。

「と、れ……ベルト……とれよ……」

　自分で男根を締め付けているベルトを取ろうとしても手が震えて上手く取れなかった。自分を犯すこの男に頼むしかない。

「私が達くまで、達かせないって言ったよな？」

「くっ……早く、私の中で達け……っ……」

「うっ……何だ、その台詞せりふはっ……」

「し……知るかっ……あっ……くぅ……ハリーファ、はっ……早く私の中で全部ぶちまけろ！　もう達くっ……」

「はっ、やっぱりお前には敵かなわないな」

　ハリーファはさらに腰の動きを激しくした。抽挿するたびに湿った音が寝室に響く。

「あ……ハリーファっ……もっと……」

「ったく……良すぎるぞ、クリス、この私がすぐに持っていかれそうだ」

　苦笑しながらも、ハリーファは己の肉棒をグラインドさせ、更にクリスに声を上げさせた。

「ああああっ……」

　クリスも熱い屹立を思い切り締め付けた。じわりと甘く淫らな痺れが下肢から溢れ出し、心臓をギュッと収縮させた。

「ああ……もう……ああっ……」

「うっ……」

　ハリーファが短い唸りを上げたと同時に、クリスの前を締め付けていたベルトが外される。

「あっ……や……そんな急に……外すなっ……あああっ……」

　堰き止められていた熱が一気に先端へと迸ほとばしった。気づけばクリスは自分の胸だけでなく、顔にも自分の精液を振り撒いていた。

　しかし時を同じくして、クリスの腸を押し上げるほどの大量の液体が躰の中に注入された。ハリーファの精液だ。

「あっ……やっ……そんなに出すなっ……ああっ……」

　躰のどこだかわからないほど奥で、熱い飛沫が無限にクリスの腸壁を刺激する。

「やっ……め……多いっ……」

　あまりの量に、飲みきれない精液が、二人の結合部分から溢れ出し、まるで粗相でもしているかのように、クリスの尻を伝い太ふと腿ももの内側を濡らしてくる。

「お前の金の髪がいやらしい液で濡れているのも、なかなかそそるな」

「え……」

　まだ鼓動が落ちついていないクリスに、ハリーファが上から覗きこみ、そんな不埒なことを告げてきた。そしてどうしてか、再び腰の動きを激しくした。
















「な……ハリーファ！　君、今、達ったばかりだろう！」

　体力を絞り取られ、ぐったりとしていたクリスは抵抗を試みたが、ハリーファに腰を強引に引き寄せられ、また奥へとその欲望を捻じ込まれた。

「この絶倫！」

「絶倫はアラブの男にとっては褒め言葉だな」

「なっ……あ……もうっ……はあっ……」

「もっと愛し合おう、クリス。お前の躰を隅々まで舐めてやる。今までの男の痕を全部消すほどにな」

　深く、深く突き挿れられ、クリスは快楽の淵ふちへと落とされたのだった。
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　翌日、昼近くになっても、クリスは起き上がることができず、少し遅めのブランチをベッドでとった。

　一方、ハリーファは先に起きて、朝食を既に食べたようだった。きっとクリスに化膿止めの薬を飲むのを見られたくないため、そうしたのだろう。

　彼はホテルのスタッフがクリスの食事を運んできたのと同時に、寝室に机と椅子を持ち込んで、ベッドの隣でパソコンを見ながら、食事をするクリスから離れようとはしなかった。

　何となく恋人っぽい気がして、クリスの背中がむずむずしてくる。ハリーファがクリスを特別扱いしているのが気恥ずかしくもあった。

　食事が終わったらどうしようか───？

　そんなことを考えながら、グレープフルーツのゼリーを食べていると、ふとハリーファがパソコンから顔を上げ、クリスに視線を向けた。

「ああ、クリス。そういえばプレゼントしてくれた指輪の謎。わかったぞ」

「え？　もう調べたのか？」

「当たり前だ。お前からの愛の証だ。すぐに調べた」

「愛の証じゃない」

　そう宣言するも、クリスの話など聞いてはいないとばかり、ハリーファは話を続けた。

「お前の両親に挨拶に行くときに、この指輪を見せて、お前の愛の深さを自慢したいしな」

　どこまで本気かわからないが、いい加減に聞き流しておくには危険すぎる発言だ。クリスは毎度のことながら、きっちりと反論しておく。

「……私の親に挨拶にくる必要はどこにもない。まったく、本当に君はめげないな」

「お前からのエールを貰っているからな。『ＮＥＶＥＲ・ＢＥＴＴＥＲ』とな」

『ＮＥＶＥＲ・ＢＥＴＴＥＲ』

　それは、クリスがハリーファにプレゼントした指輪に込めた言葉だ。

　ノーブル・オパールの頭文字『Ｎ』。オパールの中でも色が美しく価値のあるオパールを筆頭に、続いてエメラルドの『Ｅ』。ヴィーナスヘアストーンの『Ｖ』。またエメラルドの『Ｅ』。ルビーの『Ｒ』。ブラック・オニキスの『Ｂ』。エメラルドの『Ｅ』。そしてトパーズの『Ｔ』を二個並べ、再びエメラルドの『Ｅ』。そして最後にまたルビーの『Ｒ』という頭文字をリングに並べたのだ。

　エメラルドがほぼ等間隔に宝石の間に入り、見た目も綺麗であったのも、この文字を選んだきっかけだ。

「『絶好調』か……なかなか面白い言葉を選んだな」

「厚顔無恥な君にはちょうどいいだろう？　指輪を嵌めて、いつも絶好調だって顔をしていればいい」

　そう言いながらも、本当は、ハリーファのどこか自分の命にあまり執着していなかったり、切なさが紛れ込んでいるような様子がクリスにはずっと気がかりだったからだ。

　だからこそ、もしまた彼に何かあっても、この指輪を見て、いつものハリーファに戻れるようになって欲しいというクリスの思いが込められていた。

　あからさまに『頑張れ』と言うわけにはいかない。だからせめて『ＮＥＶＥＲ・ＢＥＴＴＥＲ』という言葉で、『いつでもお前は絶好調さ』と、遠回しにエールを送った。

　クリスが彼にできることといったら、それくらいだ。

　今も彼の指にクリスの指輪が嵌められている。ハリーファはその指輪をそっと撫でると、嬉しそうに呟いた。

「気に入った。お前の瞳の色と同じエメラルドが多いのもいい」

「……そうか」

「大切にする……」

　もしかしたらクリスの思いはハリーファにきちんと届いているのかもしれない。
















「ハリーファ……」

　何となく甘い雰囲気が寝室に流れたときだった。クリスのスマホからメロディが流れ出した。ハリーファが気を利かせて、立ち上がり、スマホをとってくれる。

「悪いな、ハリーファ」

　クリスがハリーファに手を伸ばすと、彼がふと画面に目を遣った。

「誰からだ？　ん？　マイケル？」

　サアッとクリスの全身から血の気が引く。ハリーファの表情も一気に鋭くなる。

　そのままハリーファは、クリスの断りもなくスマホの通話ボタンをタッチした。

「あ……」

『ハロー！　クリス？』

　海外からだというのに、クリアに聞こえるのは青年の声だった。

『ボクだけど、今どこにいるの？　まだロンドンから帰ってきてないのかなぁ。こっちに戻ってきたら、また会って……ブチッ』

　いきなり通話が切れる。切ったのはあっちではない。このスマホを持っていたハリーファだった。

　通話を切ったと同時に、何な故ぜか寝室の気温が一度くらい下がったような気がする。さらに命の危険さえクリスは感じ始めた。

「ハ……ハリーファ」

「クリス……マイケルとは誰だ？　知らない名前だな。新しい男か？」

「ち……違う。あ……あれだ。通りすがりの……」

「通りすがりくらいで、名前を登録するのか？」

「いや……」

　ロンドンに来る前に、一人で飲むのが寂しかったから、クラブで引っ掛けた可愛い男だ。まだ寝ていないし、そういう気もなかった。名前が登録されているのは、あっちが勝手にしたことで、クリスは削除するのも面倒だっただけだ。

　しかしそれをこの男に言うのは抵抗があった。そんな弁明をすれば、まるでこの男と付き合っていると自分で認めたようなものだ。

　それは断じて違う───。

　自分を抱くような男とクリスは付き合う気はない。昨夜は特別だっただけだ。もしハリーファが抱かせてくれるというのなら、恋人の件は考えてもいいと思えるくらいには、好きではあるが───。

　複雑な男心と矜持だ。そんなもの、くだらないとわかっていても、なかなか手放せない。

「それは……」

　どう言ったらいいのか言葉を濁しているクリスに、益々誤解を積み重ねたハリーファが詰め寄ってくる。

「今度はどこの誰だ？　そろそろ本気でお前を躾しつけし直さないとならないようだな」

「だから、私は何度も言っているが、お前を含めて誰かを恋人にした覚えはない。現在は気ままなフリーだ。浮気も何も責められる謂れはないぞ」

　キッとハリーファを睨みつけるが、ハリーファは呆れた顔をして見下ろしてきた。

「もうそのセリフは聞き飽きたぞ。そろそろ素直になれ」

「充分に素直だ！」

「ま、恥ずかしさからの言葉だとは理解しているがな、クリス」

「ちがっ……」

　男の勘違いを訂正する間もなく、クリスは唇を獰猛に奪われた。ハリーファは器用に片手でブランチのトレイを向こうに押しやり、そのままクリスをシーツへ押し倒した。

「まだ私が一番いいと、わかっていないようだな。仕方がない。出来の悪い生徒のために、わかるまで抱いてやろう、クリス」

「ハリーファ！　今度は私が君を抱く番だろう」

「愛しているよ、クリス。今日はここで一日過ごそう」

　男はクリスの話など聞く気もないようで、悠然と笑みを零したのだった。

　ハリーファに組み敷かれるシーツの上は、まるで砂漠の中に突然現れる蟻あり地じ獄ごくのようで、ここに落ちたら、二度と出られない、そういう危険な場所だということを、クリスは思い知ることになる。







あとがき




　はじめまして、またはこんにちは。ゆりの菜な櫻おです。

　ハンサムでデキる男なのに、ふと、可愛いなと思える面も持つ男たちの丁々発止な恋愛。以前から書きたかった題材を書くことができて、とても嬉うれしいです。

　今回、最後までツンなクリスですが、ハリーファのことはかなり好きです。ただ彼は抱かれるのを『負け』と思っているところがあるので、なかなかハリーファへの恋心を認められないところが。もうしばらくは足あ搔がくと思います。でも、何だかんだといつも一緒にいるので、最後は認めてしまうんだろうなと思うと、ちょっと顔がニヤつきます（笑）。

　さて、この作品が生まれたのは、最初に収録した短編を執筆する際、担当様から『純愛』というテーマをいただいたのが、きっかけでした。

　最初、本当に精神愛だけの『純愛』のプロットを作っていたのですが、いつの間にか『攻×攻の外人同士』という欲望に忠実なテーマに変換してしまい、気付けばこの話が。じゅ、純愛だよね？　ずっと好きだったんだし、と何度自分に言い訳めいたことを呟いたか（笑）。ちょっとマイナー設定ですが、どうか皆様に受け入れていただけますよう切に願っております。

　拙作を美しく飾って下さったのは葛西リカコ先生です。表紙カラーに悶もん絶ぜつしました。金髪受け正義です。挿絵も色気のある表情にフハァ～となりました。どれも素敵で、ハリーファとクリスの男ぶりが上がりました。本当にありがとうございました。

　そして担当様、ご指導ご鞭べん撻たつありがとうございました。いつも励ましてくださり、お気遣いなどとても嬉しかったです。そして、私は担当様の睡眠時間が心配です。深夜でもバリバリ仕事されている感じが伝わってきます。

　最後になりましたが、ここまで読んでくださった皆様、ありがとうございました。ぜひ感想など編集部宛に送って下さると嬉しいです。いただいた感想は、何度も何度も読み返しております。ありがとうございます。

　それでは、また皆様とお会いできるのを楽しみにしております。


ゆりの菜櫻
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